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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一　狂きよう熱ねつの街まち









　ゆらゆらと、景け色しきが揺ゆれていた。

　波穏おだやかな海うな原ばらの彼方かなたに浮うかぶのは、十数年前に壊かい滅めつした京けい浜ひん地区の蜃しん気き楼ろう。廃はい墟きよと化した街まち並なみが、いわゆる真夏日に現あらわれるようになったのは、ここ数年のことだ。

　幻まぼろしを作り出す天体の位置は、頭のほぼ真上。薄うすっぺらなオゾン層そうを抜ぬけて照りつけてくる光線が、のろのろとした潮しお風かぜの吹ふく下界の温度を容よう赦しやなく上げていく。

　仲なか間まとはぐれた海鳥が弱々しくミャーと鳴き、海に面した廃はい宿やどの屋や根ねから長い釣つり糸を垂たれる少年の方へと降おりてくる。

　年の頃ころは、十五、六。袖そでを捲まくったＴシャツに、ハーフパンツ。女性のように滑なめらかな肌はだをした四し肢しが、ギラつく光を弾はじいてかすかに濡ぬれている。

　少年は深く被かぶった麦むぎわら帽ぼう子しを傾かたむけると、切れ長の目でウミネコを捉とらえた。彼、もしくは彼女の狙ねらいは、たぶん、傍かたわらのバケツに泳ぐ今日の獲え物ものだ。

　ウミネコは羽は根ねを広げたまま、光輝かがやくトタン屋根の端はしへ両足を伸のばした。

「……熱いぞ」

　少年が呟つぶやいた。

　ミャンっ、とウミネコが悲ひ鳴めいをあげ、青空へ舞まい上がった。

　最高気温は四十二度、体感温度はプラス三度。気き象しよう局きよくの予想した数字は、昼過ぎには訂てい正せいされるに違ちがいない──手て応ごたえの返った竿さおを上げながら、少年──ショウゴは思った。

「ねえ、釣れたぁ～？」

　甘あまったれた声が背はい後ごから掛かけられた。

「ああ」

　釣り上げたアジを摑つかみ、ショウゴは少女の方へ振ふり返った。

　黄色いキャミソールに白のショートパンツ。見た目チビッコだが、御おん年とし十三歳さいの同どう居きよ人にん。よほど暑あついのか、いつもはポニーテイルの髪かみを、今日はオダンゴにしている。

「よかったぁ。エイジがさ、お腹なか減へったってウルサイのよ」

　言って、少女──リンコは手にしたアイスキャンデーをぺろりと舐なめた。

「大漁だから、腹の足たしには十分だろう」

　ショウゴは獲物で満ちたバケツにアジを放ほうると、竿を担かついだ。

　水位が上がって陸地が減へったり、夏が一月も長くなったりと、地球温おん暖だん化か現げん象しようがもたらす影えい響きようはロクなものがないが、沖おきへ出なくても捕とれる魚が増ふえたことは、数少ない恩おん恵けいのひとつと言っていいだろう。

「あン、アタシがバケツ持つってば！」

　アイスをくわえ、リンコが屋根に足を踏ふみ出す。

「おいっ」

　ショウゴが制したが、手て遅おくれだった。

　ウミネコと同じ声をあげ、リンコは部へ屋やの内側へ尻しりもちをついた。

「ひ～ん、ヤケドしちゃったよぉ？」

　裸足はだしを抱かかえ、リンコが喚わめいた。

　ショウゴは小さく頭を振り、バケツを持って立ち上がった。

　表面温度六十、体感温度七十五。

　歩きながら、素す足あしの裏でトタンの温度を推おし量はかる。

「この程てい度どなら、ヤケドはしないさ」

　足を止め、噓うそ泣なき顔のリンコへバケツを差し出す。

「いぢわるっ」

　リンコは唇くちびるを尖とがらせ、ふいと横を向いた。

（やれ、やれ……こっちの方が、よっぽど汗あせをかく）

　トタン屋根の上で溶とけていくアイスへ目を落とし、ショウゴはふうっとため息をついた。




　　　　◆




『──上級職しよく員いんとの賃ちん金ぎん格かく差さ是ぜ正せい問題に端たんを発した、市清せい掃そう局きよくのストライキは今日未明の話し合いでも決着をみず、長期化を懸け念ねんする声があがっています。局では、急きゆう遽きよ、上級職員を動員して回かい収しゆう作さ業ぎようを行なっていますが、企き業ぎよう分を中心に回収率が低下し始めている模も様ようです。それでは、局職員によるデモ行進の現場からリポートを──』

　アナログＴＶの画面が切り替かわり、スローガンで飾かざり立てた廃はい棄き物ぶつ回収車を囲かこむ集団が映うつしだされた。

「エイジ、お前は行かなくていいのか？」

　ロングソファーに寝ねそべりながら、つまらなそうに画面を眺ながめる青年に、ショウゴが声を掛かけた。

「……俺おれが？　どうして？」

　気の抜ぬけた声で、エイジが返す。普ふ段だん、後ろで束たばねている黄色い髪かみはボサボサ。ポロシャツをだらしなく引っ掛け、締しまった胸むな板いたをさらしている。

「当事者だろう、一応」

「冗じよう談だん。ありゃ、あくまで副業だって。〈上〉の用意したカムフラージュ。ストの行列に加くわわる義ぎ務むなんてねえよ」

　わかりきった事を口にして、小さくアクビをする。

「第一、ストのせいで給料が振ふり込まれてないんだぞ？　タイミングを考えろっつーの。おかげで、家計は大ピンチ。あと一週間もしないうちに干ひ上あがっちまう」

「けど、今月は本業の収入があるだろ？」

「まだ、入ってねえ」

　ぶすっとした口く調ちようで、エイジが答える。

「半月ほど遅おくれるって、キョウトから連れん絡らくがあった」

「ウソだろ？」

「ホント。ったく、出しゆつ張ちようサービス付きの大仕事だったってのによ……特に、お前には同情するよ、ショウゴ。宇宙まで行って死にかけたんだからな」

「もしかして、イヤガラセか？　牧まき村むらまなみの？」

　ショウゴが訊きいた。

　牧村まなみは現政府よりも上位にある非公式機関〈上〉の関係者で、前回の仕事の直接の依い頼らい人にんだ。ショウゴとは旧知だが、その仲は決していいとはいえない。

「たぶん、な。ささいなイヤガラセだが、今回はグッドタイミングさ」

　ストライキのデモ行進を映すＴＶ画面を顎あごで指し、エイジが言った。

「ま、マナ姉ねえとの仲が悪いのは昔っからだから、しゃあねえとして……せめて俺がとばっちりを受けないようなイヤガラセにしてほしいぜ」

「何言ってんのよ、薄はく情じようモン！」

　女の子特有のキンキン声が、会話に乱入してきた。

「エイジは、ショーくんの相あい棒ぼうでしょ？　クラクを共にすんのは当然じゃない！」

　じゅうじゅうと音をたてる料理を盛もった大おお皿ざらを、ソファーの囲むテーブルの上に置き、リンコが言った。

「苦楽だぁ？　生なま意い気きな単語を使うようになりやがって──げっ？　また、コレかよ？」

　大皿の上でコンガリ焼けた魚の群むれを見て、エイジが顔をしかめる。

「なあ、缶かん詰づめ残ってなかったっけ？」

「昨日きのうの晩ばんゴハンの時、エイジが全部食べちゃったでしょ！」

「ありゃ、晩ゴハンじゃなく、晩サカナだったじゃん」

　エイジはぼやき、丸焼きにされただけのアジから目をそらした。

「食べるものがあるだけ、マシだと思いなさい。あっつい中、ショーくんが釣つってくれなきゃ、オカズしかないところよ？」

　言って、リンコは膨ふくらんだエプロンのポケットから、カップアイスを取り出した。

「そりゃ、オカズじゃなくてオカシだろうが！」

「何よ？　じゃ、エイジはゴハンだけ食べてなさいっ」

　リンコはちょっとうれしそうに、エイジの分を自分のカップに重ねた。

「ちっ、お前はいいよなあ。主食のアイスが残ってるんだからよぉ」

「そう、ぼやくな。うまく焼けてる」

　リンコから小皿を受け取り、ショウゴが言った。

「確かに、黒くろ焦こげでないだけマシだけどよ……」

　エイジは焼き魚にちらっと目をやった。

　リンコがここへ来て一年、さすがに食材を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいすることはなくなったが、料理の腕うでは彼女が自じ認にんするほど上がってはいない。現に、皿の上のアジも釣ったのをさばきもせずに焼いただけだ。

「……ここは川原のキャンプ場かっての」

「何か言った？」

　ソファーに座すわったリンコが、じろりとエイジを睨にらむ。

「イヤなら、食べなくてもいいんだからね」

　そう言いつつ、自分は魚ではなくアイスクリームを食べている。

「はぁ、もうかれこれ三日も魚だぜえ？　たまにはイカとかタコとか釣れないのかあ？」

「ぜぜういたたふくい言ふうなな」

　アジの頭を丸かじりしながら、ショウゴが返した。

「はや早ふくた食へべなないいととななふくななるるぞぞ？」

　骨ほねもかまわず、ぱくぱくとたいらげる。

「ネコか、お前わっ？」

「ゴロゴロゴロ」

　と、ショウゴが答えた。

「うう～、キョウトでも清せい掃そう局きよくでもいい。早く、金を振ふり込んでくれ～」

　エイジは腹を押おさえ、大げさに嘆なげいてみせた。

「けど、どうしてだ？」

　不意に箸はしを置き、ショウゴが呟つぶやいた。
















「今月に限かぎって生活費が底をつくなんて……こんなこと初めてじゃないか？」

　鳶とび色いろの目を細め、二人の同居人を交こう互ごに見やる。

「そ、そ、そ、そうかあ？」

　エイジがしどろもどろに言いながら、リンコの方へ視線を逃にがした。

　途と端たん、リンコがびくっと肩かたを震ふるわせ、スプーンを落とす。

「え、あ、ホラ！　いつかアタシがエイジのデビットカード落としちゃったじゃない？」

「そ、それだ！　あれは痛いたかったなあ」

　リンコの言葉に、エイジがへらへら笑って同調する。

（……実に、わかりやすい反はん応のうだ）

　二人の動どう揺ようぶりを見て、ショウゴは密ひそかに嘆たん息そくした。

　リンコがエイジのカードを持ち出して紛ふん失しつしたのは、半年ほど前の話だ。二か月分の生活費がフイになったが、その後、本業の収入が入ってきているので、今回のピンチには直接結びつかない。恐おそらく、今度の収入を当てにして、二人ともに無む駄だ遣づかいをしたのだろう。

「いやあ、でも明日あしたくらいには振り込みがあるかな～なんてな！」

「そ、そうよ！　すぐに元通りになるって、ね！」

　普ふ段だんケンカばかりの二人が仲良く口くち裏うらを合わせている光景は、何とも不自然で滑こつ稽けいだ。

「……で、何に遣つか──」

　リーン、ゴーン。

　ショウゴの言葉を、合成された鐘かねの音が遮さえぎった。客などめったに来ないのに、今月になって急に、エイジが取り付けた呼よび鈴りんだ。

　リーン、ゴーン。

「誰だれか、来たぞ？」

　固かたまって動かないエイジとリンコに、ショウゴが言った。

　リーン、ゴーン。

　ショウゴは仕方なく、ソファーから腰こしを上げた。

　と、リンコが突とつ然ぜん立ち上がり、階かい段だんへ駆かけ出した。

　追い掛かけるようにエイジが続き、ドタドタと一階へ下りていく。

（何なんだ、一体？）

　ショウゴはキッチンへ入り、開いた窓まどから下を見下ろした。

　元船ふな宿やどの廃はい屋おくが両りよう脇わきに建たち並ぶ桟さん橋ばしの上を、運送会社の配はい達たつ員いんたちが複数の荷を抱かかえて行進している。

　小さな荷に箱ばこをひとつひとつチェックしているのは、エイジ。リンコは、行列の最さい後こう尾びでふらふらと揺ゆれる巨きよ大だいな荷の周まわりではしゃいでいる。

「……どうりで、生活費がなくなるわけだ」

　独ひとりごち、ショウゴは桟橋から視線を振ふり上げた。

　やや西側へと傾かたむいた太陽が、さらに強きよう烈れつな白光を放っている。

　八月の終わり。夏はこれから、いよいよピークを迎むかえる。〈災さい厄やく〉の年から数えて十六年目の九月。今年も暑い月になりそうだ。厳きびしさを増す炎えん天てんの下もと、もうしばらくは、魚釣つりに精せいを出さねばなるまい。

　ショウゴは踵きびすを返すと、リビングへ戻もどった。そして、大皿の上の焼き魚を一いつ匹ぴきくわえると、トタン屋根に続く三階へと上っていった。




　　　　◆




　午後二時の日差しが、半なかば廃はい墟きよと化した東六区のアスファルトをじりじりと灼やいていた。

　人通りは、皆かい無むだった。

　先月まで、この一いつ帯たいを占せん拠きよしていた密みつ入にゆう国こく者しややならず者たちの姿は、今や昼夜を問わず見かけることはなくなっている。

　あちこちに立つ看かん板ばんには、〈再開発予定区域〉〈関係者以外立ち入り禁止〉の文字とともに〈フェルナンデス〉の文字が並ぶ。市が公権力を行使しても立ち退のかせることのできなかった不法占拠者を一いつ掃そうした、外資系企き業ぎようの名めい称しようだ。

「フェル、フェル、フェル……ムナクソの悪くなる文字ばかり見えやがる」

　廃ビルの屋上に座すわりスコープを覗のぞく髭ひげ面づらの男が、忌いま忌いましそうに歯を剝むいた。大おお柄がらな身体からだを包つつむモスグリーンを基調とした専せん守しゆ防ぼう衛えい軍ぐんの制せい服ふくには、旧自じ衛えい隊たいの空くう挺てい徽き章しようが縫ぬい付けられている。明らかな規き約やく違い反はん。だが、男がその責を問われることはない。とうの昔に現げん役えきを退しりぞいているからだ。

「……まるで、墓ぼ標ひようね」

　傍かたわらに立つ若い女が呟つぶやいた。

　黒い瞳ひとみに、黒い髪かみ。あどけない容よう貌ぼうは東洋の少女特有のものだが、目め鼻はな立だちは大きく、彼女の血に西洋のそれがいくぶんか混まじっていることを窺うかがわせる。男もののアーミースーツを着用しているせいでわかりにくいが、身体の線は細く、決して軍人体型ではない。しかし、女性の魅み力りよくともいえる部位は、男の目を留とどまらせるに十分なほど、迷めい彩さい模も様ようのジャケットを盛り上げていた。

「クージョに殺された哀あわれな異い邦ほう人じんたちの墓標……」

　同じ言葉を飾かざり、女が繰くり返す。

　クージョは、市から再開発の全権を買い取り、この地区をゴーストタウンにしたフェルナンデス・コーポレーションの代表。政変で混こん迷めいを極きわめる南米の祖そ国こくを脱だつ出しゆつし、日米合同統とう治ち区くである旧千ち葉ば県木き更さら津づ市、現キサーズシティへ移い民みんしてきた大だい富ふ豪ごうだ。

　来日して数年間は、市の公共事業やボランティア団体へ積極的な資し金きん援えん助じよをするなど、気前のいい善良なる実業家としての顔しかみせなかったが、昨さく年ねん、米国系マフィアのガンドックファミリーが壊かい滅めつしてから、その本ほん性しようを現わし始めた。南米五大ファミリーのひとつといわれるマフィアの顔である。

　そもそもクージョには、黒い噂うわさがつきまとっていた。祖国を脱出したのも、革かく命めいで倒たおされた旧政府との癒ゆ着ちやくについての追つい及きゆうを逃のがれるためであり、海外へ拠きよ点てんを移うつした後も、非合法な商売を続け、現政府へ抵てい抗こうを続けるゲリラへ資金援助をしているに違ちがいないと囁ささやかれていた。クージョはその黒い噂を薄うすめるために、数年間、ネコを被かぶっていたわけだ。

　クージョの戦せん略りやくは功こうを奏そうした。彼によって数々の恩おん恵けいを受けた市の監かん査さは、フェルナンデス・コーポレーションの事業に対して必然的に甘あまくなり、築きずき上げた人じん脈みやくを活用してバラまかれた裏うら金がねは、警けい察さつの下か部ぶ組そ織しきを骨ほね抜ぬきにした。大事に繫つながる小事に、最前線勤きん務むの警官たちが目を瞑つむったのである。

　麻ま薬やく、武ぶ器き密みつ輸ゆ、人じん身しん売ばい買ばい──あらゆる悪事は、認にん可かされた表の事業によって巧こう妙みようにカムフラージュされ、マスコミが再び黒い噂を書き立てても、もはやフェルナンデス・コーポレーションはびくともしなかった。時とき折おり摘てき発はつがあるものの、末まつ端たんの不ふ祥しよう事じとして型通りの謝しや罪ざい会見が行なわれるだけで、捜そう査さの手が上へ伸のびることはなかった。

　東六区で立て続けに起こった事件もまた、同じである。

　住民を支援する人権擁よう護ご組織が現地本部としていた高こう層そうアパート群ぐんが爆ばく破は倒とう壊かいさせられたのを皮切りに、住民集会での薬物中毒者による銃じゆう乱らん射しや、東六区を根ね城じろにしていたギャング団の不ふ可か解かいな同どう士し討うち、密入国者たちの意味不明の集団自殺、失しつ踪そうなど、全すべてにフェルナンデス・コーポレーションが関かかわっているとされたが、直接的な責任を問われることはなかったのである。

「墓標、か」

　スコープから目を外はずし、男は自分より一回り以上年下の女を見上げた。

「詩人だな」

　男の言葉に、女が哀かなしげな笑えみを浮うかべる。

「だが、詩人には向かない商売だ」

　男が続け、女の笑みをかき消す。

　センチメンタリストには向かない商売。それが今の男の職業──執しつ行こう代だい理り人にんだ。

　死し刑けいに代かわり、先進各国が定めた合法的仇あだ討うち制度、《復ふく讐しゆう法ほう》。執行代理人とは、《復讐法》の権利を行使した犯はん罪ざい犠ぎ牲せい者しやの遺い族ぞくに代わり、法の定めた七日間で死の報ほう復ふくを代行する処しよ刑けい人にんである。しかし、仇討ちである以上、訴うつたえられた罪ざい人にんの側にも防ぼう衛えいの権利があり、多くの場合、自分を護まもってくれる代理人を雇やとう。つまり、《復讐法》の執行は、最終的に代理人対代理人の殺し合いとなるのだ。

「トガシ……今さら、約やく束そくを破るつもり？」

　男を見下ろし、女が言った。

「いや、プロの契けい約やくだ。約束は守ろう」

　男──トガシは、傍かたわらに置いた縦たて長ながのガンケースに目をやった。

「例の情報が確たしかなら、こいつはお前のものだ。但ただし──」

　視線を跳はね上げ、獣けものじみた鋭するどい目で女を見つめる。

「ユリ、お前はこの執行に参加させない」

「なっ……」

　言い掛かけ、ユリは口を噤つぐんだ。彼女は、その条じよう件けんを吞のんでいる。トガシはそのことを確かく認にんしたに過すぎない。

「お前にとってそうであるように、俺にとってもサガミはかけがえのない恩おん人じんだった。富ふ士じ防衛戦と〈キョウト危機〉──二度も命を救すくわれた。アイツがいなかったら、今の俺は半分どころか全身機械仕掛けだったろうぜ」

　スコープを持つ三指だけの義手を掲かかげ、トガシが言った。彼は他ほかにも身体からだの二十箇か所しよ以上を疑ぎ似じ生せい体たいで代用した半機械サイバーなのだ。十数年前、内戦状態に陥おちいった日本で戦い、生き残った軍ぐん属ぞくの三分の一は、彼のように半機械サイバーとして余よ生せいを送っている。

「俺は、アイツと約束している。アイツに万が一のことがあっても、決してお前に仇かたきを追わせないと」

「じゃあ、何で、私と契約したんだ？」

　慣なれない男言葉で、ユリが訊きいた。

「クージョは用心深く、ガードも堅かたい。執しつ行こう期間内に仕し留とめるためには、確実な情報が必要だった。この廃はい墟きよの町から逃のがれた男が、命を賭として得た絶ぜつ好こうのチャンスだ。し損そんじたら男の遺族に顔向けできない」

　答え、トガシがスコープに目を戻もどす。

　トガシの依い頼らい人にんは、東六区に住んでいた弁べん護ご士しの遺族。弁護士は、法ほう律りつでフェルナンデスの横おう暴ぼうに対たい抗こうしようと付近の住民たちと原告団を作ったが、決起集会に爆ばく発はつ物ぶつを投げ込まれ、自らも重傷を負おった。

　だが、彼は諦あきらめなかった。あくまで自分が信じる法律によって、犠ぎ牲せいとなった同志に報むくいるべく、車くるま椅い子すで単身、クージョに面会を申し入れた。訴そ訟しようの和解に応じると偽いつわったのだ。

　クージョと面会を果はたした彼は、突とつ然ぜん、報むくいは必ず訪おとずれると叫さけび、背せ広びろのポケットに手を入れて突つき出した。

　クージョにとっては不ふ覚かくの出で来き事ごとだったろう。部下より先に銃じゆうを抜ぬき、弁護士を蜂はちの巣すにしていた。弁護士の手に銃はなく、ただライターが握にぎられていただけだった。彼は自みずからを犠牲にして、フェルナンデス・コーポレーションのトップを合法的に抹まつ殺さつする機会を、遺族にもたらしたのだ。

　弁護士の遺族は、彼に掛かけられていた保険金を報ほう酬しゆうとして、司法局がランクＡと評ひよう価かする、トガシ率ひきいる執行代理チームにクージョの処刑を依頼した──。

　執行開始から、今日で四日目。《復ふく讐しゆう法ほう》では、七日のうち、始めの四日間を原告側の攻こう撃げき優先期間と定めている。それを過ぎれば、防衛に徹てつしていた被ひ告こく側にも反撃が許ゆるされ原告の身に危き険けんが及およぶことになる。無む論ろん、《復讐法》を行使した原告が死ねば、執行はそこで終わり、七日間で決着がつかなかった場合と同様、被告の免めん罪ざいが確定する。

「残ざん念ねんながら、俺たちの側は数で劣おとる。依頼人を護まもりながら、執行も行なうなんてことは不可能だ。だからこそ、今日きようまでにチャンスを摑つかむ必要があった」

　自らに言い聞かせるが如ごとく、トガシが呟つぶやく。

「心配しないで。私の情報は確実だから」

　言って、ユリは再び廃はい墟きよの街並へ目を向けた。

「……お前の気持ちはわかる。だが、今回は俺たちに任まかせろ。必ず奴やつを仕留めてみせる。戦友との約束と同時に、お前の復讐も果たしてやる」

　スコープを覗のぞいたまま、トガシが言った。

「だが、万が一……俺たちが失敗しくじったら、その時は好きにするがいい。どうせ、俺の遺ゆい言ごんなど守る気はないだろうからな」

　トガシの口元に乾かわいた笑えみが浮うかんだ。

「そうする」

　ぽつりと、ユリが返した。

『──ガガッ……聞こえるかい、ボス？』

　音声が、トガシの右耳に被かぶさる受信機を震ふるわせた。

　四人の部下の一人。索さく敵てきとトラップ敷ふ設せつを担たん当とうするハシモトだ。

『ビンゴだ。やってきたぜ、Ｃの野や郎ろうが。メタリックグレーの改造リムジン。じきにそっちの視界にも入る』

　トガシはスコープの向きを補ほ正せいした。

　こちらに向かって緩ゆるやかに下くだる二車線道路。その坂道の頂ちよう上じように、六つのヘッドライトを並べたフロントが、立ち上る陽炎かげろうを搔かき分けて現われる。

「視し認にんした──全員、スタンバイ」

　各所に散ちらばる部下に告つげ、トガシはスコープを下ろした。

「正しよう直じき、少し驚おどろいている」

　ガンケースを持って立ち上がり、ユリを見み据すえる。

「奴やつの手下が、こうもあっさりと情報を洩もらすとは」

「クージョの下で働いていると、かなりのストレスが溜たまるそうよ。その男は、女性でそれを発はつ散さんするタイプだったの」

　言って、ユリは下した唇くちびるをそっと嚙かんだ。両りよう腕うでを交差し、自分の身体からだを抱だき締しめる。

「……今日、クージョがここへやって来たのは、墓標の数を数えるためだそうよ」

「仕事の成果の最終確認、か……悪あく魔まめ」

　トガシが低く呟つぶやいた

『──ガッ……Ｃが、要よう撃げきポイントＡにさしかかる』

　通信が入った。

「了りよう解かい──本ほん多だ、出番だ」

　トガシは、執しつ行こうチームの先せん鋒ぼうに作戦開始を命じた。

「トガシ」

　ユリが、契けい約やくの履り行こうを催さい促そくした。

「わかってる」

　トガシが右手に持つガンケースを差し出す。

「拡かく散さん式しきの炸さく裂れつ弾だんとロケット弾を併へい用ようできる、軍用ライフルだ。自動索さく敵てき、自動照しよう準じゆん、新兵でも引き金を引けばそれなりの成果をあげられる」

　ユリは説明に無む言ごんでうなずき、ケースを受け取った。

「……カギは？」

　ケースが固かたく施せ錠じようされていることに気づき、ユリが訊きいた。

「ここにある」

　トガシは、義ぎ手しゆにぶら下げたキー付きのリングを掲かかげてみせた。

　次の瞬しゆん間かん、ユリは、あっと声をあげた。キーへ手を伸のばすや、トガシがリングを屋おく上じようの外へ投げ捨てたからだ。

「約束が──！」

　ユリは上うわ目め遣づかいにトガシを睨にらんだ。

「カギは約束のうちに入っていない」

　抗こう議ぎの視線を横へ躱かわし、トガシはくるりと背を向けた。

「──噓うそつきっ！」

　震ふるえる叫さけびが、炎えん天てんの空に虚むなしく昇のぼった。




　目もく標ひようを、距きよ離り八百メートルまで近づけたところで、執しつ行こう代だい理り人にん・本多俊とし明あきは狙ねらいを定めた。

　軍属時代、スナイパーとして戦せん歴れきを重かさねた彼の得え物ものは、米国製のバートレットＭ０２。重量七百グラムオーバーの五十口こう径けい弾だんを発はつ射しやする、対物狙そ撃げき銃じゆうだ。一キロ先の装そう甲こう車しやをもぶちぬく、この軍用ライフルの前では、防ぼう弾だん仕し様ようのリムジンなどペーパークラフトに等ひとしい。

　崩くずれかけのアパートの五階。坂道を斜ななめ下方に望のぞめる一室で、中ちゆう腰ごしの射しや撃げき姿し勢せいをとりながら、本多は外はずしていた指先をトリガーに掛かけた。

　照しよう準じゆんの内に捉とらえているのは、カスタム・リムジンのフロントガラス。スモーク仕様のため、内部の様よう子すはわからない。だが、それは大した問題ではなかった。使用する弾だん丸がんは、対戦車用の焼しよう夷い徹てつ甲こう弾だん。防弾ガラスを破やぶって飛び込んだ銃弾がターゲットに命中しなくても、車内を炎えん熱ねつ地じ獄ごくに変えるのは必ひつ至しだ。そのまま焼け死ぬもよし、外に飛び出し、第二弾の餌え食じきになるもよし。本多にとっては、楽な部類に入る仕事だった。

（……あばよ、悪党）

　本多は息いきを吸すい込み、止めた。

　トリガーに掛かる指に、動きが生しようじた。

　直後、リムジンが急きゆう停てい車しやし、フロントガラスが照準の外へ出た。

「ちいっ」

　舌した打うちと共に、本多は息を吐はき出した。

「何だよ、小しよう便べんでもするのか？」

　囁ささやくように独ひとりごち、様子を窺うかがう。

　助手席のドアが開いた。

　降おりたのは、銀ぎん髪ぱつを短く刈かり上げた白人の女。恐おそらく、クージョが身しん辺ぺん警けい護ごのためにはべらせているという女ボディガードの一人だろう。左手に持つ得物は、ロシア製の狙撃銃ドラグノフ。久しくモデルチェンジしていないアンティーク・ライフルだ。

　リムジンが再び、動きだした。女が並へい走そうしてついていく。

（……趣しゆ味みは悪くない）

　本多はしばし任にん務むを忘れ、モデル並みのプロポーションを持つ女を見つめた。

　と、女が、本多を見つめ返した。

　本多は思わず照準器から目を離はなしたが、すぐに苦にが笑わらいを浮うかべた。ここは八百メートルも離はなれた、廃はいビル群の一室だ。向こうから目視できるはずがない。

（女はコワイ）

　自身におどけ、本多は再び照準器を覗のぞいた。

　ライフルを構える女が見えた。

　遠くで、パーンと音がした。

　本多の苦笑いが、固まった。

　視界が濁にごり、鈍にぶい響ひびきが頭の後ろへ抜ぬけた。

　女の射うったライフル弾だんは、バートレットの照準器ごと本多を貫つらぬき、漆しつ喰くい壁かべに突つき刺ささった。

　飛沫しぶきが、壁に掛かかる一昨年おととしのカレンダーを鮮あざやかな朱しゆに染そめた。




「──どうした？　目標がＡポイントを抜けちまうぞっ？」

　リムジンが何ごともなく坂道を下ってくるのを視し認にんし、ノザキは通信機の向こうにいる二人の仲間に問いただした。

『──ガガッ……本多さんが、本多っ、さんがっ！』

　上うわ擦ずった声が、耳に返る。Ａポイントで支し援えん攻こう撃げきを担当する仁に藤とう。チームの中で唯ゆい一いつ戦中派でない彼は、トガシが市の機動警察隊からスカウトしてきた狙そ撃げき手しゆだ。口数が少なく冷れい静せい沈ちん着ちやくと定評のある男だが、今は完全なパニック状態に陥おちいっている。

『──ビビってんじゃねえ！』

　トガシの〈声〉が割り込んだ。

『作戦は続行してるんだぞ？　本多がトラブったなら、貴き様さまが──』

『──おぶっ』

　鈍にぶい呻うめきが、トガシの檄げきを遮さえぎった。

「あ、あの女っ？」

　ノザキは、リムジンと並走する女がライフルを射ったのを見ていた。

「仁藤を殺やったのか？　何で、あの位置から見えるんだ？」

　パニックがにわかに沸わき起こった。

『おい！　ちびってる場合か、ノザキ！』

　ハウリングするトガシの〈声〉に、我われに返る。

『Ｂポイントで、仕留める。追い込みをかけろ！』

「りょ、了りよう解かい」

　ノザキは肩かたに提さげた起き爆ばく装そう置ちのリモコンを指先で探さぐり、スイッチを引ひっ搔かいた。

　爆発が、リムジンの通り過ぎた道路脇わきのビルと、坂道の終わりで連続し、派は手でな炎ほのおを噴ふき上げる。だが、これは見た目だけで威い力りよくはない。リムジンの前後を塞ふさぎ、右う折せつさせるためのハッタリだ。

「──成功！」

　リムジンが廃はい屋おくに挟はさまれた脇道に入ったのを見て、ノザキは声を弾はずませた。

　Ｂポイントへ追い込めば、もはや目標に逃にげ場はない。爆破のエキスパート、ハシモトが仕し掛かけたトラップがリムジンを粉こな微み塵じんにするだろう。

　ノザキは、残りのスイッチに五指の全すべてを掛けた。

　ぴちゃり。

　生なま温あたたかい、無む色しよく透とう明めいの液えき体たいが、手の甲こうを濡ぬらした。

　ぴち、ぴち、ぴち。

　髪かみに、首くび筋すじに、そしてリモコンに雫しずくが落ちる。

　ノザキは、薄うす暗ぐらいアパートの天てん井じようを見上げた。

　一いつ糸しまとわぬ美女が、そこにいた。濡れた肢し体たいが艶なまめかしくうねっている。

「ハァイ……」

　天井に張はりつく女が、妖よう艶えんな笑えみを浮うかべて舌したを出した。

　呆ぼう然ぜんと見上げるノザキへ、女の舌先が唾だ液えきを滴したたらせた。

　ぴち、ぴち、ぴち。

　濁にごった緑色の雫が、先にノザキを濡らしていた液体に重なる。

　途と端たん、白はく煙えんがノザキを包つつんだ。

　鼻を突つき刺さす異い臭しゆう、肉の焼ける不ぶ気き味みな響ひびき。

　リモコンが火を噴ふいて、足元へ落ちた。

「ぎいゃああああああああ──」

　絶ぜつ叫きようが、燃え上がるノザキの口から迸ほとばしった。




　ハシモトは、干ひ涸からびたゴミの散さん乱らんする露ろ地じ裏うらを、リムジンが通過中の道路へ向かって走っていた。

　Ｂポイントに入ってもトラップが一いつ切さい作動しないのは、起き爆ばく担当のノザキが仆たおされたからに違ちがいなかった。

（だが、まだ手はある）

　ゴミバケツを蹴け散ちらし、ハシモトは思った。

　トラップは連れん鎖さ反はん応のう式の仕し掛かけ爆ばく弾だんだ。ひとつを直接起爆させれば、リムジンがＢポイントを抜ぬける前に相そう応おうのダメージと混乱を与あたえることができ、その分、最終ポイントで待まち伏ぶせするトガシの成功率が高くなる。

「──そんなに慌あわててどうしたの？」

　不意に、声が前方へ落ちた。

「貴き様さまっ？」

　疾しつ走そうに急ブレーキをかけ、ハシモトは両りよう脇わきのホルスターから軍用拳けん銃じゆうを抜いた。

　両手に構かまえた二に挺ちようのグロックを、立ち上がる人ひと影かげへと突つき出す。

　ジャングル迷めい彩さいのつなぎをまとった異国の女。ショートレイヤーの髪かみは金色だが、瞳ひとみと眉まゆは黒。南国系の愛くるしい顔立ち。目につく得え物ものはない。丸まる腰ごしだ。

「あなた、爆破のエキスパートなんでしょ？　私と同じね」

　女が英語で話し掛けてくる。

　なぜ、それを──と思ったが、ハシモトは深く考えるのをやめた。目の前にいるのは、明らかに敵。今、この女を仆たおすことに、神しん経けいを集中すべきだ。

　ハシモトは躊ちゆう躇ちよなく、引き金を引いた。

　女は横に倒たおれて、弾だん道どうから逃のがれた。

　ふたつの銃口が下へ傾かたむき、第二弾を同時に吐はき出す。

　着弾。コンクリの路面が砕くだけた。その時はもう、女はビルの壁へき面めんを駆かけていた。

　まるで軽かる業わざ師しの動きだった。

　グロックが続けざまに吠ほえ、頭上を駆け抜けていく迷彩服を追った。

「──射うつ方は苦にが手てみたいね」

　後方へ駆け下りた女が、くすりと笑った。

「やっぱり、自分の得意技わざで勝しよう負ぶしなきゃ」

　ハシモトは両手の筋きん肉にくを緊きん張ちようさせ、慎しん重ちように振ふり返った。

　その途と中ちゆう、自分の左ひだり肩かたから背にかけて白い塊かたまりが付いているのに気がついた。

「お返しするわね、あなたの得物」

　女が言って、複数のか細いコードを巻き付けた手のひらを振った。

　電気コードとコンポジション爆ばく弾だん！

　ハシモトは、女の手から伸のびるものと自分の背中に付けられたものが何であるか、瞬しゆん時じに悟さとった。

「アディオス」

　女が手のひらを握にぎり、爆薬の信しん管かんにつながるコードに電流を送った。

「くそっ！」

　と叫さけび、ハシモトはこの世から消きえ失うせた。




　鼓こ膜まくを痛いたくする大音量のノイズに、トガシは思わず右耳から受信機を剝はぎ取った。

　ハシモト、死亡ダウン。

　生き残っているのは、恐おそらく自分一人。

　放置された市バスの中、トガシは対物狙そ撃げき銃じゆうバートレットＭ０２のセレクターをフルオートに切り替かえた。

　クージョのリムジンが狭せまい脇わき道みちからこの通りへ入るには、減げん速そくし、右折か左折を選ばなければならない。その時がラストチャンスだ。ありったけの大口径弾をぶちこんでやる──トガシは唇くちびるを舐なめ、照準器に右目を押おし当てた。

　間もなく、ぎらぎらと日光を反はん射しやするメタリック塗と装そうの車体が、照準器越ごしの視界に現われた。車内に戻もどったのか、例の女狙撃手の姿はない。

　リムジンが選せん択たくしたのは、左折。トガシのいる方角だった。

　のろのろと曲がり始めた車体を、照準器の十じゆう字じ網もう線せんと重ね合わせ、トガシは静かに息を吸い込んだ。

　甘あまい香かおりが、鼻び孔こうの奥おくに広がった。

　直後、視界の十字が三つにぼやけ、めまいがトガシを襲おそった。

（──ガスか！）

　トガシは呼こ吸きゆうを止め、バスの窓まどから外へと身を投げた。

　受け身をとって前転したが、立ち上がることはできなかった。

「ワタクシの毒どく気けを吸い込んだら、オシマイさネ」

　背はい後ごに、気け配はいを感じて振ふり返る。そのまま、トガシは仰あお向むけに倒たおれた。

　バスの屋根から飛び降りた女が、トガシへと歩んだ。ブッシュ迷めい彩さいのランニングとショートパンツ。浅黒い肌はだをしたドレッドヘアの南米人。

「右のおてても、もう動かせないよ。確か、そこからダーツが飛び出るんだろ？」

　義手を踏ふみ付け、女が身を屈かがめた。

（なるほど……全部、お見通しってワケか）

　朦もう朧ろうとしながら、トガシは思った。

　クージョは襲しゆう撃げきがあるのを承しよう知ちの上で、このゴーストタウンへやってきたのだ。執しつ行こう代だい理り人にんを一いつ掃そうするために。人員も、配はい置ちも、作戦内容も、全すべてが敵に知られていた。一いつ瞬しゆん、ユリの顔が浮うかんだが、彼女には今回の作戦について何も教えていないし、第一、仇かたきと狙ねらう相手に襲撃を洩もらすはずはない。では、誰だれが──？

　トガシの思考は、そこで止まった。




　カスタム・リムジンが、息いき絶たえた執行代理人へ近づいた。

　ドレッドヘアの女が退しりぞき、死体の横に停止したリムジンの後部車しや窓そうへ敬けい礼れいする。

　ややあって、防ぼう弾だんガラスのスモークが薄うすれ、敬礼の対たい象しよう者しやが浮かんだ。パーマをあてた赤い髪かみの中年紳しん士し──クージョ・フェルナンデス。彫ほり深く野や性せい味み溢あふれる容よう貌ぼうに、刈かり整ととのえられた口くち髭ひげが気き品ひんと威い厳げんを添そえている。

　クージョはつまらなそうな表情で仆たおされた敵てきの姿を確かく認にんすると、女には一いち瞥べつもくれず、手を振って発車を命じた。

　スモークが車窓を覆おおい、リムジンが静かに走り出す。

　銃じゆう声せいが、轟とどろいた。

　着弾の火花がリムジンの先せん端たんであがり、六つのヘッドライトが粉こな々ごなに砕くだけて路面へ散らばった。

「どこっ？　どこから射うってきたさネっ？」

　ドレッドヘアの女は身を低くし、辺あたりを見回した。

「上だ、ブレア」

　助手席のドアが開き、銀ぎん髪ぱつの女スナイパーが降り立った。

「──動かないで！」

　警けい告こくの声が、右斜ななめ前方に建たつ赤レンガのビルの上から投げられた。

　屋上の縁へりに、女というより、まだ十代と思おぼしき少女がいた。両手持ちする得え物ものは最新式のアサルトライフル。だが、構かまえはぎこちなく、サイズの大きなアーミールックとあいまって見る者の微び苦く笑しようを誘さそう。

「お前も、執しつ行こう代だい理り人にんか？」

　訊きかれ、少女──ユリは、びくりと肩かたを震ふるわせた。

「そ、そうよ！」

　強気に返し、自動照準器の中の女スナイパーを睨にらむ。距きよ離り五十三メートル。散らばっていた三つのロックオンマークが、ユリの瞳ひとみの動きを感知し、銀髪の女に集中する。

「どうするつもりだ？」

「全員、車から降りて！　言う通りにすれば、あなたたちに危害は加えない」

　ユリの台詞せりふに、女スナイパーの唇くちびるが歪ゆがんだ──嘲ちよう笑しよう。

「こっちは本気なんだから！」

　ユリは声を荒あららげた。引き金に掛かけた指先が小こ刻きざみに震える。

「五秒あげるから出てきなさい！　さもないと──」

　言葉の終わらぬうちに、女スナイパーの片かた腕うでが動いた。

（──バ、バカ！）

　心中で叫さけび、ユリは指先に力をこめた。

　カシャン。

　発射機構の作動音だけが耳に響ひびいた。空から射うち。

「ト、トガシ……！」

　ユリは思わず、マガジンから弾だん丸がんを抜ぬいたであろう男の名前を口にした。彼は、始めから、ユリに殺しをさせる気などなかったのだ。一発だけ射てたのは、薬室に入っていた分を抜き忘れていたからだろう。必死でカギを見つけだし、ケースから取り出した武器は、もはやただのガラクタに過ぎなかった。

　ロックオンマークを重ねた女が、狙撃銃ドラグノフを構えた。

　ユリはとっさに自分の得え物ものを抱だき締しめた。

　銃じゆう声せいと衝しよう撃げきが、ほぼ同時に、ユリの頭を殴なぐりつけた。

　抱かかえた軍用ライフルがバラバラに砕くだけ、その様子を映す視界が、ぼやけながら空へ昇のぼった。




「まさか伏ふく兵へいとは……君の未来予知が外はずれることもあるんだな？」

　クージョ・フェルナソデスは軽いジョークを飛ばす時の口く調ちようで、斜め向かいに座すわる白ずくめの東洋人へ話し掛けた。

「外れたんじゃない」

　ミラーグラスをかけた男が、小さく首を振ふった。無数のピアスと水すい晶しようが、骨こつ格かくのしっかりした面おも長ながの顔を飾かざっている。

「あの女の存そん在ざいは、始めから視みえなかった」

　肩かたに乗るシルバーグレイの髪かみをさらりと払はらい、グラスの鏡きよう面めんを雇やとい主ぬしへ傾かたむける。

「おや、まあ」

　隣となりに座るレザードレスの女が、呆あきれたように声をあげた。目鼻口が、いわゆる黄おう金ごんの比ひ率りつを成なして並ぶ美しい顔。前髪を眉まゆの少し上で切り揃そろえたロングヘアーのスタイルと併あわせ、絶ぜつ世せいの美女と謳うたわれた古代エジプトの女王クレオパトラを彷ほう彿ふつとさせる。

「物は言いようだねえ。視えなかった、とは」

　ラメ入りのアイシャドウで飾られた切れ長の碧へき眼がんを細め、ねっとりとした視線を男へ流す。

「止よさないか、キリー。今回もバドーの予知のおかげでうまく事が運んだのだ」

　クージョの言葉に、女の眉み間けんがひくりと動いた。

「──もちろん、お前の部下たちの働はたらきも不ふ可か欠けつだった」

　間まを置かず台詞せりふを継つぎ、キリーの不満を解かい消しようする。女の嫉しつ妬とほどやっかいなものはないことをクージョはよく心こころ得えていた。

「私どもがいれば、あなたには指一本触ふれさせませんわ。たとえ、占うらない師しに見落としがあっても確実に──」

「貴様の手下にも、視えなかったようだぞ」

　キリーの皮ひ肉にくを、バドーが静かに遮さえぎった。

「申もうし訳わけありません」

　助手席に戻もどったマーガレットが、車内を仕切る透とう明めいな隔かく壁へき越ごしに失しつ敗ぱいを告つげてくる。
















「何っ？」

　キリーの目が吊つり上がった。

「お前の〈千せん里り眼がん〉が目もく測そくを誤あやまるなんて、珍めずらしいな、マーガレット？」

　キリーに代かわり、クージョがやんわりと言い訳を求もとめた。

「お言葉ながら」

　マーガレットは言って、ちらりとキリーを窺うかがった。他の四人と同様、彼女にとってのボスはあくまでキリー。スポンサーのクージョは、ナンバー２でしかない。

「目測を誤ったのは、私の肉眼。〈千里眼〉は開きませんでした」

「開かなかった？」

　クージョが怪け訝げんそうに聞き返す。

「はい。こんなことは初めてです」

「言い訳は見苦しいよ、マーガレット？　失敗しくじったなら、早く止とどめを──」

「もういい。部下を引き上げさせろ、キリ──」

「しかし……！」

「頭を潰つぶし、手足をもいだ。トカゲのしっぽくらい、逃のがしても問題なかろう。そうだろう、バドー？」

「不ふ確かく定てい領りよう域いきには、不ふ可か避ひの危き険けんが潜ひそんでいる」

　バドーが遠回しな言い方で同意する。

「そういうことだ、キリー。ザコを深追いして、ラッキーカウンターを食らってもつまらん。お前たちには、仕上げをしてもらわねばならないしな」

　クージョが言った。仕上げとは、すなわち、《復ふく讐しゆう法ほう》を行使した原告の抹まつ殺さつ。あと九時間ほどで、被ひ告こくであるクージョの側に、最大の防ぼう御ぎよ権けんである相手への攻こう撃げきが許ゆるされる。

「訴うつたえの取り下げなどさせるな。もし、司法局へ手続きへ向かうようなら、事じ故こを装よそおえ。原告の家族を皆みな殺ごろしにするのだ。このクージョ・フェルナンデスに逆さからうことが、どんなに愚おろかしいことか、馬ば鹿かな素しろ人うとどもに思い知らせるためにな」

　歯を剝むいて、クージョは満面を歪ゆがめた。見る者に怖おぞ気けを催もよおさせる、醜みにくく引き攣つれた野や獣じゆうの笑えみ。

「……わかりました」

　キリーは渋しぶ々しぶうなずくと、横目でバドーを睨にらんだ。

　クージョは、祖国脱だつ出しゆつの前後に雇やとった、この新しん参ざん者ものの《能力者パワーズ》にすっかり信しん頼らいを寄よせている。永ながく愛人であり身辺を警護してきた自分よりも、ずっと。クージョにかしずき、その歓かん心しんを受けるのは自分だけでいい──そう信じて疑うたがわないキリーにとって、バドーは仲間などではなく、憎ぞう悪おの対たい象しようでしかなかった。

「クージョ様」

　視線を正面へ向け、キリーは愛する男を見つめた。

「では、せめて──色しき欲よくに溺おぼれ、執しつ行こう代だい理り人にんどもと通じた裏切り者の処しよ分ぶんを、この私に」

　挑いどむような鋭するどい眼まな差ざし。この件に関しては、引く気などないらしい。クージョは考え込むような素そ振ぶりをしつつ、キリーに気づかれないように、バドーを窺うかがった。

　バドーは腕うでを組んだ姿し勢せいのまま、身じろぎもしない。どうやら、この道に進んでも問題はないようだ。

「わかった。お前に任まかせよう」

「は……では、さっそく」

　キリーは言うや、後ろを振ふり返り、シートの背もたれに右の手のひらを当てた。

　ルームミラーに映うつる運転手の顔が、蒼そう白はくとなった。クージョが祖国から連れてきた不ふ肖しようの甥おい、アントニー。

「ま、待って、伯お父じ貴きっ」

　アントニーが震ふるえる声で、慈じ悲ひを乞こうた。

　クージョが、釈しやく明めいを許きよ可かする間まもなかった。

　キリーの手のひらが本ほん革かわ張ばりのシートに沈しずみ、たちまち肘ひじの先まで見えなくなった。

「が、がっはっ……！」

　アントニーが大口を開けて、白目を剝むいた。

　ずるりと背もたれから腕を引き出す、キリー。が、引き抜ぬいたあとに、孔あなはなかった。ただ、ほんの少し革がよじれているだけだった。

「いい感かん触しよく……」

　キリーは囁ささやくように言って、右手に握にぎるものをうっとりと眺ながめた。

　液えき汁じるを滴したたらせ、ひくひくと蠢うごめく、筋肉の塊かたまり──心しん臓ぞう。

「可愛かわいいわ。握り潰つぶしたいくらいに」

　キリーの顔から、表情が失うせた。

　研とぎ澄すまされた爪つめが肉につ塊かいに食くい込こみ、五本の指が一気に締しめあげる。

　細こまかな血ち飛沫しぶきが、後部座席に散った。

　ルームミラーからアントニーが消え、ハンドルに突つっ伏ぷす鈍にぶい音が聞こえた。

「おお、神デーウスよ」

　クージョは胸ポケットからハンカチを取り出し、口に当てた。

「愚おろかな甥を、主しゆの御み元もとへ」

　十字を切りながら、クージョは、内ない装そうをやり直すか車ごと買い替かえるか、真しん剣けんに悩なやみ始めていた。








二　不明









　九月六日。

　釣ちよう果かのあがらぬ日が続いていた。半日粘ねばっても、釣つれるのは四、五匹ひき程てい度ど。それも小物ばかりで、一食分に満たないことも多かった。

　恐おそらく、三日前に伊い豆ず諸しよ島とうをかすめて通つう過かした台たい風ふう二十二号の影えい響きようで、魚ぎよ群ぐんが遠洋へ去さってしまったのだろう。腹はらをすかせた同どう居きよ人にんたちが待まつリビングへ下りながら、ショウゴは思った。

「ごくろぉさまぁ～」

　気の抜ぬけた声が、様さま変がわりしたリビングの真ん中であがった。

　二十畳じようは下らないスペースの半分近くを占せん拠きよする、マット状じようの青い物体。部へ屋やの隅すみに押おしやられたソファーに代かわり、ＴＶの前で、その巨きよ体たいを寒かん天てんのようにぷるぷると震ふるわせている。

「どぉだったぁ～？」

　寒天の上に寝ねそべっていたリンコが上体を起こし、精せい気きのない笑え顔がおをショウゴへ向けた。この三日間、ろくな食事もできず、アイスクリームばかり食べているのだから無む理りもない。それでも、気持ちよさそうにしてるのは、寒天マットの効こう果かによるところが大のようだ。

「三匹だ。けど、大きさは悪くない」

　片手に下げたバケツへ目をやり、ショウゴが答えた。

「ん～、じゃあ、さっそく料理するねぇ」

　リンコはふらふらと立ち上がったが、ぶよぶよのマットに足をとられて尻しりもちをついた。

「あはは、あれぇ？　力が入んない」

「俺おれがやるから、お前はそのスライムの上でおとなしくしてろ」

　ため息いき混まじりに言って、ショウゴはキッチンへ入った。

「もぉ、スライムじゃないって～」

　寒天マットに寝ね転ころがり、リンコが言った。

「これはぁ、今、カップルの間で最高に流は行やってるハイテクベッドなんだからぁ」

　ＴＶショッピングの受け売り言葉を並ならべ始める。

「人体に優やさしいヒーリング音波とぉ、ママのお腹なかにいる赤ちゃんとおんなじバイブレーションが全身を包つつんでぇ、安らかな眠ねむりお」

　魚を捌さばきながら、ショウゴは頭を振ふった。その説明は、もう十回以上聞いている。だいたい、快かい眠みんベッドが何でカップルに大人気なのか、意味不明だ。それにあの大きさ。リンコは三階の寝しん室しつに置こうとしていたらしいが、あんなものを入れたら、部屋中ベッドになってしまう。寸すん法ぽうを確たしかめもせず、新車並なみの値ね段だんのする高こう額がく商品を衝しよう動どう買がいするとは──。本来、きちんと叱しかるべきなのだろうが、エイジがそれを許ゆるしているので、怒おこるに怒れない。しかも許した理由が、自分の無む駄だ遣づかいを知ったリンコへの口止め料代わりだというから、呆あきれるしかない。

「ところで、エイジの奴やつはどこへ行ったんだ？」

　リンコの説明が一いち段だん落らくしたところで、ショウゴが訊きいた。

「え～？　たぶん、隣となりの棟とうにいるんじゃなぁい？　この前買ったモノを見てるだけで、お腹減へってるの忘わすれるんだって。単たん純じゆんバカよねぇ」

（確たしかに、バカだ……）

　ショウゴはうなずき、魚を熱したフライパンの上に乗せた。

「あぁはぁ～、きもひいいぃ～、もお何にもいらないってかんじぃい～」

　リンコがベッドの揺ゆれに合わせて、間ま延のびした嬌きよう声せいをあげた。

　ここにも一人いる、とショウゴは思った。




　古びた外がい観かんとは不ふ釣つり合いな防ぼう火か製せいの合ごう金きん扉とびらを開あけ、ショウゴは建たて物ものの中へ入った。

　桟さん橋ばしの両りよう脇わきに並ならぶ元は船ふな宿やどだった廃はい屋おくのひとつである。住じゆう居きよとして使っている一棟を含ふくむ十二棟は、エイジの名義で〈上〉が借かり上げたものだ。関かん東とう圏けん最大の国際都市キサーズの中心から北上すること数キロの海うみ辺べに広がる、この再開発予定区には、ショウゴたちの他ほかに住む者はいない。

　屋おく内ないは空くう調ちようが働き、ひんやりとしていた。住居棟同様、エイジが特注で改かい装そうさせた倉そう庫こだ。武ぶ器き弾だん薬やくから防ぼう具ぐ、電子・機械部品の類たぐいまで執しつ行こう代だい理り人にんの仕事に必ひつ要ようなものがほとんど全すべて揃そろっている。

　一いつ階かいには、先月末に届とどいた荷に物もつの外そと箱ばこが放ほう置ちされていた。どれも〈火か気き厳げん禁きん〉〈取とり扱あつかい注意〉の文も字じが印いん刷さつされている。数にして十五、六はあるだろうか。

　ショウゴはふっと鼻はなで笑い、階かい段だんへ歩あゆんだ。

　エイジは、二階の奥おくの間まに座すわり込こんでいた。彼専用のコレクションルームだ。一いち応おうノックし、ショウゴは開放状じよう態たいの部屋へ足を踏ふみ入れた。

「よぉ、ショウゴぉ」

　エイジがのろのろと顔をあげた。リンコと同じ、やつれ顔。気の抜ぬけた喋しやべり方もそっくりだ。両りよう腕うでで、黒くろ鉄がね色いろをした大型火器の銃じゆう身しん部分を大事そうに抱かかえている。

「昼食を持ってきた」

　言って、ショウゴは、焼き魚ののった皿さらとビタミンドリンクのボトルを見せた。

「……飲みモンだけでいい。俺おれぁ、ベジタリアンだからなぁ」

　魚を拒きよ絶ぜつし、ボトルを受け取る。

「いい加か減げん、ハンストはやめろ。ビタミンドリンクだけじゃ、ぶっ倒たおれるぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶぅ～、明日あしたにはきっと振ふり込みがあるぅ」

　大たい儀ぎそうにボトルのキャップを外し、ドリンクを口にする。

「ストは長期戦に入ってるし、牧まき村むらまなみのイヤガラセも続行中だ。当分は、魚で……」

　中ちゆう途とで言葉を切り、ショウゴは室内を見回した。随ずい分ぶんと見み慣なれぬコレクションが増ふえている。

「へへ、いいだろぉ？」

　銃身を撫なでながら、エイジがにやけた。

「ステァにベレッタ、Ｈ＆ＫのＧシリーズの最新式ライフルだ。しかも、俺のガタイに合わせた特注フレームだぜ？　嬉うれしいのはＳＡ８０の復ふつ刻こく版ばんだねえ。やっぱ、欧おう州しゆう連れん合ごうの軍用銃はいいよ。アメ公どものとは違ちがって、美学を感じる。高い金払はらって、輸ゆ出しゆつ規き制せいの網あみをくぐらせただけのことはある」

　解説する声に、にわかに生せい気きが蘇よみがえる。

「他ほかにも、新品同様のアンティーク軍用拳けん銃じゆうをネットオークションで──」

「エイジ」

　皿を置き、ショウゴはじっとエイジを見つめた。

「──へ？　何？」

　エイジが惚ほうけた顔で聞き返す。

「……幸しあわせか？」

「うん、とっても」

　答え、エイジはライフルに頰ほお擦ずりした。

「……そりゃ、よかった」

　ショウゴは、相あい棒ぼうへ愛あい想そ笑わらいを返すと、回れ右して部屋を出た。

（こいつは、相そう当とうにヤバイ）

　階段を下おりながら、ショウゴは事じ態たいの深しん刻こくさを悟さとり、そして思った──もはや釣つりなどしている場合ではない、と。
















　九月七日。

「どぉおおおおおおッ！」

　雄お叫たけびが階下へ飛び込み、二階へ駆かけ上がってきた。

「何よぉ、朝っぱらから、ウルサイわねぇ」

　寒天ベッドの上で丸くなっていたリンコが、寝ね呆ぼけ眼まなこでエイジを見上げた。

「ど！　ど、ど、ど、ど、ど……」

　肩かたで息をしながら、エイジが同じ単語を連発する。

「ドーナツ？」

「ちっ……違う！　ど、ど、ど、どこにいるっ？」

「目の前にいるじゃない」

「おめーじゃなく、ショウゴだよ！」

「ショーくん？」

　リンコはむくりと起き上がり、きょろきょろとリビングを見回した。それから、うーん、と首を傾かしげ、再び、ばたんと横になる。

「寝るなぁあああああ！」

　寒天ベッドを揺ゆさぶり、エイジが喚わめいた。

「やーめーてーよぉ」

　リンコがうれしそうに言った。

「楽しむなぁああああ！」

　今度は、ばんばんとベッドを叩たたく。

「んもぉ。ショーくんなら、昨夜ゆうべ、エイジが隣となりから帰ってきたあと、出で掛かけたわよぉ」

「なにぃいいいいいっ？」

　エイジはリンコの肩を摑つかみ、上体を抱だき起こした。

「わわっ」

　さすがにびっくりして、リンコが目をぱちくりさせる。

「ど……どうしたの、エイジ？」

　質問に、エイジの表情が固かたまった。

「俺の……」

　呟つぶやきを、ぽつりと落とす。

「……俺のコレクションがなくなってるんだ」

「はぁ？」

　怪け訝げんそうに聞き返した直後、リンコはあっと声をあげた。

「な、何か知ってるのかっ？」

「ちょっ、離はなして！」

　エイジの両手を振ふり解ほどき、寒天ベッドの下を探さぐる。

「……あった！　ハイ、これ」

　よじれ気ぎ味みの封ふう筒とうを引き出し、エイジへ渡わたす。

「起きたら、エイジと一いつ緒しよに見てくれって。他にも何か言ってたけど、アタシ、半分寝ねてたから……」

　リンコの説明もそっちのけで、エイジは封筒の中身を取り出した。

「──で、何て書いてあるの？」

　顔をくっつけるようにして便びん箋せんを見つめるエイジに、リンコが訊きいた。

　便箋がはらりと落ち、目を点にしたエイジの顔が現あらわれる。

「ん？　何よ、何なのよ？」

　リンコは便箋を拾って、文面を読み上げた。

「え～と……不用品を売って食費を作ってきます。捜さがさないでください──ありゃりゃ」

「の、の、の」

　と、エイジが戦慄わなないた。

「あっと、追伸ピーエスがあるわ──昨夜までに釣つった魚が冷れい凍とう庫こに入っています、だって」

「の、の、の、ののののの……」

「ご愁しゆう傷しようさま」

　合がつ掌しようして、リンコはごろんとベッドに転ころがった。

「ノォオオオオオオオオオオオオオオオォオ！」

　悲ひ痛つうなマニアの叫さけびが、リビングに木こ霊だました。








三　〈地下市アンケツト〉の少女









　九月八日、午前三時三十分。

　キサーズシティ南十六区、ジオストリート。

「いくらだ？」

　屈くつ強きような身体からだをした禿頭スキンヘツドの男が、並ならべた銃じゆう器きの真ん中に座すわる少年へ声を掛かけた。

　抱かかえた膝ひざに額ひたいをのせていた少年がゆっくりと顔を上げ、鳶とび色いろの瞳ひとみを指定された商品へ向ける。

「……四十」

　少年が答えた。

「噓うそだろ？」

　男は大げさに首を振ふり、手のひらを上げてみせた。値ね段だん交こう渉しように入る前の、お決まりのジェスチャー。

　月二回、未明の地ち下か街がいで開かれる非合法のガレージセール、通つう称しよう〈地下市アンケツト〉では、売り主ぬしの言い値に従したがう客は、まずいない。売られているのは、表の流通にのせられない〈ヤバイ〉代しろ物ものが中心だから、売り主の足元をみて買い叩たたくのが普ふ通つうなのだ。

「ステァＡＵＧの〈災厄後アフターハザード〉モデルだ。７・７６ミリ弾だんを使用できるカスタム品。輸ゆ出しゆつ規き制せいされてる今は、表じゃ手に入らない」

　動じる様よう子すもなく、少年が淡たん々たんと売り文もん句くを並べる。

「だが、向こうじゃ、新品で二十を切る。時たま、流れてくる闇やみ商品でも、三十はいかねえぜ？」

　男が薄うす笑わらいを浮うかべて、痛いところを突ついた。

「それに、これは誰だれかの体格に合わせてあるな。ノーマルとは感じが違ちがう」

　アサルトライフルを構かまえ、地下広場の高い天てん井じようへ空から射うちする。

　情報に通じ、得え物ものにこだわりをみせるところからみて、男は裏社会の殺し屋、もしくは執しつ行こう代だい理り人にんとみて間違いないだろう。武器マニアや商売人の可能性は、男の鋭するどい眼がん光こうと鍛きたえあげられた肉体が否ひ定ていしている。

「ま、二十五ってトコだな」

　男が、希望価格を口にした。無む論ろん、本ほん音ねではない。ここからさらに値切っていくのだ。

「四十だ」

「おいおい……何で、プレミア価格なんだよっ？」

　少年にあっけなく拒きよ絶ぜつされ、男の表情が険けわしくなる。

「こいつは、密みつ輸ゆ品ひんじゃない。証しよう明めい書しよ付つきだ」

　少年はエナメルパンツのポケットから小さな合金プレートを取り出すと、男の方へ掲かかげてみせた。

「──顔写真と網もう膜まくコードが削けずられてるじゃねえか！」

　男は、声を荒あららげた。

「顔写真はどうにでもなる。網膜コードはよほどのことがないかぎり照しよう合ごうしない。機械審しん査さのみなら、このカードで十分だ。要は使い方しだいさ」

　少年がプレートを引っ込める。

「そいつは不要だ。半値にしろ」

　ライフルを少年へ突き付け、男が本音を吐はいた。

「話にならないな」

　少年が鼻はなで笑い、左手をさっと振ふった。

　気づいた時はもう、男の手からライフルが消えていた。

「帰ってくれ」

　奪うばい返したライフルを元の位置に並べ、少年が言った。

「小こ僧ぞうぉ……！」

　男が低く唸うなった。抑おさえていた殺さつ気きが、かすかな金きん属ぞく音おんと共に、身にまとうアーミージャケットの袖そでから沸わきだす。

「止やめておいた方がいい」

　切れ長の目が、男を睨ねめあげた。

「〈地下市アンケツト〉でイザコザを起こしたら、出入り禁止だぜ？　そうなったら、後の商売道具の入手に倍の金と労力を使うことになる。それに、俺おれみたいなガキ相手に即そくキレてちゃ、お里さとが知れるってもんだ」

　古風な言い回しで、少年が言った。

　男の濁にごった瞳ひとみが、ぴくりと震ふるえた。上がりかけていた両りよう腕うでが止まり、殺気が袖口へ引いていく。

　男が引き下がったのは、少年の言葉のせいではなかった。銃じゆう口こうが、少年の抱かかえる脚あしの間から覗のぞいているのに気づいたからだ。

「クソガキめっ」

　捨すて台詞ぜりふを残し、男は少年の前から立ち去った。

（……うまくいかないもんだな）

　電子制御銃ブラスターを持つ右手を膝ひざ下したから抜ぬき、少年──ショウゴは嘆たん息そくした。

　エイジの無む駄だ遣づかいコレクションの一品を参加費代わりにして確保したこの場所は、いわば〈地下市〉の一等地。揃そろえた品は、どれも価格に見合う一級品ばかりのはずだ。なのに拳けん銃じゆうの一いつ挺ちようさえ売れないでいる。これでは食費を稼かせぐどころか、車の燃料費も危あぶない。

　軽かろやかな電子音が、地下広場に鳴り響ひびいた。間もなく、午前四時。〈地下市〉の終しゆう了りよう時じ刻こくだ。

（所しよ詮せん、武家商法ということか……）

　ショウゴはぎりぎりまで粘ねばるのを諦あきらめ、店じまいすることに決めた。

　と、ビニールシートに並べられた拳銃の上に、ほっそりとした影かげが落ちた。

「君、下へ手たねえ」

　女の声が続いた。

「最ハ初ナっから絶対価格出してちゃ、ここじゃ売れないわよ？　倍額にしておいて、値引きするフリをしなきゃ」

　教え諭さとす、教師のような口く調ちよう。

　ショウゴはライフルの銃身を外しつつ、おせっかいな声の主を見上げた。

　迷めい彩さい色しよくのズボンに、カーキ色のランニングシャツ。背せ丈たけは、エイジほどはあろうか。一いつ見けん、華きや奢しやですらりとした体型だが、シャツの隆りゆう起きが必要以上に女性であることを主張している。肩かたの後ろへ伸のびる髪かみは、瞳と同じ、黒。大きめの目鼻は、やや東洋人離ばなれしているものの、流りゆう暢ちような言葉遣づかいからして日本人の血が濃こいことは間ま違ちがいない。

（……マニア、か）

　ショウゴはそう判断し、作業する手に視線を戻もどした。本来の役目も果はたせぬまま、マニアの手て慰なぐさみにされるような運命を、ここにある名銃の数々に背負わせるつもりは毛もう頭とうない。

「あら、もしかして、ひやかしだとか思ってる？」

　女が膝ひざを折おり、目線の高さをショウゴに合わせてくる。

「こう見えても、素しろ人うとじゃないのよ。れっきとした執しつ行こう代だい理り人にん──ほら」

　女の手のひらの中で、銀色が閃ひらめいた。各種照合コードを記録した、執行代理人のライセンスプレート。

《復ふく讐しゆう法ほう》の担にない手である執行代理人のライセンス形態は、二種類。専用の証明プレートか、身体からだのどこかに施ほどこす刻こく印いんである。刻印は、特とく殊しゆな波長を持つ光の中でしか浮うかび上がらず、日常生活に支し障しようはない。大半の代理人は、盗とう難なんや紛ふん失しつ、破は損そんの危き険けんにさらされるプレートを嫌きらって、後者を選ぶ。それでも、プレート所持を選せん択たくする者が三割もいるのは刻印が一生消えないという欠点を持っているからだろう。

「ねっ、本物でしょ」

　ショウゴの目がプレートの詳しよう細さいを読み取る前に、女は手のひらを握にぎってウインクした。

「少し前から、ずっと見てたんだ、君のこと。ね、パパかママの代かわりに店番してるの？」

「……いない」

「え？」

「天てん涯がい孤こ独どくさ」

　ショウゴの言葉に、女は一いつ瞬しゆん表情を曇くもらせた。

「……そっか。そうよね。こんなご時じ勢せいだもんね」

　自分に言い聞かせるかのように呟つぶやき、弱々しく微笑ほほえむ。

　こんな時勢──。地球と小しよう惑わく星せい群ぐんのニアミス、流星雨の閃せん光こうによる《能力者パワーズ》の覚かく醒せい──十六年前の《災さい厄やく》は、やがて大小の紛ふん争そうを巻まきおこす世せ界かい暴ぼう動どうとなり、前世紀までに作りあげてきた秩ちつ序じよある文明社会を崩ほう壊かい寸すん前ぜんまでに追い込んだ。二十億おくともいわれる犠ぎ牲せい者しやを出した混こん沌とん期きの傷きず跡あとは、十余年経たった今も癒いえず、復ふつ興こうしたかにみえる文ぶん明めい圏けんには犠牲者の遺い族ぞくが溢あふれているのが現状だ。

「──にしたって、珍めずらしいわよね？　君みたいな子がこんなトコにいるなんて」

「十五以上なら、大たい抵ていのことは解禁される。《復讐法》だって、そうだろ？」

　ぶっきらぼうに、ショウゴが返した。

「ふーん。君って十五なんだあ」

　勝かつ手てに決めつけ、女がうふふと笑う。

　完全に子こ供ども扱あつかいされている、とショウゴは思った。この外見では無理もないが、目の前の女も大人おとなぶるほど年上には見えない。化け粧しよう気けがほとんどなく、それでいて張はりのある肌はだから推おして、二十を下る年ねん齢れいだろう。

「あ、何か、怒おこってる？」

　ショウゴの心中を見み透すかしたかのように、女が言った。

「けど、私の方が三つも上なんだから、承しよう知ちしなさい。君が生まれたばかりの時、私はもう言葉を話せて、二足歩行もマスターしてたのよ。そう考えると、三歳さい差さって大きいでしょう？」

　女は妙みような持論を展てん開かいしつつ、拳けん銃じゆうのひとつを手に取った。

「……ＳＩＧ／ザウェルＰ２４０Ｃ……まだ、あったのね」

　急にしんみりとした口調となり、銃を眺ながめる。

（ほう……）

　ショウゴは少し感心した。

　Ｐ２４０Ｃは、欧おう州しゆうのベストセラー拳銃Ｐ２２０、２３０シリーズの後こう継けいとして開発されたが、十六年前の《災厄》とそれに続く世界暴動で、流通の機会を失った幻まぼろしの自動拳銃である。その形状は２２８Ａや２２９Ｃと酷こく似じしており、グリップとトリガーガードのわずかな違ちがいを瞬しゆん時じで見み抜ぬくには、相当の眼がん力りきが必要だ。

「──これって、いくら？」

　女が手にした拳銃を、ショウゴの鼻先にぬっと突つき出した。

「……二十五だが」

「ええ～？」

　女がすっとんきょうな声をあげる。

「もうちょっと安くしてくれると、おねーさん嬉うれしいんだけどなあ？　他ほかにも色々買ってあげたいし」

　女は両りよう膝ひざをつき、上体をぐっと乗り出した。

　ランニングに包まれた隆りゆう起きが左右に揺ゆれ、大きく開いた胸むな元もとから微かすかな香こう水すいの香かおりが漂ただよってくる。
















「サービスしてくれたら、おねーさんもいいコトしてあげるんだけど」

「いいこと？」

　片付けの手を止め、ショウゴが聞き返した。

「こらっ、みなまで、言・わ・す・な！」

　女がチュっと唇くちびるをすぼめる。

「……他でやってくれ」

　ショウゴは女に背中を向けた。

「もぉ、何よお？　若いクセにカタブツねえ」

　豹ひようのポーズをやめ、女が自分の胸を腕うでに抱いだく。

「じゃ、君の言い値でいいわよ。それと、そこにある四角いのと、ＳＦみたいなのと、ごっついヤツも！　これだけ買うんだから、配送サービスくらいしなさいよ？」

（四角？　ごっつい？）

　ショウゴは、唇を尖とがらせて腕組みする女を、訝いぶかしげに見つめた。どうやら、Ｐ２４０Ｃ以外は名めい称しようを知らないようだ。

「な、何よ？」

「……いや」

　ショウゴは視線を外はずした。

　執しつ行こう代だい理り人にんである以上、得え物もの選びは自じ己こ責せき任にん。使いこなせるかどうかなど、訊きくのは愚ぐ問もんだ。過ぎた得物に振ふり回されて、結果、命を落としても、こちらの知ったことではない。

「全部で、二百十だ」

　女の指定した銃じゆう器きを集めながら、ショウゴが告げた。

「いいわ。じゃ、後あと払ばらいってことで」

「後払い？」

「そ。二百十なんて大金、手元にあるわけないじゃない」

　女があっけらかんと言った。

「……キャンセル、だな」

　集めた銃を傍かたわらへ置き、ショウゴは下から上へ手を振った。

「ちょっと！　ひやかしじゃないのよ？　何なら、上乗せしてもいいわ。お金ならウンとあるんだから！」

「どこにあるんだ？　他人の銀行口座かい？」

「ホントなんだから！　明後日には少なくとも三百手に入るんだって！」

「なら、その金で買うといい。但ただし、他ほかでね」

　ショウゴは銃を抱かかえて立ち上がると、後ろに停とめた大型カートへ積み込み始めた。

「銃がなきゃ、手に入らないのよっ！」

　女が声を張り上げる。

「執行代理人だろ？　得物のひとつも持ってないのか？」

　呆あきれたように、ショウゴが言った。

「持ってたわよっ。壊こわれちゃったけど……だから、どうしても新しい武器がいるのよ。参加するだけで三百、仕留めたら千の報ほう酬しゆう。候補登録したけど、正式に雇やとってもらうには、それなりの装備をみせてアピールしなきゃならないの」

「なるほど」

　と聞き流し、ショウゴは残りの商品をビニールシートでくるんだ。

「待って！」

　女がショウゴの腕うでを摑つかんだ。

「君だって、手ブラで帰るのはマズイんでしょ？」

　もう片方の手を自分の胸むな元もとへ入れ、輪ゴムで巻いた紙し幣へいを取り出す。

「とりあえず、七万あるわ。手付けってことになるけど、支し払はらい額とは別でいいから」

　汗あせでしなびた紙幣を無む理り遣やり握にぎらせ、哀あい願がんの目でショウゴを見つめる。

　地下広場に流れる旋せん律りつが、郷きよう愁しゆうをさそうメロディーへと変わった──〈地下市アンケツト〉の終了。この後、十五分間のうちに、店も客も痕こん跡せきを残さず地下街を後にしなくてはならない。

「上のパーキングに、車がある」

　ショウゴは言って、紙幣をパンツのポケットへねじ込んだ。

　女に同情したわけではなかった。七万あれば、腹をすかせた同どう居きよ人にんたちに、多少はまともな食事を摂とらせてやれる、と考えたのだ。目先の金に目が眩くらんだと言い換かえてもいい。

「よかったぁ」

　女の顔がぱっと明るくなった。表情や態度がくるくる変わるのは、まだ大人になりきれていない証しよう拠こ。やたらと年上ぶる女を見上げ、ショウゴは微び苦く笑しようした。

「君を選んで正解だったわ。ありがとー！」

　女ははしゃいだ声をあげ、ショウゴをぎゅっと抱だき締しめた。

（ぐっ……前ぜん言げん撤てつ回かい……）

　十分大人の膨ふくらみに窒ちつ息そくしそうになりながら、ショウゴは頭を抱かかえる女の腕をぽんぽんと叩たたいた。




　　　　◆




「ずいぶんと買い込むのねえ」

　オートレジカウンターの上を流れていく商品を見み渡わたし、女が言った。

　よく通る大きな声。早朝のコンビニエンスストアーで暇ひまを潰つぶしていた数人の客が、訝いぶかしげな目を二人へ向ける。

「冷れい凍とう食品に、缶かん詰づめ、パン、玉子……お得用ジャンボアイス？」

　女が、バケツサイズの容器をカウンターから持ち上げる。

　途と端たん、警けい告こく音おんが鳴なり、天てん井じようのカメラ付きスピーカーから合成音声が流れた。

『カウンター上の商品をお取りになると料金計算に支し障しようが生じます。キャンセルの場合は……』

「そいつは、俺のじゃない」

　言って、ショウゴは女の手から容器を取り返し、カウンターへ戻もどした。

「な～んだ。天てん涯がい孤こ独どくって言ってたクセに、ちゃんといいヒトいるんじゃない」

「いいヒト？」

　聞き返し、ショウゴはふとエイジとリンコを思い浮うかべた。

「……そんなんじゃない」

　否ひ定ていして、くすりと笑う。

「悪い連中でないことは、確かだが」

「何よ、意い味み深しんねえ。教えなさいよ？」

「あんたには、関係ないことだ」

「ちょっと！　あんたって何よ？　私にはユリっていう美しい名前があるんだから。それに一応年上なんだから、〈ユリさん〉か〈おねーさん〉と呼びなさい……ってコラ！」

　いつの間にかレジボックスの方へ移い動どうしたショウゴを振ふり返り、ユリが喚わめいた。

「あんまり騒さわぐなよ。子供じゃあるまいし」

　冷ややかに、ショウゴが窘たしなめる。

「いいじゃないさ。ここは図書館じゃないんですからね～だ！」

　ユリはムキになり、さらに大声をあげた。

　まるで、リンコの将しよう来らいをみるようだ──頭を振り、ショウゴは思った。

『……五万四千、プラス税、二十パーセントになります。お支し払はらいはカードで？』

　レジボックスが訊たずねた。

「現金キヤツシユだ。それと、全部配送してくれ。住所はこのカードに」

　ショウゴは、残金二百のデビットカードを読み取り機に通した。

『──確かく認にん。配送料を含ふくめ、六万二千になります』

　レジボックスが口を開いた。

「ああ、私のほぼ全財産が……」

　札さつ束たばを投入するショウゴの後ろで、ユリがわざとらしく嘆なげいてみせる。

「けどさ、仕送りなら、現金送った方がいいんじゃないの？」

「腹を空すかして動けないでいる。紙し幣へいじゃ、すぐに食えないだろ？」

「さいですか」

　ユリは気のない返事をしつつ、出口の方へ目をやった。

　レジボックスは、慣なれない紙幣の読み取りに手て間ま取どり、なかなか釣つり銭せんをよこさずにいる。

「んじゃ、私、先に戻もどってるね。お釣り待ってても、私のじゃないし」

　ユリはそう言うと、レジコーナーの防ぼう犯はんゲートをくぐった。そして、努つとめて自然に、努めて速く、出口へ向かって歩き始めた。




　低く静かな振しん動どうが、アクロバティックな姿し勢せいで配はい線せんを探さぐるユリを包んだ。

　エンジンの起動音。

（やったね！）

　仰あお向むけの身体からだをもぞもぞと動かし、運転席の下から上体を引き出しにかかる。

「一分四十秒、アウト」

「──ええっ？」

　突とつ然ぜん、声を掛かけられ、ユリは反射的に顔をあげた。

　ごつん、と鈍にぶい音がして、目の中に星が散る。

「痛いったあーい」

　ユリはおでこを押おさえ、もう一方の手でぶつかったハンドルを叩たたいた。

「車ドロボウは、一分以内が原則だ。過ぎれば、失敗の確かく率りつがハネ上がる」

　手を差し伸のべて、ショウゴが言った。

「それと、見かけは古いがこいつの中身は今風でね。発進は、電気エンジンの方を使用する」

「わっ……私はただ、君が来る前にクーラーで冷ひやしておいてあげよっかなあって、思っただけよ」

　差し出された手を摑つかみ、ユリが助手席側へ身を戻す。

「そりゃ、どうも。俺はてっきり、七万ぽっちで武器満まん載さいの自家用車を買ったつもりでいたのかと思った」

「い、嫌いや味みったらしいわねえ。カワイくないぞ？」

「おねーさんには悪いが、性しよう分ぶんでね」

　ショウゴは返すと、ボンネットをふわりと飛び越こえ、運転席の側へ回った。

「わわっ？　サーカスにでもいたの、君？」

　座ざ席せきに乗り込んできたショウゴを、ユリが好こう奇きの目で見つめる。

「宇宙そらに、少し」

　ショウゴが明け方の空を指差す。

「あそこで過ごすと、不ふ思し議ぎな力が身につくんだ」

　唇くちびるに微び笑しようを浮うかべ、ハンドルを握にぎる。

「あのねえ……」

「急ぐんじゃなかったのか？」

「へ？」

「依い頼らい人にんとの約やく束そく──」

「──そうだった！」

　ユリは、フロントガラスの端はしで明めい滅めつするデジタル時計を見上げた。

　午前五時、ジャスト。

「きゃっ？　あと一時間しかない！　早く出して！」

「場所は？」

「東三十三区の外はずれよ。間に合う？」

「ぎりぎりってトコだ」

「んもう、だから言ったじゃない！　コンビニになんて寄よってる時間ないって！」

「けど、すぐ思いついたように賛さん成せいしたじゃないか。おかげで、車ごとトンズラできる絶ぜつ好こうのチャンスはあったろ？」

「うるさいな！　過ぎたコト、いつまでも気にしないの！　明あ日すに向かって、ゴーよ！」

　大声でまくしたて、ユリはフロントガラスを指で弾はじいた。

「はい、はい」

　ショウゴは小さく肩かたをすくめると、電動機関式エレキカローラのアクセルを踏ふみ込んだ。








四　選せん抜ばつ









　久ひさしぶりの、暗い朝だった。

　明け方から張はり出した薄うす雲ぐもは、車が三十区を過ぎたあたりから、上空を覆おおい尽つくし、今や完全に日差しを遮さえぎっている。しかし、外気は相変わらず三十度以上で、全開の車しや窓そうから吹ふき付つけてくる風は、湿しめった温風だった。

　流れる景け色しきは、平へい坦たんな市し街がいから、起き伏ふくに富とんだ緑地へと変わっていた。広大なキサーズシティの中で、三十区を越こえるのは東エリアのみ。全三十三区のうち、五分の一がいわゆる開かい発はつ準じゆん備び区く域いきで、都市の喧けん騒そうとは縁えん遠どおい山間部である。

　女執しつ行こう代だい理り人にんユリの依い頼らい主ぬし──板いた垣がき光こう毅きの邸やしきは、そんな山やま間あいの、小高い丘おかの上にあった。

　元はゴルフ場だったというその土地は、うっそうとした森に囲かこまれており、もしそこに古こ城じようがあったなら、西せい欧おうの風ふう景けいと見み紛まごうほどの美しいロケーションだ。だが、丘の上に建たつ豪ごう邸ていは、アメリカンハウスと純和風建けん築ちくをくっつけた珍ちん妙みような外観で、周しゆう囲いから明らかに浮ういていた。

　豪邸の主、板垣光毅は、世せ界かい暴ぼう動どう後に急成長を遂とげた板垣興こう産さんの三代目。

《災さい厄やく》に端たんを発した世界暴動は、日本でも《能力者パワーズ》に扇せん動どうされた旧自じ衛えい隊たいのクーデターという形で現実となり、列島は戦場と化した。特に、戦火の激しかった中部・関東以北は、世界暴動終しゆう息そく後ごも中央政府による復ふつ興こうがなおざりにされ、結果、民間企き業ぎようや外国資本がその代かわりを担になった。中でも、キサーズシティは、米国政府が土地を借かり上げて再開発を行なった特とく異いな地域である。

　板垣興産はもとは地元の不動産会社であったが、世界暴動時にはクーデター軍への物資調達、その後は都市開発事業に転じ、莫ばく大だいな財ざいを成なした。一いつ介かいの不動産屋にしては、出で来きすぎたサクセスストーリーである。もちろん、裏があった。クーデター時の混こん乱らんで街まちに溢あふれたならず者たちを社員として雇やとい、仕事の尖せん兵ぺいとしたのだ。ならず者たちのスカウトと統とう制せいは、古くから付き合いのあった土地の暴ぼう力りよく団だんが一役買った。クーデター軍に協力していながら、何の責も問われなかったのは、彼らが身代わりをたてて板垣興産に罪つみが及およぶのを防ふせいだからだといわれている。

　戦後の都市開発事業では、行政から請うけ負おった土地の接せつ収しゆう代行を、強ごう引いんかつ効こう率りつ的てきに行い、たちまち下請け企業の上位に名を列つらねた。この時、築きずいた行政とのパイプは、今も裏の仕事で生かされている。

「……要ようするに、ジャパニーズ・マフィアか」

　ユリの説明に耳を傾かたむけていたショウゴが、つまらなそうに呟つぶやいた。

「ここ数年は、外国から移い住じゆうしてきた商売敵がたきに圧おされて、おとなしめだったけど、去年、米国系の巨きよ大だいマフィアが仲なか間ま割われで潰かい滅めつしたでしょ？　それで勢いきおいを取り戻もどして、今は同業他社と空あいた利権の奪うばい合いの真まっ最さい中ちゆう」

　長い黒くろ髪かみを編あみながら、ユリが現げん況きようを補ほ足そくする。

　去年、潰滅したマフィアというのは、ドン・ガンドックが率ひきいていたファミリーのことだ。但ただし、潰滅の原げん因いんは仲間割れではない。〈上〉の依い頼らいで、ショウゴが〈裁さばき〉を下したのだ。

「胡う散さん臭くさいな」

　シフトをローに入れ、ショウゴが言った。

　車は、急きゆう勾こう配ばいの坂道を下り始めていた。フロントガラスの遥はるか向こうに見えていた丘おかが近づいてくる森の中へと沈しずんでいく。

「どうせ抗こう争そう絡がらみだろう。まともな依頼じゃない」

「けど、報ほう酬しゆうは破は格かくよ。しかも、複数の同業者との共同執しつ行こうらしいから、リスクも少ないし」

「リスクが少ない、ね……」

　ショウゴは、坂の終わりでハンドルを右へ切った。

　三メートルはゆうに越こえるコンクリ塀べいが、森を囲むように続いている。その向こう側は全すべて板垣光毅の私有地だ。塀に沿って緩ゆるやかに蛇だ行こうする舗ほ装そう路ろをこのまま進めば、やがて入り口が見えてくるだろう。

「何よ、途と中ちゆうで黙だまり込んで？　気持ち悪いじゃない」

　編みあげた髪を背中へやり、ユリが問いただした。

「いや……ただ、執行時のリスクは、常に高いと思って臨のぞんだ方がいいと思ってね」

「あら、アドバイスしてくれるんだ？　なかなかもっともらしいお言葉だわ。誰だれかの受け売りにしては」

　小こ馬ば鹿かにした口く調ちようで、ユリが言った。

　見も知らぬ同業者と組むことは、執行代理人にとって珍めずらしくもないことだが、戦力が増ふえたからといって、リスクが減へるということにはならない。いざ、執行となれば、彼らが優ゆう先せんするのは自じ己この生命と利り益えきだけだからだ。仮かり初そめの仲間に期待し銃じゆう後ごの警けい戒かいを怠おこたれば命が幾いくつあっても足たりない──ショウゴはそんな初歩的な教きよう訓くんをたれたのだが、ユリは軽く聞き流してしまった。年下の素しろ人うとがオトナぶって吐はいたセリフ、くらいにしか思わなかったのだろう。

「……まあ、いい。俺おれには関係のないことだ」

　ショウゴは、ぼそりと独ひとりごちた。

「んもう、スネちゃって。カワイイんだから！」

　ユリは上体を擦すり寄よせ、ショウゴの頭をくしゃくしゃと撫なでた。

「うわっ、バカ、止やめ──」

　言い掛かけたショウゴの視し界かいに、塀の終わりが飛び込む。

「あっ、到とう着ちやくね？……締しめ切り、八分前。何とか、間に合ったみたい」

「締め切り？」

　髪かみの乱れを直しながら、ショウゴが訊きいた。

「正式契けい約やくを希望する者は、今日の午前六時までに来らい訪ほうのこと。以い降こうは契約の意い志しなしと判断し、登とう録ろくを抹まつ消しようする……ってことになってるの」

　答えて、ユリは窓まどから顔を出した。

　路ろ上じよう駐ちゆう車しやされている先客たちの〈足〉の先に、コンクリ塀べいよりさらに高い瓦かわら屋や根ねの巨きよ大だいな門が見えてくる。

「時間ないから、正面に停とめて。どうせ、私たちで最後だろうから」

　ユリの指示で、ショウゴがカローラを門の前に横付けする。

「ありがと。終わったら、連れん絡らくするから」

　ウインクし、ユリは車から降おりた。小走りにリアへ回り、トランクから仕事道具を取り出しにかかる。

「うぐ……お、重いっ」

　ジャケットを身に付け、リュックとライフル三挺ちようを肩かた掛がけしたところで、身体からだがぐらりと傾かたむいた。

「欲張るからだ」

　後ろから声がして、背せ中なかが腕うでに支ささえられた。

「せっかく、買ったんだもの。持ってかなきゃ、意味ないじゃない」

　顔を紅こう潮ちようさせ、ユリがショウゴを振ふり返る。

「まだ、あんたのモノじゃない」

　ショウゴはそう言うと、リュックとライフルをユリの肩から引き抜ぬいた。

「ちょ！　何するのよ？」

「俺が運んでやる」

「な、何？　もしかして、私のこと、まだ信用してないの？」

「まあ、前科もあるし、な」

　フッと笑えみをこぼし、ショウゴは踵きびすを返した。

「待ちなさいよ、どういうつもり？」

　ユリが、門へ向かって歩き始めたショウゴを追い掛かける。

「あんたが依い頼らい人にんと契けい約やくを結ぶまで、付き合ってやるよ」

　門を見上げ、ショウゴが言った。

「ほら」

　と、ライフルのひとつをユリに手て渡わたす。

「依頼人の目がある。手ブラだと格かつ好こうつかないだろ？」

　ショウゴは顎あごを振り、門の上部を見るよう促うながした。

　監かん視しカメラが二台、レンズを回転させている。

「一分前だぞ。挨あい拶さつしなくていいのか？」

「へっ？」

　ショウゴの言葉に、はっとなるユリ。表情を強こわばらせ、唇くちびるを舐なめる。

「──登録した執しつ行こう代だい理り人にんよ。依頼を受けに来たわ」

　上うわ擦ずり気ぎ味みに、ユリが告げた。

　カメラのレンズが動きを止めた。

『……お待ちしておりました』

　平へい坦たんな音声が、屋根から落ちた。

『どうぞ、お入りください』

　木目の扉とびらが、きしりと呻うめいた。




　　　　◆




　門の内側には、白しら壁かべが立ちはだかっていた。

　ただの壁ではなかった。白く塗と装そうされた鋼こう鉄てつ製せいの塀へいだ。上部には、恐おそらく高こう圧あつ電流が流れているだろう有ゆう刺し鉄てつ線せんが張はり巡めぐらされている。いかにもマフィアのボスらしい威い嚇かく的てきなセキュリティだ。

『……諸しよ君くんが最後の志し願がん者しやだ』

　背はい後ごで〈声〉がして、扉が閉まった。合成音声ではない、ドスの利きいた肉声。

『さっそくだが、契けい約やくの前に、君らの腕うでをみせてもらう』

　音声が前方へ移った。白壁の上、生おい茂しげる樹じゆ木もくの間から、監視カメラが見下ろしている。

（君ら……？）

　ショウゴは眉まゆをひそめた。どうやら自分も数に入っているらしい。

「待ってくれ」

　ショウゴはカメラへ声を投げた。

「俺はただの──」

『自じ己こ紹しよう介かいは、まだ早い』

　カメラのスピーカーが、ぴしゃりと遮さえぎった。

『依い頼らい主ぬしと契約できるのは、今より与あたえる課か題だいをクリアした場合のみだ。高額な報ほう酬しゆうを支し払はらうからには、ハズレは除じよ外がいせねばならない。言うなれば、選せん抜ばつ試し験けんだ。課題は到とう着ちやく順じゆんで異ことなっている。難なん易い度どもバラバラだ』

「まわりくどいわね。さっさと言いなさいよ」

　ユリが、カメラを睨にらんだ。

『君らの課題は、至し極ごく簡かん単たんだ』

〈声〉が答え、白壁の一部が地面へ沈しずみだす。

『塀の向こうの森を抜ぬけ、邸やしきへ辿たどり着くこと──』

「いいわ」

「……おい？」

　安あん易いに承しよう知ちしたユリに、ショウゴが低く呼び掛かける。ただ森を抜けて邸を目指すことが選抜試験であるはずがない。

「ケガじゃ済すまないかもしれないわね……君はここで帰っていいわ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで、ユリはショウゴを見下ろした。

『……テストを受ける気があるなら、入り口の前へ』

〈声〉が促うながした。

「もちろん！」

　強気に返し、ユリは沈んだ壁かべの正面に立った。

　パシュッ、と音がした。

（──消音銃サイレンサー！）

　ショウゴが音の正体に気づいた時には、ユリのジャケットは赤く染そまっていた。

　ショウゴは茫ぼう然ぜんと立ち尽つくすユリへ駆かけ寄より、腕うでを摑つかんだ。

　パシュ！　パシュ！

　続つづけ様ざまに放たれた弾たまが、ユリの肩かたをかすめ、飛沫しぶきがショウゴに降ふり掛かかった。

「──痛っ！」

　ショウゴに引き倒たおされたユリが、短く叫さけんだ。

「なっ？　何？　血っ？　撃うたれたの、私？」

「……ペイント弾だん」

　ショウゴが呟つぶやき、首を振ふった。

『その通り。君らへの正確な課題は、着ちやく弾だんを三発以内に抑おさえて邸へ辿り着くことだ。まあさっそく一発食くらったようだが……相あい棒ぼうに感かん謝しやするんだな』

　嘲あざけりを交まじえ、〈声〉が言った。

「ひっ、卑ひ怯きようよ！　不意打ちじゃない！」

　ユリは立ち上がり、カメラへ怒ど鳴なった。

「止よせ」

　冷ひややかに、ショウゴが制する。

「今のがライフル弾だったら、あんたは死んでた」

　その言葉に、ユリは息いきを吞のんだ。卑怯や不意打ちは、執しつ行こうの場では当たり前だ。それを忘わすれた自分に、今の銃じゆう撃げきを非ひ難なんする資し格かくなどない。

『準じゆん備びはいいかな？　それとも、今ならまだ──』

「──冗じよう談だん！　受けてやるわよ、絶対っ。荷物をちょうだい！」

　ショウゴにリュックを下ろさせ、ユリは準備にかかった。予よ備び弾だん倉そうやサバイバルキットを収しゆう納のうしたタクティカルベストを着込み、ふたつの弾だん帯たいをたすき掛がけする。拳けん銃じゆうはベルトのすき間、ライフルは一いつ挺ちよう残して両手持ち。

（ムチャクチャだ）

　Ｂ級戦争映画の英えい雄ゆうみたいな格かつ好こうを見て、ショウゴは呆あきれ返った。戦力だけで、機動性をまるで考えていない。こんな姿で実際の戦場を歩いたら、真まっ先さきに死し体たい袋ぶくろ行きだ。

「残りは、そのへんに放ほうっておいて。終わったら、取りにくるから」

　言い置き、ユリは壁かべに開いた入り口へ歩きだした。

　長さ一メートルほどの鋼はがねのトンネルを抜ぬけ、ひんやりとした森の中へと入る。

『幸運を、お嬢じようさん』

　馴なれ々なれしく、〈声〉が言った。

　ゴリゴリと壁が迫せり上がり、退たい路ろが塞ふさがれていく。

「……不ぶ気き味み……何か、出そうな感じ……」

　薄うす暗ぐらい周しゆう囲いを見回し、ユリは独ひとりごちた。か細い道が中ちゆう途とで消えている。昼なお暗いとは、まさにこのことだ。しかも、曇くもり空だから、いっそう視し界かいが悪い。

（こんなことなら──）

「暗視ゴーグルを持ってくるべきだったな」

　傍かたわらであがった声に、ユリは思わず飛びのいた。

「なっ……！　何してるのよ、君っ？」

「忘れものだ」

　ショウゴがカートリッジを差したガンベルトを掲かかげてみせる。

「え？　弾たまなら、もう十分持ってるわよ？」

「あんたが後ご生しよう大だい事じに巻まき付けてるのは、置いていった方のやつだ。弾だん丸がんってのは、共通とは限かぎらないんだぜ？」

「し、知ってるわよ、そんなことっ」

　ベルトを引ったくり、ユリが言った。

「一応、お礼は言っておくわ。用が済すんだなら、早いとこ……」

　ユリは後ろを振ふり返った。

　壁は、完全に閉じてしまっている。

「ねえ！　カメラの人！」

　ユリは叫さけんだ。

　返答なし。

「一方通行らしいな。先へ行こうぜ」

　ショウゴが前へ出た。

「何、吞のん気きなこと言ってんのよっ？　私、君の面めん倒どうなんて、とても──」

「自分のことは自分でやる。だから、あんたも自分のことだけに専せん念ねんしてくれ。あんたがテストに落ちると、俺も困こまる。武器代の残金がパァになるからね」

「な……ナマ言うんじゃないわよっ？」

　ユリは安あん堵どの笑えみを堪こらえきれない自分をごまかすかのように、憎にくまれ口を返した。そして、ガチャガチャと装そう備びを鳴らしながら、小さな背中の後に続いた。
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　ビチッ、ビチッ、ビチッ──。

　頭上を越こえた弾丸が、立ち並ならぶ広こう葉よう樹じゆの幹みきに当たって色いろ鮮あざやかな中身をぶちまけた。

　応おう射しやは、ショウゴの放った一発。

　右前方の茂しげみから顔を出し、銃じゆう身しんを振っていたオートガンが、実弾を食くらって沈ちん黙もくする。

　これで、十二台め。動体センサーを備そなえたそれらの警けい備び装そう置ちは、決して安くはあるまい。だが、入り口で講こう釈しやくをたれた監かん視しカメラの〈試験官〉は、応戦してはならないとは言っていない。放ほうっておくこともできたが、万が一を考え、出くわすごとに潰つぶしていた。

　これ以上、連れにドジを踏ふますわけにはいかない──ショウゴはアサルトライフルの構かまえを解とき、後ろに続く気け配はいを振り返った。

　イェイ！

　タクティカルベストを二色に染そめたドジな執しつ行こう代だい理り人にんが、屈くつ託たくない笑みを浮うかべてＶサインを返してくる。ユリは森へ入ってから十分もしないうちに、慎しん重ちように進むショウゴに痺しびれを切らして先行し、黄色と緑のペイント弾だんを浴あびたのだ。これで、リーチ。あと一発もらったら、不採用決定だ。

「楽勝、楽勝。もう、出口じゃない？」

　中ちゆう腰ごしでショウゴに追いつき、ユリが前方を指差した。

　三十メートルほど先に、森の終わりが見えている。

「選せん抜ばつさせてもらう、なんて言うから、色々コワイこと想像しちゃったけど、大したことなかったわね」

「そりゃ、そうだろ。トラップの排はい除じよは、全部俺任まかせなんだから」

　ふいと横を向き、ショウゴが言った。

「何よ、その態たい度ど？　カワイイ顔して、カワイクないわねえ」

「性格だよ。何度も言わすな」

「また、タメ口きいて！　私は年上だぞ？　何度も言わすな」

　ユリは同じ台詞せりふを返すと、すっくと立ち上がった。

「バカッ」

　ショウゴが、迷めい彩さいズボンの裾すそを摑つかんだ。

「こ・ら！　バカって言うヤツが、バカなんだぞ？」

　ユリは軽く脚あしを振ふり、ショウゴの手を払はらった。

「あと少しでゴールでしょ？　選手交こう替たいしてあげる。私の後ろから──」

　パシュ！　パシュ！　パシュ！

　静かなる銃じゆう声せいが、ユリの言葉を千ち切ぎった。

　後ろ髪がみを引っ張られたユリの胸むな元もとを、衝しよう撃げきがかすめる。

「……ごめん」

　仰あお向むけに倒たおれた自分を覗のぞき込む少年に、ユリは素す直なおに謝あやまった。

「四発め……当たっちゃったみたい」

「いや、今のは違ちがう」

　ショウゴは否定し、三つ編み髪から手を離はなした。

「違う？」

「ペイント弾だんは、ボディアーマーを抉えぐったりはしない。素しろ人うと用の安物でもな」

　ユリは上体を起こし、自分のベストを見下ろした。衝撃を感じた部分が斜ななめに裂さけている──実弾の擦さつ過か痕こん。

「こ、これって？」

「確たしかめてみよう」

　ショウゴは腐くさりかけた小枝を拾ひろい、前方へ投げた。

　無む反はん応のう。オートガンなら小枝の落ちた場所に一いつ斉せい射撃をしてくるはずだ。

「……待まち伏ぶせだな」

「どういうこと？　説明してよ？」

「実弾を使ったのは、単純な機械じゃないってことさ。敵は、人間。恐おそらく、暗視スコープを装備してる。つまり、ここからが生死を賭かけたホントの試験……」

「また、騙だまし討うちなのっ？」

「よほど腕うでのたつ人材が欲ほしいのか、単なる趣しゆ味みか」

「趣味だったら、ぶっ飛ばしてやる！」

「なら、邸やしきまで行かないと、な」

　ユリの背中をポンと叩たたき、ショウゴが言った。

「今ので、敵の方角はだいたいわかった。俺が引き付けるから、あんたはゴールを目指せ。敵は複数かもしれないから、茂しげみの下を這はっていくんだ。できるよな？」

「も、もちろんよ。何だか、私だけ逃にげるみたいで気が引けるけど……ここは発案者の顔をたててあげるわ」

「上等だ」

　笑えんで、ショウゴは地を蹴けった。

　中ちゆう腰ごしという体勢ながら、疾しつ走そうというに十分なスピードだった。夜よ目めの利きく敵てきに位置を気け取どられぬよう、茂みと木々の間にあるわずかな空間を選んで擦すり抜ぬけ、ユリを狙ねらった銃じゆう弾だんの源みなもとを目指す。

　もし、狙そ撃げき者しやがマフィアの部下程てい度どなら、ショウゴの動きを捉とらえることはできなかっただろう。しかし、敵はただのならず者ではなかった。ショウゴに正確な位置を探さぐられるのを嫌きらい、一定以上の距きよ離りを保たもって移動していた。

（──同業者か）

　ショウゴは走りながら、幾いくつかの枯かれ枝を拾いあげた。茂みより低い高さで三方へ投げ、直後に疾走を止める。

　枯れ枝には、トラップワイヤーが括くくり付けてあった。これを手た繰ぐれば、即そく席せきの移動型デコイ（囮おとり）となる。即座に見分けるのは、プロとて容よう易いではないだろう。

　何発か射うたせて、居い場ば所しよを割り出す──ショウゴは三本のワイヤーを時間差をつけて引いた。

　パシュッ！

　銃声が湧わいた。

　とっさに、ショウゴは身体からだを横へ返した。

　着弾の土つち煙けむりが、胸のすぐそばであがった。

　銃弾はデコイではなく、まっすぐショウゴの元へ撃うち込まれたのだ。

　パシュッ！　パシュッ！

　銃撃が続いた。

　転がるショウゴを、土煙が追い掛かける。

（こちらが視みえている？──なぜ？）

　透とう視しのできる《能力者パワーズ》と考えられなくもない。だが、それを警けい戒かいし、ショウゴも瞳ひとみを紅あかく染そめていた。彼らの《力》を打ち消す《宇宙そら還がえり》の力場が、周囲を覆おおっているはずだ。

（……どういうことだ）

　大たい樹じゆの陰かげに隠かくれ、ショウゴは泥どろの付いた頰ほおを袖そでで拭ぬぐった。

　ツンとくる異い臭しゆうが、鼻び孔こうを突ついた。ユリを助けた際に降り掛かった、ペイント弾だんの飛沫しぶき。

（──そうか！）

　ショウゴは大木を背にし、元来た方角へ走った。

　ビシッ、ビシッ、ビシッ──……。

　幹を抉えぐる着弾音が、後方に遠ざかった。
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　かすれた銃じゆう声せいに、ユリはぺたりと身を伏ふせた。

　あの少年が敵と遭そう遇ぐうしたようだ。心しん配ぱいになり、その方向へ首を捻ねじって聞き耳をたてる。

　もう、何も聞こえない。

（まさか、やられたなんてこと……絶対、よしてよ。寝ね覚ざめが悪くなるんだから）

　ユリは腕うでを立て、身を浮うかせた。やはり、放ほうっておくわけにはいかない。のそのそと這はい、進行方向を逆転する。

　と、周囲の茂しげみがカサカサと騒ざわめいた。

　ユリの動きのせいではなかった。別の何者かの接近。

　大型の得え物ものはふたつとも背に負っていた。ユリは利きき手を腰こしへ伸のばし、ベルトに差した拳けん銃じゆうを探さぐった。

「──よぉ」

　短い掛かけ声が、真横から飛び出した。

「ひっ！──」

　声に続いて伸びてきた手が、ユリの悲ひ鳴めいを口の中へ押おし込める。

「静かにしろって」

　茂みから顔を出し、ショウゴが囁ささやく。

「い……いきなり、出てこないでよっ」

　声を殺して、ユリが言った。

「……ま、無事でよかったわ。けど、どうしたのよ、一体？　作戦変へん更こう？」

　ユリの問いに無言でうなずき、ショウゴはぐっと上体を乗り出した。

「きゃっ？」

　思わず身を引く、ユリ。

　茂みより現われた上半身は、ハダカ。一見、細く華きや奢しやな印いん象しようを与あたえるが、よく見ると、筋きん肉にくがほどよく締しまっている。

（──って、何、観かん察さつしてんだ、私）

　ユリは耳を熱くし、目を逸そらした。

「あんたも、脱ぬげ」

「へ？……ええっ？」

　びっくりして、視線を戻もどす。目の前の少年は、真顔だ。

「た、確かに、イイコトしてあげるとは言ったけど、こういう状じよう況きよう下かで刹せつ那な的てきな行動に走るのはどうかと思うな、おねーさんとしてはっ」

「……何、言ってる？」

「ナニ……したいんでしょ？」

　勘かん違ちがいなユリの返答に、ショウゴの時が約一秒間止まる。

「──あんたの服にべったりと付いてるペイント」

　ショウゴがため息混まじりに言った。

「そいつが敵の目印になってるんだよ」

「目印？」

「ああ。たぶん、放射性物質を混まぜたマーカー塗と料りようだ。専用のスコープで覗のぞくと、ホタルみたいに光を帯おびてみえる。だから、ちょっと身を隠かくしたくらいじゃ、バレちまうんだ」

「じゃ、ペイント弾だんは、初めからこのため？」

「敵は、俺たちの前に到とう着ちやくした同業者だろう。採用試験の課題は、マーカーを付けた目標を仕し留とめること……」

　説明しながら、ショウゴはユリのベストに手を掛かけた。

「じっ、自分で脱ぐわよ」

　ユリが後あと退ずさる。

「……え、っと……ペイントの付いてるものは、全部？」

「そうだ」

「でも、ベストだけじゃなく、ジャケットもシャツも……ズボンにも染みちゃってるのよ？」

「早くしろよ」

「そんなことしたら、私、ほとんどスッパダカ──ムグッ」

「俺に考えがあるんだ」

　ユリの抗こう議ぎを手のひらで塞ふさぎ、ショウゴが言った。
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　木こ陰かげから漏もれる蛍けい光こう色しよくが、暗視スコープの寒さむ々ざむとした視界に彩いろどりを加くわえた。

（へへっ、めっけたぜ、ベイビー）

　分ぶ厚あつい唇くちびるを舐なめ、男は両手の指を軽かろやかに蠢うごめかせた。

　目立った得え物ものは持っていない。装備は、暗視スコープとワイヤレスのイヤホーン。そこから耳へ流れるのは、通信音声ではなく、昔、故こ郷きようで流は行やったラップのメロディ。

　男はリズムに乗って、蛍光色へ近づいた。ＢＧＭに合わせステップを踏ふみながらも、両足はほとんど音をたてない。薄うす闇やみをいくアーマースーツは、肌はだの色と同じブラック。相手が、男の接近を耳じ目もくで感知するのは難むずかしい。

（ヘイ、悪く思うなよ。これもビジネスってヤツだ）

　蛍光をほぼ正面に捉とらえ、男は足を止めた。同時に、両りよう腕うでが横へ伸のび、後ろへしなり、前へ出た。

　腕の先から放たれた無音の凶きよう器きが、かすかな煌きらめきを引いて、空くうを疾は走しった。

　柔やわらかな命中の音が、少なくとも五つ以上、ＢＧＭのインターバルを聞く男の耳に返った。

　視界の蛍光が揺ゆらぎ、ドサリと倒たおれた。

（──ビンゴォ！）

　白い歯を剝むき、男は仕留めた獲え物ものへ駆かけ寄った。

「げっ」

　目の前の収しゆう穫かくに、思わず声を漏もらす──ペイント塗まみれの衣服とリュックで作られたダミー。

「ジーザス！」

　己おのれの油ゆ断だんを嘆なげく男の頭に、木の葉が落ちた。

　見上げながら、男は右の手首を返した。

　視線と共に、垂すい直ちよくに飛ぶアーミーナイフ。しかし、その先にもう敵の姿はなかった。

　気け配はいが、真後ろから男へ迫せまった。

　男は視線を上げたまま、身体からだを捻ひねって、蹴けりを見み舞まった。

　確かな手──否いな、足応え。

（決まった）

　男はほくそ笑えみ、視線を振り下ろした。

　ブーツの先に仕込んでおいた刃やいばが、敵の左腕を抉えぐっていた。刃は先さきには、コブラ以上の神しん経けい毒どくを有するブゥードゥー蜂ばちの体液が塗ぬられている。もって、あと三十秒。

「大したナイフ捌さばきだ」

　小こ柄がらな敵が、英語で話し掛かけてきた。男というより、少年。上半身が裸はだかでなかったら、少女と見み間ま違ちがえたかもしれない。ただの子供でないことは、明らかだった。少年は、奇き襲しゆうの蹴りを左ひだり腕うでで受け、右手のナイフを持ち主である男の脇わき腹ばらへ沈しずめていたのだ。

「……毒が塗ってあるみたいだな」

　己れの左腕をちらりと見て、少年が言った。

　毒による昏こん倒とうまで、あと十秒。

「悪いなボーイ。俺っちはこの毒に免めん疫えきがあるんだ。せっかく、相あい討うちを決めたのに、ザーンネン」

　男はおどけて、心中でスリーカウントを呟つぶやいた。

　スリー、トゥ、ワン──。

「はい、オシマイ──って、何で、倒たおれねえっ？」

　平然としている少年に、男は目を剝むいた。

「俺の左腕は、特別製でね」

　言って、少年──ショウゴは男の脚あしを静かに払はらった。

「毒など効きかなくても、今、あんたの体な内かにある刃は、肝かん臓ぞうのすぐ近くだ。あんたが次の技わざを繰くり出すよりも早く、十じゆう文もん字じに切り刻きざめるけど……どうする？」

「わ、わーったよ。俺っちの負けだ。ギブアップするって。ったく、こんなに肝きも冷ひやしたのは、チャイナタウン以来だぜ」

　男は両腕を掲かかげ、手のひらを振った。いつの間に握にぎっていたのか、複数のアーミーナイフがパラパラと足元へ落ちる。

「やったね！」

　嬌きよう声せいが右方であがり、人ひと影かげが茂しげみを分けた。

「ワゥオ」

　ナイフ使いがにやけ、ヒュウと口くち笛ぶえを吹ふいた。

　ライフルを構かまえる半はん裸らの女。上下ともビキニタイプのアンダーウェアで、腰こし回まわりを迷めい彩さい色しよくのバンダナで覆おおっている。まるでターザンの彼女ジェーンだ。

「バカッ、何で出てきたっ？」

　ショウゴは不用意な連つれを叱しかりつけた。ギブアップさせたナイフ使いは銃じゆう器きを携けい帯たいしていないから、狙そ撃げき者しやとは別人。つまり、仲間がいるはずだ。それを見み越こして、ユリに伏ふく兵へい役を任まかせたというのに、のこのこ現あらわれるとは──。

「何、怒おこってんのよ？　これで課題クリアーじゃないさ」

　ユリが唇くちびるを尖とがらせる。

「──いいや」

　低い否ひ定ていの声が、ユリの背後から返った。振ふり向く間もなく羽は交がい締じめにされ、ライフルを地へ落とす。

「お前らは、ゲームオーバーだ」

　ユリの頭の上で、スキンヘッドの大男が宣せん告こくした。

（奴やつは──）

　見み覚おぼえが、ショウゴにはあった。〈地下市アンケツト〉で相手にした値切り屋の客。

「また会ったな、小こ僧ぞうぉ」

　スキンヘッドの方も、ショウゴを覚えているようだ。

「助かったぜ、テンガイの旦だん那な。てっきり、逃にげちまったのかと」

　ナイフ使いの言葉に、大男──テンガイが片方の腕うでを突つき出す。手の内に武器はない。が、袖そで口ぐちから殺さつ気きが迸ほとばしっている。

「わっ、わっ、ジョークだってば！　早いとこ、助けてくれよ、相あい棒ぼう」

　ナイフ使いは慌あわてて、手のひらを合わせた。

「──そいつから離はなれろ、小僧。おっと、ナイフは抜ぬくんじゃねえぞ？　手を頭に乗せて三歩だけ下がるんだ。おかしな真ま似ねすると、てめえの恋こい人びとが二目と見れねえ顔になるぜ？」

「……恋人じゃ……ないわよっ」

　囚とらわれのユリが呻うめいた。

「るせえっ、黙だまってろ！」

　首根を押おさえるテンガイの左手首が、チリチリと熱を発した──袖の内に仕込んだ火か焰えん放ほう射しや器きの吐と息いき。

「旦那っ、三歩じゃ短いって！　俺っちまで焼くつもりかよっ？」

　テンガイがやる気なのを察して、ナイフ使いが喚わめいた。

「うるせえぞ、チキン」

「シット！　俺っちの名前は、キチン・ポーク！　〈臆チ病キ者ン〉じゃなく、キチンだよ！　いい加か減げんに覚えて──」

「──うるさいと言ったのが、聞こえねえのか？」

　テンガイの袖口が、黒人の相棒へ傾かたむいた。

　直後、ショウゴの左ひだり脚あしが斜ななめに振ふり上がり、水平に空くうを薙ないだ。

　トスッ。

　命中の音が、ユリの胸むな元もとで湧わいた。ナイフが、自分を捕とらえる大男の腕に深々と刺ささっていた。
















「あ、あのナイフ……！」

　キチンが、巨きよ漢かんの日本人と己おのれの身体からだを交こう互ごに見やった。脇わき腹ばらに刺ささっていたアーミーナイフが消えている。

「こっ、こいつはチキンのナイフっ？」

　テンガイの顔が青ざめた。ブゥードゥー蜂ばちの毒の恐こわさは、相棒にイヤというほど聞かされている。昏こん倒とうまで、三十秒。その後、三分以内に血けつ清せいを打たねば、そのまま冷たくなる。

「うわあああっ！」

　テンガイはユリを突つき放し、悲鳴をあげた。

「チキン！　は、早く、おめえの持ってる血清を──うぐぉっ？」

　猛もう烈れつな痛みに、息が詰つまった。

（股こ間かんに激げき痛つうなんて……聞いて、ねえ……）

　下腹から突つき上げてくる痛みに意識が遠とお退のき、目の前が暗くなった。

「思い知ったか、このタコボウズ！」

　前かがみで地に伏ふしたテンガイの後ろで、ユリが右脚を下ろした。

「きゅ……急きゆう所しよ蹴げりかよ、あの姉ねえちゃん。キッツウ」

　キチンが、無意識に自分の股間を押おさえる。

「早く、血清を打ってやれよ」

　ショウゴが、ナイフ使いを促うながした。

「ちょっと！　何で、助けるのさ？」

　ユリが異義を唱となえた。

「私たちを焼こうとしたヤツよ？」

「再起不能ノツクダウンにした相手に、止とどめは刺さない。執しつ行こう代だい理り人にんの暗あん黙もくのルールだ」

　ショウゴの言葉に、ユリの表情が強こわばる。

「それに、もうテストは終わっている──そうだよな？」

　ショウゴは、どこからか覗のぞいているはずの監かん視しカメラへ呼び掛かけた。

『そうだ』

　音声が、右斜ななめ後方から返された。

『テストは終しゆう了りようした。倒たおれている一人の他ほかは、全員、合格だ』

「ウワォ、ホントかよっ？」

　キチンが腹の傷も忘れて、飛び上がった。悶もん絶ぜつした相棒の元ヘスキップし、血清の入った圧あつ縮しゆく式しき注ちゆう射しや器きを禿はげ頭あたまに押し当てる。

「悪いね、旦だん那な。コンビ解かい消しようだ」

『──雇やとい主ぬしが待っている。邸やしきの方へ』

〈試験官〉が言った。

『見事な蹴りだったよ、お嬢じようさん』

　付け加え、音声がぷつりと切れた。

　ユリの反応はなかった。表情を硬かたくしたまま、大男を見下ろしている。

「ほら」

　声がして、ジャケットが背中に掛かけられた。

「……ねえ」

　横に並んだショウゴを見ずに、ユリが訊たずねた。

「もし、私がのびちゃったコイツを殺したら、罪つみになるの？」

「いや」

　ショウゴが答えた。

「執行中なら、故意、非故意に拘かかわらず、相手方の代理人を殺しても罪には問われない。あんただって知ってるだろ？」

「そう……そうよね」

　ユリは、大男から目線を上げ、笑えみを浮うかべた。

　冷たく、哀かなしげな微び笑しようだった。
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　和わ洋よう折せつ衷ちゆうと呼ぶには、あまりにもチグハグな部へ屋やだった。

　足元は四十畳じよう余りの畳たたみ敷じき、家具の類たぐいは西洋アンティーク、梁はりの上には大きな神かみ棚だな、天てん井じようからは二段式のシャンデリアが下がっている。壁へき面めんに交こう互ごに飾かざられたシャガールの複製画と達たつ筆ぴつな文も字じの躍おどる掛かけ軸じくも、首を捻ひねりたくなるセンスだ。

　この珍ちん妙みような部屋の、いや、この邸やしきの主は、障しよう子じ窓まどを背に、本ほん革かわ張ばりのチェアーに腰こし掛かけていた。手前には、ダイニングテーブルほどのデスク。少し距きよ離りを置いて、細長い背もたれの椅い子すが半円状に配置されている。そこに座ざすのは、課題をクリアした三十余名の執しつ行こう代だい理り人にんたち。畳ということで、皆みな、靴くつだけは脱ぬいでいる。

「……全員、揃そろいました」

　チェアの横に立つ男が、ぼんやりと宙ちゆうを見つめる主人に耳打ちした。離はなれ気ぎ味みの目に、薄うすい唇くちびる。蛇へびの印いん象しようを与あたえる不ぶ気き味みな容よう貌ぼう。聞き覚えのある声。

（──監かん視しカメラの……〈試験官〉か）

　ユリの肩かた越ごしに男を捉とらえ、ショウゴは思った。用意された椅子が足たりず、ショウゴは一人後列で折おり畳たたみイスに座すわっていた。しかし、ショウゴにはその方がよかった。元々、成り行きでユリに付いてきたオマケだ。雇やとい主と面と向き合う必要はない。

「社長」

　二度目の耳打ちで、板垣光毅は、彼だけに見えていた何かしらから目を下ろした。憔しよう悴すいしきった顔。乱れた髪かみが狭せまい額ひたいに張りついている。

「……よく、来てくれた」

　しわがれた声で、板垣が言った。左が二ふた重え、右が一ひと重えのアンバランスな目で、居い並ならぶ執行代理人たちをぎくしゃくと見み渡わたす。

「まずは、見てもらいたいものがある……蘇そ我が」

　板垣は、傍かたわらに立つ腹心の名を呼んだ。

「はっ」

　蛇へび面づらの蘇我がうなずき、壁かべ際ぎわの部下たちに目め配くばせする。

　準じゆん備びが始まると、板垣はチェアを横向きにし、再び宙を見上げた。その向こうにある障子窓がかすかな音をたてて震ふるえている。ショウゴたちが邸やしきへ向かう途と中ちゆうで降ふり始めた雨が風を伴ともなってきたようだ。

　やがて、準備が整ととのった。

　数人の部下によってデスクの上に並べられたのは、白布を被かぶせた五つの物体。大きさはハンドボールほど。置かれた際に発した音から、陶とう器き或あるいはガラス製品かと思われた。

「……取れ」

　宙を見上げたまま、板垣が命じた。

　蘇我がデスクの前へ回り、白布を素す早ばやく取り去っていく。

　静かなどよめきが沸わいた。集まっているのが執しつ行こう代だい理り人にんなだけに、さすがに悲鳴はあがらない。

　デスクに並んでいたのは、ピクルス用の大おお瓶びんに収おさめられた人の欠けらだった。

　眼がん球きゆうと耳がひとつずつ、そして、恐おそらくは臓ぞう器きに違ちがいないピンク色の塊かたまりが三つ、瓶を満たす透とう明めいな液体の中で揺ゆらめいている。

「……私の、娘むすめだ」

　板垣が、瓶の中身を紹しよう介かいした。

　どよめきが、ぴたりと止やんだ。

「そう、奴は言っている」

　溜ため息いき。

「──クージョ・フェルナンデスのことだ」

　沈ちん黙もくした主人に代かわって、蘇我が説明を始める。

「東六区の再開発事業をめぐり、我わが社とフェルナンデス・コーポレーションは対立を続けてきた。我が社主しゆ導どうで行なわれるはずだった事業に、フェルナンデスが横よこ槍やりを入れたからだ。結局、奴やつらの所有する他区の開発権を譲じよう渡とするという条じよう件けんで、我が社は東六区から手を引いてやった。だが、後になって惜おしくなったらしい。奴らは弁べん護ご士しや司法局を使わない、昔ながらのやり方で、我が社を潰つぶしにかかってきたのだ」

　一いつ旦たん、言葉を区切り、蘇我は唇くちびるを舐なめた。長く、赤黒い舌したがぬらりと蠢うごめく。

「しばらくの間は、小こ競ぜり合あいだった。マスコミも採とり上げているから、君らも知っているだろう……」

　ショウゴは知らなかった。ヤクザ対アメリカン、チャイニーズ対ロシアン──マフィアどうしの抗こう争そうなど、国際都市キサーズでは珍めずらしくもない。確かに連日報道はされているだろうが、専門のタブロイド紙はともかく、新聞なら三行記事、テレビなら一分未満のフラッシュニュースがいいところだ。

「……だが、奴らは遂ついに、抗争のルールを破やぶる卑ひ劣れつな手段に打って出た」

（マフィアの殺し合いにルールなんてないだろ）

　ショウゴは呆あきれた。

「何の罪もない、一いつ般ぱん市民である家族に手を掛かけたのだ！」

　板垣の肩かたが、ぴくりと震ふるえた。左手を小さく上げ、蘇我に演説の中断を促うながす。

「……香か澄すみは、先せん妻さいとの間にできた子でね……息子むすこらと違ちがって、私のやってる商売とは何の関係もなかった……生物学者になるのが夢で……留りゆう学がくさせてやった……フフ、親バカだろう？」

　板垣は、力なく笑った。ジャパニーズ・マフィア──ヤクザのボスというより、鉄てつ格ごう子し付きの病院で余よ生せいを送る、壊こわれた老人。

「……先月、帰国することになっていた。私の誕たん生じよう日びを祝いわうために……しかし、あの子からプレゼントが送られることはなかった……代わりに送られてきたのが──」

　革かわ張ばりのチェアが半回転し、アンバランスな両目が、デスクの上へ向けられた。

「これが……娘むすめだと信じられるか？」

　板垣の声が戦慄わなないた。

　もちろん、誰だれも答えない。

「娘であるわけがない……そんなことがあって……たまるか」

　言いつつも、愛いとしそうに瓶びんを撫なでる。

「……香澄は……きっと……まだ……」

　続く言葉は、はっきりと聞き取れなかった。ブツブツと呟つぶやきながら、板垣は空中へ目を泳がせた。

「──これは、フェルナンデスの宣せん戦せん布ふ告こくだ」

　蘇我が、板垣の後を継ついだ。

「社長の親族を殺し、あえてそれを認みとめた。社長が《復ふく讐しゆう法ほう》を行使すれば、我わが社とフェルナンデスは、当局の介かい入にゆうできない合法的な〈戦争〉状態となる。それが奴やつらの狙ねらいだ。もしも、こちらが乗ってこなければ、クージョは適てき当とうな身み代がわりをたて殺害を否ひ認にんするだろう。だが、それでは香澄お嬢じようさんが浮うかばれない。我が社もナメられたままだ」

　蘇我はチェアの傍そばを離はなれ、デスクの前へ出た。

「一昨日、社長は、決断を下された。合法的に、カタをつけると……しかし、残念なことに、こちらの仕し掛かけはことごとく失敗している。フェルナンデス側はその道のプロを雇やとっているらしい。そこで我が社も、急きゆう遽きよ、君らを集めたというわけだ。《復讐法》の定める原告側の攻こう撃げき優ゆう先せん権けんは明あ日すまで。それ以降は、向こうにも攻撃を仕掛ける権利が生しようじる。我われ々われが有利に動ける時間はわずかだ。君らには、明日未明より行なわれる襲しゆう撃げきの要かなめとなってもらいたい」

「マフィアの傭よう兵へいかよ」

　声があがった。執しつ行こう代だい理り人にんだ。

「なら、千じゃ割りに合わねえな」

　別の代理人が言った。

「ビビってるってワケじゃねーけどさ」

　この声は、ナイフ使いの黒人キチン・ポークだ。

「──一いち億おくだ」

　板垣の声が響ひびいた。先ほどまでの弱々しさは微み塵じんもない、重く低い声こわ音ねだった。

　執行代理人たちが押おし黙だまり、畏い怖ふの目で雇やとい主を見み据すえる。

「……奴だとわかるものを持って来い。首でも、腕うででも、心しん臓ぞうでも──ひとつにつき、一億だ」

　狂きよう気きを宿やどした板垣の双そう眸ぼうから、赤みがかった液体がこぼれ落ちた。

　閃せん光こう。障しよう子じ窓まどが青白く染そまり、シャンデリアが瞬またたいた。

「仕留めてこい。必ず、だ」

　霹へき靂れきの轟ごう音おんが、板垣の唸うなりを吞のんだ。
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　午前十一時五十分。

　板垣邸ていをＬ字型に貫つらぬく長い廊ろう下かに、甲かん高だかい声が響ひびき渡わたった。

「──何だね？」

　呼び止められた蛇へび面づらの男が、従したがえた数名の部下と共に振ふり返った。

「どういうことっ？　私が居い残のこり組だなんて」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、ユリは蘇我に詰つめ寄よった。

　居残り組とは、先さき程ほど終了した作戦ミーティングにおいて、ふたつに分けられた執行代理人チームの一方。クージョ・フェルナンデスに《復ふく讐しゆう法ほう》の裁さばきを与あたえる襲しゆう撃げきチームではなく、依い頼らい主ぬしである板垣光毅を護ご衛えいする守しゆ備びチームだ。

「ここに残ったら、あいつを仕留められないじゃない！」

「おや、おや」

　本気かい、お嬢じようちゃん──といった面おも持もちで、蘇我が笑えんだ。

「社長は、参加するだけでも千の報ほう酬しゆうを出すと約やく束そくされたのだよ？　これは元々、クージョを葬ほうむった者だけが得られるはずだった額だ。守備チームなら、少ないリスクでそれを手に入れられるんだ。感かん謝しやされはしても、文もん句くを言われる筋すじ合あいはないが」

「私を馬ば鹿かにしてるの？」

「とんでもない。私は、社長から君らの指し揮きの一いつ切さいを任まかされている。あらゆるデータを検けん討とうした上で、チームを編へん成せいした。特に君は……この邸やしきに残ってもらうのが上じよう策さくであると確かく信しんしている。香澄お嬢さんは、ちょうど君くらいの歳としでね。心労の激はげしい社長の傍そばに是ぜ非ひ──」

「ふざけないで！」

　怒ど声せいを発し、ユリは半歩退しりぞいた。右手が腰こしの後ろへ回り、ベルトに差したＳＩＧ／ザウエルＰ２４０Ｃを引き抜ぬいた。

　蘇我の蛇面が、険けんを帯おびた。部下たちが一いつ斉せいに背せ広びろの内の得え物ものを握にぎり、蘇我の命令、もしくはユリの次の動きに備そなえた。

「あいつを葬るのは、私よ。他の誰だれでもない」

　か細い指が、トリガーに掛かかった。

「なぜ、そうこだわる？」

　ユリの気を逸そらそうと、蘇我が訊たずねる。この状じよう況きようと距きよ離りでは、部下が行動を起こしても自分が撃うたれるのは確実だ。

「あなたのボスと同じよ」

　ユリの声が戦慄わなないた。

「あいつは、私のかけがえのない人を奪うばった。私の目の前で……だから、私にはあいつを殺やらねばならない理由がある。たとえ、刺さし違ちがえることになったとしても私は──」

　ユリは蘇我をまっすぐに見み据すえた。銃じゆう口こうが下がる気け配はいはなかった。

「私を襲しゆう撃げきチームに加えなさいっ」

　言って、ユリは唇くちびるをきゅっと結んだ。それ以上問もん答どうする気はなかった。

（このアマ……！）

　蘇我の双そう眸ぼうに残ざん忍にんな光が宿った。こいつは本気だ。もはや、撃たれる心配をしている場合ではない──蛇へびの眼めが脇わきの部下へ向けられた。

「やめとけって」

　緊きん張ちよう感かんに欠かける声が、廊ろう下かの角を曲がってきた。

「銃を向ける相手が違ちがうだろ」

　背後からユリの肩かたに手を掛かけ、ショウゴが言った。

「お互たがいに、な」

　切れ長の目を細め、マフィアたちを睨にらみつける。

「邪じや魔ましないでっ」

　ユリは構かまわず、拳けん銃じゆうのトリガーを引きにかかった──指先が痺しびれて動かない。

（利きき腕うでが……どうして？　──この子が肩を押おさえてるせい……？）

　肩に掛けられた手を見やり、ユリは戸と惑まどった。

「……君はつくづく相あい棒ぼうに恵めぐまれている」

　蘇我が表情を緩ゆるめ、部下の臨りん戦せん態たい勢せいを解といた。

「てっ、手を離はなしてよ！　今、話をつけとかないと、あいつを仆たおすチャンスが──」

「──チャンスはあるさ」

　ショウゴが言った。

「狙ねらってるつもりが、狙われていることもある。意外とクージョの方からここへ乗り込んでくるかもよ？」

　冗じよう談だんめかしたショウゴの台詞せりふに、蘇我の頰ほおがひくりと攣つった。

「万が一、そうなった場合に備えての、君たちだ」

　ショウゴと視線を合わせずに、蘇我が言った。

「それが不ふ服ふくなら帰ってもいい、と言いたいところだが、ミーティングの内容を知っている以上、執しつ行こう終しゆう了りようまでは邸やしきを出すわけにはいかない。おとなしく仕事をこなした方が得だと思うがね」

　小さく鋭するどい眼が、唇くちびるを嚙かむユリを窺うかがう。

「よかった。戦力は多いに越こしたことはない」

　ユリが言葉を出せないでいるのを見て、蘇我は満まん足ぞくそうにうなずき、踵きびすを返した。

「……どうしたって言うんだ？　あんなにムキになって」

　遠ざかる蘇我たちを見み据すえたまま、ショウゴが訊きいた。

「もう離して！」

　ユリは質問に答えず、左手で肩かたに掛かかるショウゴの手を払はらった。

　自由となった利きき腕うでの先には、拳けん銃じゆう。しかし、ショウゴはそれを取り上げることはしなかった。安全装置がかかっていたからだ。故こ意いか、失しつ念ねんか、或あるいは知らないのか──何にせよ、この状態で弾だん丸がんが発射されることはない。

「大だい丈じよう夫ぶか、あんた……？」

　ショウゴは、かすかに震ふるえるユリを見上げた。

「放ほうっておいてよ、バカッ！」

　八つ当り気味に返し、ユリはショウゴに背を向けた。ドスドスと廊ろう下かを歩み、七歩めで立ち止まる。

「……ゴメン」

　呟つぶやきが落ちた。

　拳銃を握にぎる右手が、壁かべにゴツンと打ちつけられた。








五　月下の鏖おう襲しゆう









　九月九日、午前四時。

　降ふり続いていた雨が、ようやくあがった。流れる雲の間から、端はしの欠かけた白い天体が、ちらちらと顔を覗のぞかせている。

　彼らはうまくやれるだろうか──窓まど越ごしに空を見上げながら、ショウゴはぼんやりと考えた。ちょうど、蘇そ我がの率ひきいる執しつ行こう代だい理り人にんたちが、襲しゆう撃げきポイントでの準じゆん備びを終おえている頃ころだ。

　場所は、建けん設せつ中ちゆうの地下高速道路のどこか。それ以上は、襲撃チームのメンバーしか知らされていない。クージョ・フェルナンデスは、執行期間中、襲撃を警けい戒かいして、市内の移い動どうに地下を利用しているという。これは内通者からもたらされた極ごく秘ひ情報だ。クージョが開通前の地下高速道路を我わが者顔で使用できるのは、フェルナンデス・コーポレーションが市の開発局に多額の資し金きん援えん助じよを行なっているからに他ほかならない。

「ヘイ、ボーイ！　ンなトコで、黄昏たそがれてんなよ！」

　軽けい薄はくな掛かけ声に、ショウゴの視線が月から落ちた。同時に、暗い窓ガラスに映うつる背はい後ごの光こう景けいが目に飛び込み、うんざりとした気分となる。

　三度目の宴うたげが始まったようだ。

　クージョ襲撃に参加しない居い残のこり組は、昨夜からずっと、板いた垣がき邸ていの二階にあるこの大広間に詰つめ、三、四時間おきに用意される料理と酒で退たい屈くつを紛まぎらわせていた。廊ろう下かを挟はさんだ斜ななめ向かいには、例の畳たたみ敷じきの社長室があり、依い頼らい主ぬし・板垣光こう毅きはそこにいることになっている。一階を重じゆう武ぶ装そうした〈社員〉たち、二階を執行代理人たちで固かためておきながら、本物はこの建たて物もの内にはいなかった。実際の居場所は、母おも屋やと渡わたり廊下で繫つながる東の離はなれ。板垣は、その地下シェルター内に息子むすこら数名の幹かん部ぶと共に身を潜ひそめている。全すべて、蘇我の指示によるものだ。

（これで一人、千の報ほう酬しゆうだと……？　無む駄だ遣づかいにもほどがある）

　ただ飲み食いして時間を潰つぶすだけの同業者たちを振ふり返り、ショウゴは思った。

　居残り組はショウゴとユリを含ふくめて、八人。

　用意された料理をこれでもかと食い続けているナイフ使いのキチン、仕し込こみ錫しやく杖じようを抱だいて瞑めい想そうに耽ふける隻せき眼がんのインド人、肥ひ満まん体たいながら飲み物しか口にしないモヒカン頭、一人タロット占うらないを繰くり返す初老のジプシー、酔よい潰つぶれてしまった自じ称しようカンフーマスター、さらに採さい用よう試し験けんに落ちたはずのテンガイまでもがチームに加くわえられている。広間の隅すみに座すわって、執しゆう念ねん深ぶかくショウゴを睨にらんでいるものの、その顔色は至し極ごく悪い。まだナイフの毒どくが抜ぬけていないのだろう。

　ユリは廊下側の壁かべ際ぎわで行ったり来たりを繰り返していた。手にしたワイングラスは、最初の宴でキチンに無む理り遣やり持たされたものだが、中身の赤は全く減へっていない。

「ヘイ、ヘイ、ヘイ！　ボーイは全然食わねーじゃん？　その身体からだじゃ、ダイエットの必要はあるまいよ」

　キチンが腰こしでリズムをとりつつ、料理を盛もった皿さらを差し出してきた。共に合ごう格かくしたという仲なか間ま意い識しきがあるのか、キチンはやたらとショウゴとユリにおせっかいを焼きたがる。

（──スペアリブか……折おり詰づめにできないかな）

　首を振ふりながら、ショウゴは思った。エイジやリンコがここにある贅ぜい沢たくな料理を目にしたら、飛び上がって喜ぶに違ちがいない。

「ダメ、ダメ、ダメさ。もっと楽しまなきゃよ。それが俺おれっちらの仕事なんだぜ？」

　指先で皿を回し、キチンがおどけた。

「──これのどこが、仕事なのよっ！」

　怒ど鳴なり声が、背はい後ごから返った。

　びっくりしたキチンの指先から皿が落ち、スペアリブが絨じゆう毯たんに散ちらばる。

「目もく標ひようを仕し留とめてこそ、執しつ行こう代だい理り人にんでしょ？　ここに居いたって、何もできやしない！」

　広間に集まる同業者を見回し、ユリが叫さけんだ。

　ジプシーがカードをめくる手を止めた以外、反はん応のうはなし。

　無理もなかった。使命感に燃える執行代理人などほんのわずかだ。ほとんどは、自分の命を賭かけたビジネスと割り切っている。ローリスクで金が稼かせげるなら、それに越こしたことはないのだ。

「オイ、オイ、何をそんなにエキサイトしてるんだ、ジェーン？」

　キチンが、勝かつ手てに付けたあだ名でユリに話し掛かけた。

「攻せめるばかりが、俺っちたちの仕事じゃない。こうして護まもるのもお仕事なんだぜ。そうだよな、ボーイ？」

　ショウゴを振り返り、同意を求める。

　ショウゴは答えず、キチンの向こうに立つユリをじっと見つめた。

　彼女はなぜ、これほど執行にこだわるのだろう──ふっと湧わいた疑ぎ問もんを、すぐにまぶたを閉じて消し去る。

（……俺には関係のないこと、だな）

　心中で苦笑いし、広間の壁かべで時を刻きざむ柱時計へ視線をずらす。

　午前四時二十分。執行開始予定時刻をまわっていた。

　この分だと、ユリはここに残る連中と共に、労せず大金を得えることになるだろう。もう武器代金の支し払はらいを心配する必要はない。手て土産みやげをもらって、朝にはここを退たい散さんしよう──ショウゴはテーブルへ目を向け、日持ちしそうな料理を選び始めた。

　不意に、警けい報ほうが鳴なり、途と切ぎれた。

　誤ご作さ動どう。広間にいる誰だれもが、そう思った。

「……む」

　隻せき眼がんのインド人が瞑めい想そうをやめて立ち上がった。

「匂におう……死し臭しゆうだ」

　前後して、窓の外で閃ひらめきが湧いた。

「何だ、今のっ？」

　モヒカン頭が、巨きよ体たいを揺ゆらして窓まど際ぎわへ駆かけ寄よった。執しつ行こう代だい理り人にんとして、あまりに不用意な行動。

　着ちやく弾だんの蜘く蛛もの巣すが、強化ガラスに張りついた。額ひたいに弾だん丸がんを食らったモヒカン頭が、仰あお向むけにズズンと倒たおれた。

「敵てき襲しゆうかよ！」

　キチンが喚わめき、ショウゴと共に身を伏ふせた。

　窓ガラスが次々と砕くだけ、煌きらめく破は片へんが、ほとんど手付かずの料理に降ふり掛かかった。

（あいつ──何、してるんだ？）

　テーブルの向こうに立ち尽つくすユリを見上げ、ショウゴは小さく舌したを打った。絨じゆう毯たんを叩たたいて身体からだを起こし、手のかかる〈相あい棒ぼう〉へ向かって低く疾はしった。

「──惚ほうけてる場合か！」

　テーブルの下をくぐり抜ぬけたショウゴが、ユリの手からワイングラスを払はらった。腕うでを摑つかんで引っ張り、強ごう引いんに膝ひざをつかせる。

「……ごっ、ごめん」

　かすれ声で、ユリが言った。

　どうやら、正気こちらへ戻もどってきたようだ。ショウゴは少しほっとした。

「いよいよ実戦だ。とりあえず、依い頼らい主ぬしの安全確保が最さい優ゆう先せんだが……？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ」

　ユリが答えた。

「じゃ、行くぞ」

　ショウゴは言うと、壁かべ際ぎわに置いてある自分たちの得え物ものを目もく標ひように定めた。ユリを後ろに従え、横よこ殴なぐりの銃じゆう弾だんの下を足早に移い動どうする。

　周囲に錯さく綜そうする気け配はいから、他の執行代理人たちも、各自行動を起こしているのがわかった。一いつ旦たん、戦せん闘とうに突とつ入にゆうしたらそれぞれのやり方で職しよく務むを遂すい行こうせよ──それが、蘇我から居残り組へ与あたえられた指令だった。

　ショウゴは手を伸のばして、リュックを引き寄せた。チャックを開き、ユリでも扱あつかえそうな得物を素す早ばやく選ぶ。

「──こいつは引き金が軽い。射うつ時以外、トリガーに指を掛かけるなよ」

　安全装置を外はずした短たん機き関かん銃じゆうステァＴＭＰをユリに手て渡わたし、ショウゴが言った。

「これだけ？　あっちに立て掛けてあるヤツの方がいいわ」

　ユリが試験の時に携けい行こうしていたアサルトライフルを指差した。

「バカ言え」

　ショウゴがにべもなく却きやつ下かする。

「これは試験の時とは──」

　言葉を切り、ショウゴはユリへ抱だきついた。

　倒たおれた二人の上を炎ほのおが通つう過かし、壁際の得物をべろりと舐なめる──火か焰えん放ほう射しや。

「てめえに武器なんて必要ねえぜ、小こ僧ぞうぉ」

　テンガイの嘲あざけりが聞こえた。

「あのタコ……っ」

　ユリが上体を起こし、右手の短機関銃をもたげた。

　バ、バ、バ、バ、バ、と銃じゆう口こうが吠ほえた。

　短機関銃の片手射ちは、的まとを絞しぼるのが難むずかしい。案あんの定じよう、ユリのステァＴＭＰは跳はね上がり、天てん井じよう照しよう明めいを斜ななめに砕くだいた。

　闇やみが、広間を染そめた。

「もういいっ」

　ショウゴはユリの手を摑つかみ、射しや撃げきを止やめさせた。

　背後で、バチバチと火が爆はぜた。

「まずいっ……ここから出るぞ！」

　ショウゴはユリを抱き起すと、出口へ駆かけた。

　引火した弾薬が、巨きよ大だいなネズミ花火の終わりの如ごとく、連続で弾はじけた。




　　　　◆




　午前四時三十分。

　板垣邸てい、母おも屋や二階。

　半開きの扉とびらを蹴け破やぶり、黒衣の武装集団が大広間へ傾なだれ込んだ。

　横並びに咲さく、マズルフラッシュ。消音器サプレツサーを付けた銃口が、風か邪ぜをひいた小鳥の囀さえずりを発して、９ミリパラベラム弾だんを連続で吐はき出す。

「やめろ！」

　黒衣の一人がポルトガル語で叫さけび、銃撃を制した。

　顔面を墨すみ色いろに塗ぬった男たちが戦せん果かを確たしかめるべく、炎ほのおに照らされた室内に目を凝こらす。

　窓まど際ぎわに、肥ひ満まんしたモヒカン男が倒たおれている。死体はそれだけ。あとは、ズタズタのソファーに、傾かたむきかけたテーブル、銃弾が食い散らかした料理。

「ここはハズレだ」

　リーダーらしき男の言葉に、武装集団が緊きん張ちようを解とく。

　死体が動いたのは、その直後だった。

　奇き声せいがモヒカン男の下から飛び出し、集団の間を駆かけ抜ぬけた。

　眉み間けん、喉のど、脇わきの下──ノーガードの部位を拳こぶしで打たれ、襲しゆう撃げき者しやたちが床ゆかに転ころがる。

「……弱すぎる」

　スウェットの上下に身を包んだ東洋人が、酒さけ臭くさい息いきを吐はきつつ、襲撃者たちを見下ろした。

「オー、グレイト！」

　嬌きよう声せいに、拳けん法ぽう使いの目が跳はねた。

　新たな襲撃者。

「それに比くらべて、だらしのないこと！」

　呻うめきをあげる仲間を平然と踏ふみ付け、お手上げポーズをしてみせる。

「あんたたち、それでも元国防軍兵士？　そんなだから、革かく命めいが成功しちゃうのよ？」

　女だった。金きん髪ぱつのショートレイヤー、目め鼻はな立だちのくっきりした南米系の顔立ち。ジャングル迷めい彩さいのアーミースーツとベルトポーチの他ほかは、何も身に付けていない。

　亡ぼう命めい前、クージョが身しん辺ぺん警けい護ごのために抱かかえていた私設軍隊の残党。革命軍のゲリラたちにアマゾネスと恐おそれられた彼女たちがいなければ、クージョの国外脱だつ出しゆつは不可能だったとさえ言われている──モヒカン頭の同業者がしたり顔で話していたのを、拳法使いは思い出した。

「……貴き様さまも手ブラか……楽しめそうだ」

　女の手に得え物ものがないのを見て、拳法使いは満まん足ぞくの笑えみを浮うかべた。

「あら、さっそくお相手してくれるの？」

　女は笑みを返しつつ、拳法使いをしげしげと眺ながめた。

　構かまえに安定感がなく、足元もふらついている。

「ちょっとぉ、大だい丈じよう夫ぶ、先生？　かなり酔よってるみたいだけど」

「……酔すい拳けんを知らぬか？」

　拳法使いが、ヒックと肩かたを震ふるわせた。

「オー、スイケーン！　知ってるよ！　東洋の神しん秘ぴ、憧あこがれちゃうね！」

　女が、つと前へ出た。瞬しゆん間かん、疾しつ走そうに移うつっていた。

　繰くり出される女の両手を、拳法使いがゆらゆらと左右に躱かわし、攻こう撃げきの連れん鎖さが終わるのを見切って、拳こぶしを見み舞まった。

　女が、忽こつ然ぜんと消え失うせた。

「キャハ！」

　笑い声が、拳法使いの頭上で湧わいた。

　まるで、曲芸。天てん井じようを駆かけ、後方へ降おり立った女を振ふり返り、拳法使いは驚きよう嘆たんの唸うなりをあげた。

「ガッカリだわあ」

　女が言った。

「私の攻撃を全っ然、躱せないなんて」

　馬ば鹿かを言うな、と拳法使いは思った。擦かすっただけで、一撃も──自分の身体からだにちらと目をやり、息いきを吞のんだ。

　何かが付けられていた。潰つぶれた団だん子ごのような塊かたまり。その中央で親指大の黒い箱はこがダイオードの煌きらめきを放っている。両の腕うでと腿もも、頭の上にも違い和わ感かん。

「何のマネだ？」

　拳法使いは、左ひだり肩かたの塊に手を掛かけた。

「ボム！」

　と、女が言って、拳法使いの左腕が吹ふき飛んだ。

「ボム！」

　右腕。

「リモコン、バクダーン」

　女は小首を傾かしげて、タネを明かした。

「武、器とは……ひっ、卑ひ怯きような……！」

「あら、私は手ブラだなんて言ってないわよ？」

　クスクス笑い。

「アディオス」

　ウインクし、女は残る起き爆ばくスイッチを、ぎゅうっと握にぎり締しめた。




　　　　◆




　午前四時三十九分。

　板垣邸てい、前庭。

　タロットカードが宙ちゆうを舞まった。つむじ風に踊おどる落葉のように、円えん陣じんを成なした。

　円陣の中に、白の混まじった茶色い髪かみをなびかせてジプシーの男が立っていた。自分を追ってきた黒衣の集団が、円陣の外にさらなる円陣をつくるのをじっと見つめていた。

　やがて、ポルトガル語の号令が飛んだ。黒い円陣が震ふるえ、サブマシンガンの群むれが一いつ斉せいに囀さえずった。

　ピシ、ピシと着ちやく弾だん音おんが湧わき、その数だけカードが落ちた。

　ジプシーは、無傷だった。マジシャンの手て捌さばきで、ジャケットの袖そで口ぐちから次々とカードを取り出しては、円陣に加えていく。

「──退ひけ」

　射うち続ける黒衣の集団の後方で、女の声があがった。

　ドラグノフを携たずさえた狙撃者スナイパー、マーガレット・バニオニス。

　男たちが囲かこみの一部を解とき、射つのを止やめた。

　三歩前へ出て、マーガレットはドラグノフを構かまえた。

　開かれた〈眼め〉が、宙を舞うカードの群れを透とう過かし、内側のジプシーを赤く色付けした。

　発射。

　狙ねらいも射撃も、完かん璧ぺきだった。しかも、ドラグノフの弾だん丸がんは、短たん機き関かん銃じゆう弾とは段だん違ちがいのハイパワー。金きん属ぞく板ばんを仕込んでいると思われるカードが行く手を阻はばんだとしても、容よう易いに貫つらぬき、目もく標ひようを仕し留とめるだろう。

　必殺の弾道は、しかし、中ちゆう途とで切れた。

　黒衣の集団は何が起こったのか、わからなかった。

　だが、マーガレットの〈眼〉は、一いち部ぶ始し終じゆうを捉とらえていた。

　ジプシーの周まわりを流れるカードの一部が、ライフル弾の行く手に幾いく重えも並ならんで、進行を阻んだのだ。

「……物体賦活アニメーシヨン」

　マーガレットは呟つぶやきを落とした。

　物体賦活アニメーシヨンは、念ねん動どう力りよくの一種。ジプシーの円えん陣じんはマジックなどではなく、マーガレットの透とう視しと同じ、《能力者パワーズ》の《力》によるものなのだ。

「近いが、ハズレだ」

　ジプシーが返した。

　直後、弾丸を受けて芝しば生ふに落ちていたカードが、一斉に周囲へ飛び散った。

　射ち落とせたのは、マーガレットだけだった。

　黒衣の八人が、顔面をカードに割られて転てん倒とうした。

　マーガレットは続けてトリガーを絞しぼった。狙ねらいを変えて放った弾丸は、ことごとくカードの迎げい撃げきに遇あって墜つい落らくした。

「私は、帯たい磁じ念動力者だ」

　ジプシーが、両手にカードを広げた。

「物体賦活アニメーシヨンや念動力では、多数の目標を同時に捉えることは至し難なん。ましてや、弾丸など……だが、強力な磁気を吹ふき込んだこのカードなら、接近する金属に反応し、自動で阻んでくれる。もちろん、金属を身につけた対たい象しようを捕ほ捉そくするのも、自動……透視能力者の君では私に勝てんよ？」

　ジプシーの足元で、ライフル弾だんと相あい討うちした複数のカードが、ごそごそと蠢うごめいた。

　あれら全すべてを射うち落とすことは、不可能。しかし、身につけた金属を外はずす時間などない──マーガレットは無言でライフルを構かまえた。

「私と対したことを、不幸に思い給たまえ」

　ジプシーが笑えんだ。そのまま、白目を剝むいて、くずおれた。

「磁力じゃ、ワタクシの毒どく気けを防ふせぐことは無理さネ」

　月光の射ささぬ、闇やみの中から声が聞こえた。

「ブレア、か」

　マーガレットが同どう胞ほうを見み極きわめ、名を呼よんだ。

「あんたが風かざ上かみで、よかったさネ」

　ドレッドヘアの女が、暗がりから抜ぬけ出てくる。

「助かった」

「他に手伝うことある？」

「いや……キリー隊たい長ちようのサポートを頼たのむ。外へ逃にげてくるオス犬どもは、私が狩かる」

「あいあいさ、ネ」

　闇へ退き、ブレアが答えた。




　　　　◆




　午前四時五十分。

「シット！　ビッチ！」

　汚きたない言こと葉ばと交こう互ごして、扉とびらを蹴けりつける音が響ひびいた。

　板垣邸てい、母おも屋や一階の北廊ろう下か。キッチンと風ふ呂ろ場ばの間を抜けた先──地下へと続く階かい段だんの入り口は、重たげな鉄扉で固かたく閉とざされていた。

「おい、開あけろって、旦だん那な！　この抜け道は俺っちが教えてやったんだろうが！」

　先行し、扉を閉とざしてしまった裏切り者へ向かって、キチン・ポークが喚わめいた。

「教えたのは、拙せつ僧そうであろうに」

　傍かたわらに立つ隻せき眼がんのインド人ナクナムが呟つぶやく。武ぶ骨こつな容よう姿しに似に合あわず、情報収集力に長たけた彼は、母屋から離はなれに通じる地下通路の存在を知っていたのだ。

「俺っちのナイフじゃどうしようもねえ。坊ぼうさん、あんたの杖つえでひとつ頼たのむわ！」

「それは無理だ。この扉は防ぼう爆ばく仕し様ようとなっている」

　ナクナムがあっさりと首を振ふった。

「む……来たぞ」

　オレンジ色の僧衣が、キチンと背中合わせに前へ出た。

「行き止まりなら、逆ぎやく戻もどりしかあるまい」

　ここへ辿たどり着くまでに仆たおした黒ずくめの男たちを見み渡わたし、殺気の流れこんでくる廊下の角に焦しよう点てんを絞しぼる。

「マジで言ってんのかよ？」

　キチンが振ふり返った。

　曲がり角に、こちらを窺うかがう黒くろ塗ぬりの顔が半分見えた。

「……先さき程ほどは不意を突つけたが、今度はそうはいかぬようだ」

　角を曲がって現われた襲しゆう撃げき者しやたちを目で数え、ナクナムが言った。全部で、八人。堂々と姿をさらしたのは、こちらが火器を持たぬことを確かく認にんしたからだろう。得え物ものは、南米で最もポピュラーなサブマシンガン、タウルスシリーズ。

「降こう参さんするっきゃねーぜ？」

「仲間の仇かたきを許ゆるしてはくれまい」

　ナクナムは、廊下に転がる黒ずくめの死体を顎あごで指した。

「参まいる」

　突つき出した両りよう腕うでの先で、錫しやく杖じようが、ふおんと回った。

　走りだしたナクナムに対し、八つのタウルスが低く囀さえずった。

　ナクナムの回す錫杖の〈盾たて〉に火花が咲さき、パラベラム弾だんが壁かべ、天てん井じように突き刺ささった。

「す、すげえぜ、坊さん！」

　キチンが床ゆかに伏ふせ、かすれた賛さん辞じを口にする。

　だが、ナクナムの技わざも、殺さつ到とうする銃じゆう弾だんを完全に禦ふせいでいたわけではなかった。

　回転する錫杖を擦すり抜ぬけた弾丸が、ナクナムのまとう僧そう衣いに、ひとつ、ふたつと朱しゆ点てんを打った。

「う、ぬ……！」

　ナクナムが唸うなりをあげた。

　錫杖の両りよう端たんから、煌きらめく刃やいばが迫せり出した。

　あと三歩も間ま合あいを詰つめれば、次の技が繰くり出せた。

　無念──最さい期ごの言葉は、声にならなかった。錫杖の先が床を削けずって、回転を止めた。ナクナムも壁にもたれて動かなくなった。

　銃撃が止やんだ。カートリッジ交こう換かんのインターミッション。

　キチンは胸むねポケットを叩たたき、内にある携けい帯たいディスクのスイッチを入れた。耳じ孔こうに差したワイヤレスホーンに、ラップのリズムが流れてくる。

「……さてと、何人仆たおして、死ねっかな」

　歌うように呟つぶやき、キチンはナイフを両手に仕込んだ。

　囀りが、再び起こった。

　キチンは跳はね起き、両腕をしならせた。

　黒衣の集団が、短い悲鳴を連つらねてくずおれた。

　キチンのナイフは、まだ手の中だった。

「──ジェーン！」

　折り重なる黒衣の向こうに人ひと影かげを認みとめ、キチンが声をあげた。

「何なのよ、ジェーンって？」

　ステァＴＭＰを構かまえたユリが、聞き返した。

「やるじゃねーか、さすがは金きん的てき蹴げり──」

　言い掛かけて、キチンは唇くちびるをすぼめた。得え物ものを持つユリの手に、別の手のひらが重ねられている。

「やっぱり、ボーイの仕し業わざか」

　ユリの背後から出てきたショウゴに、キチンが肩かたをすくめてみせた。

「また、助けられたな。とりあえず、礼は言っておくぜ、ボーイ」

「たまたまとついでが重なっただけだ。気にするな、オレッチ」

　ショウゴが返し、にやりと笑った。

「おい、俺ぁ、キチンだよ！　俺っちてのは、口グセで……まあ、いいや。それよりよくここがわかったな？」

「彼女が道に迷まよったおかげだ」

「私のせいにしないでよっ」

「俺は、あんたに付いていただけだが」

「だから、あんたって呼ぶのは──」

「まあ、まあ、まあ、メオトマンザイってのは仕事の後にして、な？」

「なっ……何で、この子と夫ふう婦ふなのよっ？」

「古い日本語を知っているんだな？」

「へへ、俺っちはこれでも大学出のインテリなんだぜ。東洋思想についても造ぞう詣けいが……」

「話を逸そらすな！」

「で、そのインテリがここで何を？」

「何って──そうだ、テンガイの野や郎ろう！」

　キチンが鉄てつ扉とびらを振ふり返り、蹴けりを入れる。

「テンガイって、あのタコボウズ？」

「ああ、奴やつが離はなれへの抜ぬけ道を塞ふさぎやがったんだ！　そのせいで坊ぼうさんが……」

　キチンは歯は軋ぎしりし、もう一度、扉を蹴った。

「──やってみよう」

　小こ柄がらな身体からだが、キチンの横に並んだ。

「少し、うるさいと思う」

　左手を扉の中央に当て、ショウゴが言った。

「おい、冗じよう談だんよせよ。こいつは防ぼう爆ばく──」

　耳をつんざく、金属の悲ひ鳴めい。

「……開いたぞ」

　ショウゴが左ひだり拳こぶしを引くと、ひしゃげた扉の右側がギィと呻うめいてすき間をみせた。

　キチンは耳鳴りに目を白黒させ、ユリを振り返った。彼女も耳を塞ぐのが間に合わなかったらしく、同じような表情をしている。

「どうしたんだ二人とも？」

「な、何ともねーのかよ、ボーイの手」

「言ったろう？　俺の左は特別製だ」

　平然と、ショウゴが答えた。




　　　　◆




　急な階段を三階分ほど下ると、空気が変わった。肌はだにまとわりつくように重たく、ひんやりと冷たい。

　灯あかりは、コンクリの壁かべ伝づたいに下がる工事現場用の電気ランプ。通路幅はばは乗用車が余よ裕ゆうで通れるくらい広く、うすぼんやりとしか見えない天てん井じようはその倍近くの高さがある。

「殺さつ風ぷう景けいで、不ぶ気き味みなトコね」

　ユリが誰だれとはなしに話し掛かけた。

「何でも、セカンドウォーで、あんたらの先せん祖ぞが拵こしらえたモンらしいぜ？」

　キチンの言うセカンドウォーとは、第二次大戦のことだ。恐おそらく、旧日本軍が本土決戦に備そなえ、あちこちに作った防ぼう空くう壕ごうのひとつなのだろう。

　通路には幾いくつもの分ぶん岐きがあり、その先もさらに左右に分かれている。三人はとりあえずライトの配はい置ちがまばらではない〈本道〉を進むことにした。

「確か、倉そう庫こって聞いてたけど、何もねーよな」

　先頭を行くキチンの声が、天井で反はん響きようした。

「完成した時には、戦争も終わってた……たぶん、そんなところだ。何かあるとしたら、敗戦を嘆なげいて自決した兵士のガイコツくらいだろうな」

　しんがりのショウゴが言った。

「何で、コワイ話すんのよっ？」

　真ん中で、ユリが怒おこった。

「──っとお！」

　右へ曲がりかけたキチンが半歩退き、後頭部がユリの額ひたいにごちんと当たった。

「痛ったあ……」

　頭を押おさえ、涙なみだぐむユリ。

「どうした？」

　ショウゴが前へ出てくる。

「戦没者だぜ？　ガイコツにはなってねーみたいだけど」

　キチンはそろそろと角かどを曲がった。

　文もん句くを言いたげなユリの鼻はな先さきに人差し指を突つき出してから、ショウゴも後に続く。

　異い臭しゆうが漂ただよっていた。きな臭くさく、それでいて甘あまたっるい匂におい。

「ほら」

　キチンがライトのひとつを持ち上げ、前方の隅すみにスポットライトを当てる。

「……うぐぅ」

　ショウゴの背中で、ユリが呻うめいた。

　もがくような姿で固かたまった、黒くろ焦こげの焼しよう死し体たい。だが、周まわりに火の気はない。それどころか、コンクリ床ゆかはしっとりと湿しめっていた。

「おいっ、ボーイ？」

　キチンの制せい止しを無む視しして、ショウゴは死体へ歩あゆんだ。

　近づくごとに異臭が増まし、靴くつ底ぞこがぴちゃぴちゃと音をたてる。

「──こいつは、あのスキンヘッドだ」

　死体の身元をショウゴが告げた。

「テンガイだって？」

　キチンが息いきを吞のむ。

　抜ぬけ駆がけに成功したテンガイは、板垣の離はなれを目指す途と中ちゆうで、何者かに焼き殺されたのだ。火か焰えん放ほう射しや器き使いとしては、実に皮ひ肉にくな死しに様ざまだ。

　ぴちゃり。

　濡ぬれた足音が、かすかに聞こえた。

　ショウゴではなかった。ユリもキチンもその場を動いていない。

　ウフフフ……。

　笑い声が、足音に加わった。

「──後ろだ！」

　ショウゴが指差した。

　身体からだを黒いマントで覆おおった金きん髪ぱつの女が、ユリたちの背後で、ハァイと言った。

　まるで水から上がったばかりのように、ずぶ濡れている。

　ユリは振ふり向き様ざまに、ステァＴＭＰを構かまえた。が、女の碧へき眼がんに見つめられ、引き金を引くのを躊ちゆう躇ちよした。

「何してんのっ？　こいつは敵だぜ、ジェーン！」

　叱しつ咤たするように声をあげ、キチンがナイフを投げた。

　マントが翻ひるがえり、ナイフを吞んだ。飛沫しぶきが雨の如ごとく、通路にいる三人へ降ふり掛かかった。

　黒マントがびちゃりと床へ落ちた。女の姿はどこにもない。

「──何、これ？　甘あまい匂においがする」

　小鼻をひくつかせ、ユリが言った。

「毒かもしれねーぜ？」

　キチンの言葉に、ユリは口元の液体を慌あわてて拭ぬぐった。

「……飲んでも死なないわよ」

　声と共に、滴したたりが二人の頭へ落ちてきた。

「うわっち！」

　キチンが後あと退ずさって、上を見上げた。

　全ぜん裸らの女が全身から雫しずくを滴したたらせ、俯うつぶせで天てん井じように張りついている。

「濡れたって平気よ？　それだけじゃ、ただの甘い水だもの。けど、こうすると……」

　女が、唇くちびるをすぼめた。

「何してる！　攻こう撃げきしろ！」

　ショウゴが叫さけび、電子制御銃ブラスターを抜ぬいた。

　ユリは相あい変かわらず動けない。妖よう艶えんな肢し体たいに見み惚とれていたキチンだけが、はっと我われに返った。両手のナイフを女めがけて投げ上げた。

　翻った女の裸体を、ナイフがつるんと滑すべった。

「ぷっ！」

　女が、唇の間から緑がかった液体を飛ばした。

　キチンは第二投の体勢を崩くずし、仰のけ反ぞった。

　液体は、床ゆかを濡ぬらす甘い水の上に落ちた。途と端たん、炎ほのおが床から噴ふき上がり、空気がボウッと震ふるえた。

「あっちっち！」

　キチンは、立ち尽つくすユリに身体からだをぶつけて飛びのいた。

「ウフフ、私の内と外から湧わいてくるふたつの液体……それぞれは無害だけど、合わさるとご覧らんの通り。ステキでしょう？」

　女が微笑ほほえみ、再び唇をすぼめた。

　同時に、ショウゴの電子制御銃ブラスターが火を吹ふいた。

「シャ──！」

　乳ち房ぶさを揺ゆらし、女が吠ほえた。天井を滑るように後退し、曲がり角へ消える。

「ヘイ！　何外はずしてんだよ、ボーイ！」

　自分のことを棚たなに上げ、キチンが喚わめいた。

「俺たちが被かぶった液体には、シェルトリンが混まじっている」

　ショウゴが言った。

　シェルトリンは、世界暴動後に実用化されたロケット用の液体燃料。揮き発はつ性せいが低く、ぺアとなるクルエンとの化学反応でしか燃ねん焼しようすることはない。前者は無む色しよく透とう明めいでハチミツに似にた香かおりを有し、後者は緑色で無む臭しゆう、そしてどちらも生体や環かん境きようへの影えい響きようが皆かい無むに等ひとしいことから、欧おう州しゆうを中心に使用されている。

「あの女をぶち抜ぬいたら、中身がこぼれて、ドカンだろ？」

「ち、違ちがいねえ」

　キチンはごくりと唾つばを飲み込んだ。

「何よ……？　何なのよ、今のはっ？」

　ユリが上うわ擦ずった声で、訊きいてくる。

「先を急いだ方がいい」

　質問に答えず、ショウゴが手て招まねきをした。

「賛さん成せいっ、妖よう怪かい退たい治じは専門外だ」

　キチンが走り、ユリが続いた。

〈本道〉を突つき進む三人の後方から、毒どく蛇じやの威い嚇かく音おんにも似た叫さけび声が近づいてくる。あちこちで弾はじける爆ばく炎えんの閃ひらめき。光と影かげが織おり成なす幾き何か学がく模も様ようが、壁へき面めんを染そめては消えていく。

「ねっ、あれっ、出口じゃないっ？」

　息を切らせて、ユリが言った。

　前方に階段が見える。距きよ離りにして、二十メートル足らず。

「間違いねー！」

　キチンが返し、直後、疾しつ走そうに急ブレーキを掛かけた。

「わっ、わっ？」

　ユリは上体を引いたが、下半身が止まらず、バランスを崩くずして尻しりもちをついた。

「痛ったぁ、また、急に……！」

「座すわっちゃダメだ、ジェーン！」

　キチンがユリの襟えり首くびを摑つかんで引っ張った。

「ガスだぜ、チクショー！　あの階段から流れてくる。ここはまだ膝ひざくらいの高さしかねーけど、向こうはもう充じゆう満まんしてる。俺っちが気づかなきゃ、突っ込んでたとこだ」

　キチンが早口でまくしたてた。

「あらら、バレちゃったさネ」

　声と気け配はいが、前方の階段に湧わいた。

「毒どく気けの成分を薄うすめたせいで、かすかに匂においがついちまったようだね。これだから、仲間と組むのはイヤさネ。おかげで本気を出せやしない」

　ブツブツと愚ぐ痴ちをこぼしつつ、ドレッドヘアの女が下りてくる。

「言ってくれるわねえ、ブレア。私の狩かり場ばに勝かつ手てに入り込んで」

　仲間の声が、ショウゴたちの後方より返った。

「ホントのことさネ、ジャネット？　ワタクシが本気を出してたら、あんたも含ふくめて、ここにいるヤツらは、みんな白目を剝むいて倒たおれてるとこさネ」

　ため息混じりにブレアが言った。

「シャアアアアッ」

　ジャネットが毒どく蛇じやの唸うなりを返し、幾いくつかの爆ばく炎えんが分ぶん岐き路ろで閃ひらめいた。

「お黙だまり、ブレア！　これ以上、余よ計けいな口をきいたら、あんたも焼いてやるから！」

「あらコワイ。じゃ、ワタクシはここで見物させてもらうさネ」

「手を出したら、承しよう知ちしないわよ？」

「あいあい、さ」

　おどけて敬けい礼れいしてみせる女の姿が、ショウゴの視界の中で、三重にぼやけた。

「これは……？」

　ショウゴは構かまえた電子制御銃ブラスターを下げ、こめかみを押おさえた。

「たぶん、ＢＺ（中ちゆう枢すう神しん経けい低てい下か剤ざい）系のガスだ。それも皮ひ膚ふから浸しん透とうするやっかいなタイプだぜ。他ほかにもヤバイ匂においが混じり出してる──こっから離はなれねえと！」

　キチンがショウゴの肩かたを叩たたいた。

「ほら、獲え物ものが逃にげ出したさネ？」

「わかってるわよ！」

　女たちのやりとりが、分岐路へ入った三人の後ろで響ひびく。

「一体、どこへ行こうってのよっ？」

　まばらにライトが下がる分岐路を右へ左へと曲がるキチンに、ユリが訊きいた。

「よくわからねー」

　いい加か減げんな答えを返し、キチンが再び右へ曲がる。

「とりあえず、逆ぎやく戻もどりし──」

　キチンは絶ぜつ句くした。

　行き止まり。その天てん井じよう近くには、一メートル四方の横よこ孔あなが口を開あけている。恐おそらく、空気取り入れ口だろう。

「ヤバッ、バックオーライだ！」

　踵きびすを返した三人の前方で、爆炎が閃いた。

　交差する通路の天井を横切る、四つんばいの女。

　ショウゴが電子制御銃ブラスターを射うったが、外れた。

「シット！　巻まいたつもりだったのに！」

「強行突とつ破ぱしかあるまい」

　ショウゴは電子制御銃ブラスターをホルスターに戻した。ユリの得え物ものを摑つかみ取り、フルオートモードに切り替かえる。毒気に当てられ狙ねらいが定まらぬ以上、単発より弾たまをばらまける短機関銃の方がいい。

「──いや、そいつはムリだぜ、ボーイ」

　スンスンと鼻を震ふるわせ、キチンが言った。

「ガスの方も追いついてきてやがる」

「じゃあ、どおするのよぉ？」

　ユリは半泣きだ。

「ボーイ、あそこへ上れるかい？」

　キチンが、行き止まりの天てん井じようへ親指を向けた。

「あの横孔のこと？　あんな高いとこ、ハシゴもなしでどうやって──」

「何とかなる」

　ユリを遮さえぎり、ショウゴは行き止まりへと歩んだ。横孔まで四メートル弱。ガスのせいで本調子ではないが、これくらいなら問題なかろう。

「ボーイが先に行って、手を伸のばす。俺っちがジェーンを担かつぎ上げるから、引き上げてくれ」

「わかった」

　ショウゴはうなずくと、その場にしゃがんだ。

　立ち上がりの動作が、そのまま垂すい直ちよくジャンプに繫つながった。左手が孔の縁ふちに掛かかり、小こ柄がらな身体からだを引っ張り上げる。

「すごい……あのコ」

「おら、次はジェーンだ。早く肩かたに乗れって」

　キチンが行き止まりに手を突つき、膝ひざを落とした。

　ユリが遠えん慮りよがちに両足を乗せると、キチンは一気に立ち上がった。

　横よこ孔あなから身を乗り出したショウゴが、伸ばされたユリの手首を摑む。

「……手伝ってあげようか？」

　囁ささやきが、三人の上に落とされた。

「うわああっ？」

　振ふり仰あおぎ、キチンが叫さけんだ。

　濡ぬれ女が、間ま近ぢかの天井に張りついていた。

「バァイ」

　女が、ゆっくりと唇くちびるをすぼめた。

　緑の液体が放射線を描えがき、ユリの両足へ下った。

　化学反応による爆ばく発はつと、くぐもった悲鳴。

　キチンだった。身を翻ひるがえして右手を掲かかげ、液体を受けとめたのだ。

「早くっ……上げてやれ、ボーイ！」

　支ささえを失い、宙ちゆうぶらりんとなったユリを見やり、キチンが言った。

　ショウゴはユリを引き上げるや、ステァＴＭＰを発射した。

　着ちやく弾だんの火花に追い立てられるように、女が天井を後あと退ずさった。

「──大だい丈じよう夫ぶか、オレッチ！」

「来るな！」

　身を乗り出そうとしたショウゴへ、キチンが怒ど鳴なった。

「ガスが、もう俺っちの頭の上まできてる。毒慣なれしてる俺っちでもクラクラきてるんだ。ボーイじゃ、イチコロだ。いいから……先へ行け」

「何言ってんの！　手を伸のばしなさいよ！」

　ユリがショウゴの横から顔を出す。

「悪いな、ジェーン。あんまり派は手でに立ち回ってたせいで、昨日きのうボーイに刺さされた腹の傷口が開いちまったみたいでよ？　ノリのいいジャンプはできそうにねえ。俺っちは別ルートで行くぜ」

　キチンがウインクを返し、そしてショウゴを見み据すえた。

「急ぎな、ボーイ」

「──これを」

　ショウゴが、ステァＴＭＰを差し出した。

「ノーサンキューだ。インテリの俺っちは、自分なりの哲てつ学がくをもって、この仕事に臨のぞんでいる。ひとつは、強い奴やつと組む。ひとつは、道具に火器は使わない……それと、受けた恩おんは必ず返す──あんたたちには、二度も助けられてる。いーかげん、俺っちにもカッコつけさせろって」

　キチンは人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべ、火傷やけどした右手を〈行け〉と振ふった。

「カッコつけさせろって……あなた死ぬつもりでしょ？　死んだら、おしま──」

「──いつか、また遇あおう」

　ユリの頭を押おし込め、ショウゴが言った。

「ああ、なるべく現世こつちでな」

　キチンが返し、左ひだり腕うでを振り上げた。

　ナイフが、ショウゴたちを狙ねらって放たれた閃ひらめきを弾はじき、前方に現あらわれた敵の真横をかすめる。

「──行ったか、ボーイ？」

　ドレッドヘアの女を睨にらみつつ、キチンが訊きいた。

　後ろからの返事はなかった。

「へへ……死ぬつもりかだって？」

　ユリの言葉を思い出し、キチンは独ひとりごちた。

「そんな気、さらさらねーよ」

　袖そで口ぐちから新たなナイフを取り出す。

「ワタクシの針はりを墜おとすなんて、大したナイフ捌さばきさネ」

　ドレッドヘアの女が口を開いた。

「ブレア！　邪じや魔まするなって言ったでしょう？」

　喚わめき声が、分ぶん岐き路ろの天てん井じようから近づいてくる。

「あんた、ブレアってのか？　へへ、俺っち好みだぜ？　天井のお仲間より、ずっとセクシーだ」

「アハハハハ！　面おも白しろい男さネ！　ワタクシの毒気を浴あびて、まだ、そんな褒ほめ言葉が言えるなんて」

　ブレアが笑った。

「私のどこが、この娘コに劣おとるっての？」

　ブレアの頭上に現われたジャネットが、ヒステリックに吠ほえた。

　ブレアは、既すでに、次の攻こう撃げきの準じゆん備びを終おえていた。仲間には一いち瞥べつもくれず、対たい峙じするキチンをじっと見つめた。

　嬌きよう声せいが迸ほとばしり、ブレアの左右から閃きが飛び出した。

　キチンの動作も、ほぼ同時だった。残るナイフの全すべてを、正面へ投げつけた。

　甲かん高だかい衝しよう突とつ音おんが連続し、両者の得え物ものが組を成なしてコンクリを跳はねた。

「……シット」

　呻うめいたのは、キチン。

　彼の投げたナイフの数は、ブレアの針にわずかに及およばなかった。

　身体からだの数か所に針を突つき立たせ、キチンはがくんと両りよう膝ひざを落とした。

「お見み事ごとさネ」

　ブレアが死にゆく男へ賛さん辞じを送った。勝敗を分けたのは、運。決してどちらかの腕うでが劣おとっていたわけではない。

「止とどめは、私が刺さすからね！」

　体液を滴したたらせ、ジャネットが天井を這はった。

「もう死んでるさネ」

　ジャネットは聞く耳持たず、うな垂だれたキチンの前に降おり立った。全身を覆おおう体液のおかげで、彼女は刃は物ものだけでなく、皮ひ膚ふから浸しん透とうするタイプの毒ガスも、ある程てい度ど防ぐことができる。

「黒い顔を、もっと黒くしてあげる」

　仲間の言葉に、キチンと同じ肌はだの色を持つブレアが眉み間けんを歪ゆがめて舌したを打つ。

　ジャネットは覆おおい被かぶさるようにキチンを見下ろし、唇くちびるをすぼめた。

「うっ──？」

　濡ぬれた裸ら身しんがぶるっと震ふるえた。

「──ビンゴォ」

　うな垂だれた頭が言葉を発し、のろのろと上がった。

　キチンの左手がジャネットの腹部に当てられている。

「し……信じられないさネっ？」

　ブレアが針を手にして、身み構がまえた。が、ジャネットが障しよう害がいとなって攻こう撃げきできない。

「悪いな、セクシーガール。俺っちは色んな毒に免めん疫えきのある特とく異い体たい質しつでよ？　特にこの針に塗ぬってあるブゥードゥー蜂ばちの体液にゃあ、めっぽう強くてねえ。へへ、ザーンネン」

　左手に持つブレアの針をわずかに引き、キチンが言った。

「はっ、針を抜ぬいちゃダメさネ！　そんなことしたら──」

　ブレアが言い終わらぬうちに、キチンの焦こげた右手がジャネットを突つき飛ばした。

　針が腹部から抜け、緑色の液えき汁じゆうが傷口から噴ふき出した。その先には、コンクリ床ゆかを濡らす甘あまい水。

　爆ばく炎えんがあがり、胃い液えきを噴き続けるジャネットへ逆流した。

「ド・ド・ド・ドカーン！」

　炎ほのおの中で、キチンが陽気に身をくねらせた。




　　　　◆




　石いし灯どう籠ろうを模もした地下空くう気き孔こうの出口から這はい出すと、そこは広大な前庭の外はずれだった。

　数十メートル先に、平ひら屋やの建たて物ものが見えた。位置的に、あれが板垣光毅の潜ひそむ離はなれに違ちがいない。煙けむりが、窓まどから上がっている。襲しゆう撃げきの最中、或あるいは後──ユリを引き上げながら、ショウゴは板垣の護ご衛えいに向かうべきかどうか考えた。

「どこ、ここ？」

　地上へ出たユリが、きょろきょろと辺あたりを見回す。

　と、閃せん光こうが二度、平屋を包つつんだ。爆音が轟とどろき、巨きよ大だいな火柱が三つ、黒こく煙えんを巻まいて白しらみ始めた空へと昇のぼっていく。

　屋根を失なくした建物の残ざん骸がいが、ズブズブと地中へ没ぼつしていく。

　恐おそらく、Ｃ４α（強化型プラスティック爆ばく弾だん）だ。板垣がシェルターに閉じこもっていたとしても、あれでは助かるまい。

「……退ひくぞ」

　ショウゴが告つげた。

　何で、というような表情で、ユリがショウゴを振ふり返る。

「原告である板垣が死んだ以上、《復ふく讐しゆう法ほう》の執しつ行こうは終わりだ。ここにいても、タダ働きにしかならない」

「終わった？　まだ開始から四日目よ？　なのに被ひ告こくの側から攻こう撃げきしてくるなんて……明らかに違い法ほうじゃない！」

　ユリが反論する。《復讐法》の執行期間は七日間。開始から四日目までは、原告側に攻撃優先権があり、被告側は防戦しか許ゆるされない。

「違法を承しよう知ちで、奇き襲しゆうをかけたんだろう。たぶん、板垣の身内に手引きした人間がいる。でなければ、邸やしきのセキュリティをこうも易やす々やすと突とつ破ぱし、手て際ぎわよく警けい備び陣じんを片付けることなんてできない。俺たちは、初めから茶番のコマだったのさ」

「そんな……」

　呟つぶやきを落とし、ユリは燃え盛さかる建物へ目を戻もどした。

「奴やつらは、ここにいる人間を皆みな殺ごろしにするつもりだ。死人に口なし。証しよう人にんがいなければ、違法の立証はできず、司法局も手を出せない。巻まき添ぞえを食くう前に、脱だつ出しゆつだ」

　ショウゴはステァＴＭＰを振り、邸を囲かこむ森を指さした。

「セキュリティがダウンしているだろうから、行きと違ちがって、五分で突つっ切れる──行くぞ」

　未み練れんがましく炎ほのおを見つめるユリの腕うでを強ごう引いんに摑つかみ、ショウゴは森へ向かって駆かけ出した。




　　　　◆




　森に入ると、後方の喧けん騒そうが一気に遠ざかった。明あけの光がぼんやりと差し込むものの、視界は薄うす暗ぐらく、進むごとに静せい寂じやくが増ましていく。

　ショウゴの予想した通り、対侵しん入にゆう者しや用ようのオートガンは頭こうべを垂たれて沈ちん黙もくしていた。主電源が切られた上に、ＩＣ回路まで壊こわされている。後者は手引きした者ではなく、侵入してきた襲しゆう撃げき者しやたちの仕し業わざだろう。

「森は平気みたいだけど、塀へいはどうやって越こえるつもり？」

　前を行く小さな背中に向かって、ユリが訊きいた。板垣の所有する土地は、上部に高圧電流線を張った高い塀で囲かこまれている。

「問題ない」

　素そっ気けない答えに、ユリははっとなった。確かに、この少年にとってはそうかもしれない。防ぼう爆ばく扉とびらを壊した拳こぶし、四メートルの垂すい直ちよくジャンプ──とても、武器売りの孤こ児じが成なせるワザではない。

（このコって、一体──）

　ユリは、ショウゴに追いつこうと足を早めた。

　不意に、静寂を演出していた空気が、キューンと鳴った。直後、低い火薬の炸さく裂れつ音おん。

　ユリの目の前で、少年の身体からだがぐらりと傾かたむく。

「──君っ！」

　駆かけ寄よってきたユリを、ショウゴは乱らん暴ぼうに払はらい除のけた。片かた膝ひざをついて体たい勢せいを立て直し、音のした方角へステァＴＭＰを振り向けた。

　空気が鳴り、銃じゆう声せいが轟とどろいた。消音器サプレツサーを付けていない狙そ撃げき銃じゆうの発射音。

　木の幹みきを突つき抜ぬけたフルメタルジャケット弾だんが、ステァＴＭＰを粉こな微み塵じんに打ち砕くだく。

「行け！」

　ユリを見やり、ショウゴが叫さけんだ。

「何、バカなこと！　君、撃うたれたんでしょっ？」

　ユリの問いに続いて、空気が二度鳴り、銃声が重なった。

　枝が吹ふき飛び、幹が抉えぐれた。

　ショウゴは仰のけ反ぞるように倒たおれ、銃弾をすれすれで躱かわした。

　敵は、闇やみや樹じゆ木もくを障しよう害がいとしない〈眼め〉と、貫かん通つう力りよくの高い強力な得え物ものを有している。

（俺だけなら、ともかく──）

　ショウゴは、まだグズグズしている連つれを振ふり返った。

「早く逃にげろ、ここは俺一人で十分だ」

「十分じゃないっ、撃たれてるっ」

「弾たまは身体からだを抜けている。心配ない」

　それは事実だった。敵が障害物を考こう慮りよし、貫通力のあるフルメタルジャケット弾を使用したせいで、左胸に開あいた弾だん痕こんは思ったほどひどくはない。そもそも、この部位に敵の狙ねらった本物のハートなどないのだ。

　音速の壁かべを引き裂さく音が、連続で森を駆けた。銃声はほぼ同時。

　ユリの周囲で、木々が乾かわいた呻うめきをあげる。

　動かないユリに計五発もの必殺弾が命中しなかったのは、敵の故こ意いか、単なる奇き跡せきか──だが、次はわからない。

「あんたがいると、邪じや魔まなだけだ！　行け！」

　ショウゴは電子制御銃ブラスターを抜ぬき、狙いを大きく外して一発射うった。

　銃弾が木この葉はを散ちらした。それに圧おされるように、ユリは反転して駆かけ出した。

（世話の焼ける……）

　ユリが茂しげみに消えるのを見み届とどけ、ショウゴは小さく首を振った。

「──女を逃がしたつもりか？」

　狙そ撃げき者しやの声が聞こえた。

「その方が不ぶ様ざまに逃げ出す己おのれを見せずに済すむからな！」

　女のようだ。

「けど、残念だったね？　逃げ帰り、ウソの英えい雄ゆう譚たんで女を落とそうなんて考えてる軟なん弱じやくな男どもを屠ほふるのが、私の愉たのしみ」

（歪ゆがんでる……かなりの男嫌ぎらいだな）

　ショウゴは茂みの高さに身を屈かがめ、木々の間から様よう子すを窺うかがった。方角の見当はついているが、薄うす闇やみと樹木のせいで敵の姿は目視できない。

「ガキのくせに──オスの考えることは、皆みな一いつ緒しよだ！」

　向こうは、こちらの姿がはっきりと見えているようだ。ショウゴは幹の陰かげに頭を引っ込めた。

　空気の悲ひ鳴めいと銃声が重なった。高こう速そく弾だんが木を貫つらぬき、顔を背そむけたショウゴの頰ほおに一いち文もん字じを描えがいた。

　弾丸が超ちよう音速で空くうを切る音と、続く銃声のタイムラグが短ければ短いほど、狙撃手は近いところに潜ひそんでいる。敵はもう五十メートル圏けん内ないだ。

（ドラグノフか……）

　ショウゴは、銃声から敵の得え物ものを看かん破ぱした。

　ドラグノフは、ソビエト連れん邦ぽう時代より東西ロシアで使用されている、狙撃銃の名機。弾だん倉そうは、十発。ならば、敵は今の銃撃で弾倉分を射ち尽つくしたはずだ。ショウゴは左手で地面を叩たたき、樹上へ跳はね上がった。




　透とう視しで、青く色付けした少年が跳ちよう躍やくしたのを見て、マーガレットはうろたえた。

　急所近くに被ひ弾だんしているのに、なぜあんな真ま似ねが──考えながら予よ備びカートリッジを装そう塡てんし、猿ましらの如ごとく樹上を駆かけてくる青い人ひと影かげへ向け、ドラグノフを振ふり上げた。

　二連射の弾丸が、降こう下かしてくる青色へ吸すい込まれた──着弾。

　しかし、動きは止まらなかった。

　マーガレットは狙ねらいを頭部に絞しぼり、トリガーを引いた。瞬しゆん間かん、少年の姿が霞かすんで消えた。（同じ──あの小こ娘むすめと──）

　マーガレットは思った。

　東六区の廃はい墟きよとこの森で、ことごとく自分の銃じゆう弾だんから逃にげおおせた、あの少女。彼女に対して〈眼め〉は開かなかった。

　マーガレットは瞬まばたきし、透視から目視へ切り替かえた。

　途と端たん、視界いっぱいに、迫せまり来る少年が映うつった。繰くり出された左の拳こぶしに、ライフル弾がふたつ、突つき刺ささっているのが見えた。

　眉み間けんがぴしりと鳴り、視界が暗転した。

「──今度、転生くる時は、戦せん闘とう服ふくじゃなくドレスの似合う女になるんだな」

　低い囁ささやきが耳元で湧わき、ゆっくりと遠ざかった。




　　　　◆




「バカ、バカ、バカ……ッ」

　罵ば倒とうの言葉を呟つぶやきながら、ユリは道なき道を走っていた。

　あの少年も、ナイフ使いの黒人も、トガシたちも、みんなバカだ。死ぬつもりの私を、自らを犠ぎ牲せいにして助けるなんて──唇くちびるがへの字に歪ゆがみ、目め頭がしらが熱くなる。

　でも、一番のバカは、愚おろか者は、私だ。たくさんの人間を巻まき込んで、あの男に近づくチャンスを得ておきながら、結局、目的を果たせず、自分だけ逃げ帰っている。こんな私をみたら、彼は何て言うだろう。

　──馬ば鹿かなことは、考えるな。

　死に際ぎわの言葉が蘇よみがえり、涙なみだが溢あふれた。

「バカよ、私って……ホントに、バカ」

　ユリは、記き憶おくの中の想おもい人に言いい訳わけした。

　茂しげみの向こうに、負け犬の目指す、白い壁かべが見えてきた。




　　　　◆




　九月九日。

　午前五時四十分。

　板垣邸てい、正門前。

　ＴＶニュースが、地下高速道路建設現場の崩ほう落らく事じ故こをライブで伝えていた。

『……都市開発局は、地下水の抜ぬき取りによる地じ盤ばん沈ちん下かが原因との見方を示しておりますが、事故後、複数の過か激げき派はから犯はん行こうをほのめかす声明が出されたとの未み確かく認にん情報もあり、警察・公安両局は、事件と事故の両方で捜そう査さ、検けん証しようを進めるとのコメントを発表しました。尚なお、事故発生時には工事作業が行われておらず、犠牲者はいないものと──』

「犠牲者は、三十人ほど……じきに瓦が礫れきの下から見つかるだろうよ」

　リポーターの台詞せりふを遮さえぎるように言って、クージョ・フェルナンデスは手元のスイッチを指で弾はじいた。

　マルチアングル中ちゆう継けい画が像ぞうが切れ、プレート型のモニターがシートの肘ひじ掛かけ部分に収しゆう納のうされていく。

「ソガという男、なかなかいい仕事をしてくれる。執しつ行こう代だい理り人にんどもの抹まつ殺さつ、邸やしきのセキユリティの無力化に、警備情報のリーク……ナンバー２に裏切られるとは、イタガキもつくづく人徳がないらしい」

　クージョはクツクツと笑った。

「とは言うものの、全すべては、君の予知なしには実現しなかったこと。おかげで、私はまたひとつ、この街で大きな力を獲かく得とくできた。礼を言うよ、セニョール・バドー」

　口くち髭ひげを丁てい寧ねいに撫なでながら、斜ななめ向かいに座すわる白いスーツの男へ熱い眼まな差ざしを向ける。

「礼には及およばない」

　微び動どうもせずに、バドーが答えた。ミラーグラスの半分が、クージョを映している。

「それに見合う報ほう酬しゆうはもらっている」

　低く震ふるえを帯おびた、甘あまい声。

　クージョは息いきを吞のんだ。シートから身を乗り出し、右手をバドーの膝ひざに置いた。

「君さえよければ、さらに上乗せしてもいいのだがね？」

　クージョの誘さそいに、水すい晶しようとピアスで飾かざられた顔がわずかに傾かたむいた。

「あいにく、私がそれを受け入れる映像は視みえてこない。もし、あなたが望む未来があるとするなら──」

　バドーはわざと言葉を切った。

　無言の圧力に負け、クージョが笑えみを固めて身体からだを引いた。

「わかったよ、セニョール。不確定未来だろう？」

　クージョがうなずいてみせる。

　予知能力者は、現在の状じよう況きようから起こり得うる複数の未来を映像として捉とらえ、進む方向を選せん択たくすることができる。但ただし、全ての映像が鮮せん明めいなわけではない。現在との時間的距きよ離りが遠かったり、状況が流動的で著いちじるしく安定性を欠かく場合は、ピンぼけ、或あるいは抽ちゆう象しよう的てきな映像となってしまう。それが、不確定未来だ。

「不確定未来には、不ふ可か避ひの危険が潜ひそんでいる……私にはまだ、それを選んでまで快楽を得ようなんて勇気はないよ」

　バドーから視線を外し、車しや窓そうを開く。

「……うーん、実に清すが々すがしい朝だ。新しん鮮せんな森の息い吹ぶきに混まじる火薬の匂におい、かすかな死し臭しゆう……脱だつ出しゆつ直前の頃ころの故こ郷きようを思い出す」

　クージョはレバーを握にぎり、ドアを開いた。

「ミスター・フェルナンデス」

　バドーが呼び止める。

「心配はいらん。君の選んでくれた予知の範はん囲いから出るつもりはない。卓の外で一いつ服ぷくするだけだ」

　煙草たばこを指で挟はさむ仕し草ぐさをして、クージョはリムジンから降りていった。




　　　　◆




　森を取り囲かこむ白しろ塗ぬりの塀へいを攻こう略りやくする必要はなかった。厚あつい鋼こう鉄てつを貫つらぬく隠かくし通路が開いたままになっている。襲しゆう撃げき者しやたちも、ここから難なんなく敷しき地ち内ないへ侵しん入にゆうしたのだろう。

　ユリは泣き腫はらした目をこすり、通路をくぐり抜ぬけた。そこで一いつ旦たん立ち止まり、後ろを振ふり返る。銃じゆう声せいは、もう聞こえてこない。あの少年は無事なのだろうか。

（──可能性がゼロってわけじゃないわ）

　ユリは森へ背を向け、正門へ駆かけた。車をスタンバイして、ぎりぎりまで少年を待つつもりだった。

　襲撃者たちに壊こわされていなければいいのだけれど──そう願いつつ、ユリは無む施せ錠じようの大きな扉とびらを押おし開いた。

　外へ出た途と端たん、信じがたい光景が目に飛び込んだ。

　正門前の道路に駐とまる、一台のリムジン。その傍かたわらで紫し煙えんをくゆらす、一人の男──クージョ・フェルナンデス。

　無意識のうちに拳けん銃じゆうを抜き、ユリは男の名を叫さけんだ。

　驚おどろいたのは、クージョも同じだった。

　バドーの予知では、最初に正門から現われるのは、任にん務むを終えた自分の部下のはずだった。それなのに、見も知らぬ女が、銃を抜いて駆かけ出してきたのだ。バドーの予知が外れたのは、これまでに一回。東六区で襲撃を受けた時だけだ。

（まさか、あの時の──？）

　東六区で取り逃にがした不確定要素の執しつ行こう代だい理り人にん。マーガレットたちによると、若い女だったという。目の前で銃を構える、アーミースーツの女もまた、幼おさなさの残る顔立ち。大人というより少女だ。

「くそっ……こんな、あっけなく──」

　クージョは絶ぜつ句くし、己おのれの死を覚かく悟ごした。

「どこにいる？」

　少女が問うた。

　クージョはぽかんと口を開いて、煙草たばこを落とした。質問の意味がわからない。

「あの男は、どこにいるの？」

　少女が問いを重ねた。

「──あの男、だと？」

　クージョは、ようやく事態が飲み込めた。この少女が狙ねらっているのは、自分ではない。他ほかにいるのだ。

「だ、誰だれのことだ？」

　かすれた声で、聞き返す。

「とぼけないで！」

　烈はげしい怒いかりの皺しわを眉み間けんに刻きざみ、少女が一歩、二歩とクージョへ近づく。既すでに、銃じゆう撃げきから逃のがれるのは、不可能な距きよ離り。

「あの男に決まってるでしょっ？　バドー・キョウシュン──私の大切な男性ひとの仇かたきっ！」

　ユリは両手で握にぎったＳＩＧ／ザウェルＰ２４０Ｃの狙ねらいを、クージョの脚あしに定めた。

　殺しはしない。この男の口を割らせるだけだ──ユリはトリガーに掛かけた指先へ力を集めた。

「──私に何か用か？」

　突とつ然ぜん、背はい後ごで声が湧わいた。

　リムジンのドアは開いていない。一体、どこから──両りよう腕うでを振ふって反転したユリの前を白い煌きらめきが立ち上った。手の内の拳けん銃じゆうが弾はじかれ、空中で二つに分かれた。

「貴き様さまは──」

　戦慄わななきが、ユリの全身を覆おおった。

　白ずくめのスーツに、ミラーグラス。金きん属ぞくと宝石を埋うめ込んだ仮面の如ごとき容よう貌ぼう。

「バドー！」

　ユリは、仇の名を叫さけんだ。

「私を知っているのか」

　右腕を振り上げたまま、バドーが言った。

「だが、私はお前に覚おぼえがない──死ね」

　右手が手しゆ刀とうを成なして、降こう下かした。

「──伏ふせろ、ユリっ！」

　叫びが、後方であがった。

　身を翻ひるがえしたユリの背中へ、白い煌めきが落ちた。

　手刀が、編あみ上げ髪かみを刎はね、うなじを捉とらえた──直後、銃声を後に曳ひいた超ちよう音おん速そく弾だんが、煌めきをまとう指先に命中した。

　手刀は軌き道どうを外れ、倒たおれゆくユリの背中を斜ななめに裂さいた。

「……新あら手て」
















　バドーは半歩退き、塀へいの上に立つ人ひと影かげを見上げた──時には、少年の電子制御銃ブラスターが三連射を終えていた。

　躱かわす間まもなかった。

　胸を突つく銃弾の感かん触しよくに、バドーは唇くちびるの端はしを歪ゆがめて笑えんだ。

　瞬しゆん間かん、白ずくめの身体からだが消え失うせた。

　着弾の粉ふん塵じんが三つ、アスファルトからあがった。

「──外れたっ？」

　ショウゴは、己おのれの目を、耳を、五感の全すべてを疑うたがった。

　避よけるための反応すら与あたえぬ連続攻こう撃げきのはずだった。ダリル型の軍用半機械サイバーか、カトリヒロキのような《能力者パワーズ》ならは、或あるいは躱せたかもしれない。但ただし、それらの場合でも気け配はいは残る。だが、男は姿も気配も残さず、文字通り地上から消え失せたのだ。

「電影偽像ミラージユ……」

　それも違ちがう。心中で首を振ふる。光学技術の作りだす幻まぼろしには、初めから気配などない。しかし、消える直前まで、あの男は確固たる存在だった。

　ショウゴは塀を蹴けりつけ、ユリの元へ降り立った。

　血がアーミースーツの背中を黒く染そめている。が、意識はしっかりしていた。のろのろと上体を起こすと、覗のぞき込むショウゴへ顔をもたげた。

「無事、だったの……？　よかっ──」

　黒い瞳ひとみが縮ちぢみあがった。

　同時に、ショウゴはユリを抱だいて、低く宙ちゆうを跳とんだ。もしも、彼女の瞳に映った白い人ひと影かげに気づかなければ、二人もろともに身体を貫つらぬかれていただろう。

「──ふむ」

　バドーはアスファルトに深く食い込んだ手しゆ刀とうを抜ぬくと、自分の攻撃を躱した少年を興味深そうに見つめた。

「一ひと太た刀ち浴あびせはしたか……」

　赤く染まった指先を舐なめ、独ひとりごちる。

　ショウゴはユリを横たえさせると、庇かばうように前に立った。脇わき腹ばらに熱い痛みが走り、溢あふれた雫しずくがパタパタと足元へ落ちる。

　──緊きん急きゆう補ほ修しゆう。

　ショウゴは脳のう内ないで電気信号化した命令を、全身を覆おおう〈鵺ヌエの皮〉へ送った。

〈鵺の皮〉──〈複合細胞キマイラシエル〉は、動物と植物、両方の特性を併あわせ持つ合成細さい胞ぼう。意志の力で、一方の特性を強めたり、各細胞で作られるエネルギーを任意の部位へ移動できる。

　ショウゴは、損そん傷しよう箇か所しよの周辺細胞を再生力の高い植物性に変化させ、エネルギーを集めた。止血だけなら、数分で完かん了りようするだろう。

（奴やつの手しゆ刀とうをまともに食くらったら終わりだ。〈鵺の皮〉を硬こう化かさせても、禦ふせぎ切れるパワーじゃない。それに、あの妙みような移動術──）

　守しゆ備びと逃とう避ひを選せん択たく肢しから切り捨て、ショウゴは目を閉じた。敵の技わざを看かん破ぱできぬ以上、状じよう況きようを打破するには、攻こう撃げきしかない。

　──脚きやく部ぶ集中。

　残る〈鵺の皮〉のエネルギーを両りよう脚あしへ注そそぎ込み、ショウゴは風となった。

　男は、両の手刀をだらりと下げて、立ち尽つくしていた。周囲を巡めぐる風に目を配ることもなく、唇くちびるの端はしを歪ゆがめて笑えんでいる。

　ショウゴは男の周りを疾走はしりながら、電子制御銃ブラスターの引き金を連続で絞しぼった。

　ほとんど時間差のない、三方からの銃撃。

　敵は恐おそらく弾だん丸がんを躱かわしにかかるだろう。だが、逃にげ道は上しかない──跳ちよう躍やくし、ショウゴは眼下に男を捉とらえた。まだ動かないでいる目標めがけ、機械仕じ掛かけの左さ拳けんを打ち下ろした。

　硬かたい手て応ごたえが、左ひだり腕うでに伝わった。

　陥かん没ぼつしたアスファルトが目の前にあった。

　男は、またもや、何の痕こん跡せきも気配も残さず消え失うせていた。

「このガキがぁああ！」

　怒ど声せいがして、リムジンのドアが開いた。攻撃の機を窺うかがっていたクージョの運転手。自動小銃を構えた褐かつ色しよくの大男が雄お叫たけびをあげ、左ひだり肩かたから斜ななめに裂さけた。

　ずり落ちた上半身の向こうに、手刀を振ふり下ろしたばかりの、あの男が立っていた。

「ちっ、〈出口〉を見誤ったか」

　男は、棒立ちの下半身をもう一方の手刀で薙なぎ払はらった。

「むうっ？」

　瞳ひとみに深しん紅くを宿した少年を睨にらみ、かすかに唸うなる。

「その眼めは、《宇宙そら還がえり》……なるほど……頭のひとつを封ふうじられ、〈出口〉が視みえなかったというわけか」

　呟つぶやき、両の手刀をクロスする。

《宇宙還り》とは、《能力者パワーズ》発生の原因となった流星の光を、宇宙で直接浴びた人間をいう。彼らの眼が赤く煌きらめく時、全すべての《能力者パワーズ》は《力》を打ち消され、無力と化す。

「だが、いかに《宇宙還り》といえど、私のもうひとつの頭を封じることはできない」

　男が右足を踏ふみ出して、消えた。

（──動かないと殺やられる！）

　ショウゴは直感し、その場から飛びのいた。元いた場所に、ほんの一いつ瞬しゆん、男の姿が浮うかび、失せる。

　ショウゴは電子制御銃ブラスターを射うちつつ、リムジンのリアへ跳とんだ。着地と同時に裏うら拳けんをバンパーに見み舞まい、何もない空間を左ひだり脚あしで薙ないだ。

　全てが、やみくもの攻こう撃げき。当然、ひとつのヒットもなかった。敵は消えたまま。どこにいるのか見当もつかない。

「くっ」

　胸を反そらせて路面を蹴けり、ショウゴは高く跳び上がった。途と中ちゆう、リムジンの屋根を左手で突つき、身しん伸しんで、車の正面へ降り立つ。

　死しに神がみは、そこに現あらわれた。

　人は死線に立って雌し雄ゆうを決する時、五感が外界より遮しや断だんされるという。ショウゴも、男も、迫せまり来るエンジン音には気づかなかった。

　男が両りよう腕うでのクロスを解とき、手しゆ刀とうを突き出した。

　ショウゴは左手をかざすのが精せい一いつ杯ぱいだった。敗北──そう覚かく悟ごした直後、五感が外界に復帰した。クラクションが鼓こ膜まくを叩たたき、光こう芒ぼうに目が眩くらんだ。

　死線を突っ切る青い影かげ。

　跳はねとばされた白い身体からだが、空高くをくるくると舞まった。

「──乗って！」

　急停止したエレキ・カローラが、助手席側のドアを開いた。

　ショウゴは迷わず駆かけ寄り、走りだしたカローラへ飛び乗った。

「助かった……」

　ハンドルを握にぎるユリに、ショウゴが言った。

「……こっち、こそ」

　絶たえ絶だえの声が返った。蒼あおざめた横顔が力なく笑えみ、ゆっくりとハンドルへ突つっ伏ぷしていく。

「ユリ……！」

　名を呼び、ショウゴはハンドルに手を添そえた。

　疾しつ走そうするカローラが左右に大きく蛇だ行こうしつつ、国道へと続く坂道へ入った。








六　夢む枕たん









　はやしたてる子こ供どもたちの声が聞こえてくる。

　八歳さいの夏。〈災さい厄やく〉から六年目の夏。世界の半分が血を流すのを止やめた夏。街まちは荒こう廃はいし、人の心はそれ以上に荒すさみ切っていた。大人おとなも、子供も──。

　返して、返して……。

　複数の小さな影かげを追い掛かける、小さな自分。

　ウソつき女、やな女、お前の父とうちゃん死んじゃった！

　呪じゆ文もんのような言葉を浴あびながら、それでも追い掛ける。影たちが掲かかげ持つ宝物を取り返すために。

　悪い人たちからキョウトを守るために出かけていった、父さんからの贈おくり物。三つの時の誕たん生じよう日びのプレゼント。今はもうツギハギだらけで、ボロボロのテディベア。

〈みなしご〉と呼ばれている子供たちの手の中で、とれかけた縫ぬいぐるみの頭が揺ゆれる。

　私は〈みなしご〉じゃない！　きっと、父さんが迎むかえにくるもの！

　そう叫さけびながら追い掛け、そして、転ころぶ。

　はやし声が、ぴたりと止んだ。

　見上げると、子供たちの向こうに、山のように背せの高い男が立っていた。

　いじめっ子たちは、テディベアを男に引き渡わたすと、クモの子を散ちらすようにいなくなった。

　ユリちゃんかい？

　男が言った。

　父さんと同じ軍服。父さんと同じくらいの大きな身体からだ。けれども、見知らぬ男の人。父さんよりずっと年若い。寂さびしげな瞳ひとみ──鏡かがみで見た時の自分と同じだ。

　男が微笑ほほえみ、身を屈かがめた。

　差し出されたテディベアよりも先に、ユリは男の手のひらを握にぎった。

　八歳の夏。運命の夏。全すべてが再び動きだした夏。




　寒い。もう夏だというのに、雨は冷たく身体に染しみ込こみ、心の熱を奪うばっていく。

　どこ？　どこにいるの？　返事をして！

　明めい滅めつするネオンと稲いな光びかりをたよりに、ユリは濡ぬれたビル群ぐんの屋おく上じようをさ迷まよい歩いた。

　十八の夏。〈災さい厄やく〉から十六年目の夏。あの人と共に在あった最後の夏。

　暗い空が割れ、閃せん光こうが辺あたりを覆おおった。雷らい鳴めい。ユリは視し界かいの端はしに想おもい人びとを見つけ、ビルとビルとの間を飛び越こえた。

　ねえ！　目を開けて！　ねえ！

　まばらにライトアップされた看かん板ばんにもたれて座すわり込む男の身体を、懸けん命めいに揺ゆり動かす。

　なぜ、来た？

　返された声に、心が熱を取り戻もどす。

　だって──。

　言い掛かけて、ユリは続きを吞のみ込んだ。

　温あたたかく濡ぬれた手のひら。ライトに照らしだされたその色は、真しん紅く。探さぐった男の背中には大きな裂れつ傷しよう。その終わりに、凶きよう器きの刃やいばが深く沈しずんでいる。

　早くっ、手当てを！

　手て遅おくれ、だ。それより……。

　想い人が、赤く染そまったユリの手を摑つかみ、自分の得え物ものを握にぎらせる。

　ＳＩＧ／ザウェルＰ２４０Ｃ。

　戦場で仆たおれた父さんが、部下であった男に託たくした愛あい銃じゆう。

　逃にげろ、ここ、から。すぐに……奴やつは、まだ近くに──。

　咳せきと一いつ緒しよに、絶ぜつ望ぼう的てきなほど大量の血が吐はき出された。

　想い人の手から力が失うせ、頭がゆっくりとうなだれる。

　誰だれっ？　こんなひどいこと……誰がっ？

　いい、か、ユリ。

　もう一方の手のひらを拳けん銃じゆうの上に重かさね、男が言った。

　馬ば鹿かなことは、考えるな。

　想い人の手のひらが落ちた。

　血ち塗まみれのユリの手に残ったのは、拳銃、そして絡からみ合うふたつの連つらなり──男の認にん識しき票ひようと、かつてユリがねだった誕たん生じよう石せきのネックレス。出会いの夏から十年目を記念して、男が用意していたプレゼント。

　やだ、死んじゃ、やだよっ！

　雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　想おもい人びとが背にした看かん板ばんが斜ななめに裂さけ、その後ろから、白ずくめの仇かたきが現あらわれる。

　バドー・キョウシュン。

　……死んだか。

　バドーが呟つぶやきを落とし、金色の瞳ひとみをユリへ向けた。水すい晶しようとピアスがライトを反はん射しやして瞬またたいている。

　お前も送ってやろう、小こ娘むすめ。

　バドーが想い人を乗り越こえ、座すわったまま後あと退ずさるユリへ近づく。

　来ないで、来ないで。

　ユリは拳銃を右手に持ちかえ、突つき出した。

　煌きらめきが目の前を流れ、衝しよう撃げきが拳銃をさらった。

　抵てい抗こうせねば、苦しまずに済すむ。

　バドーが言った。両手には湾わん曲きよくしたノコギリ状じようの刀。かすかに光を帯おびている。

　ユリの腰こしが固かたい縁へりにぶつかった。

　振ふり返ったその先に、逃にげ道はなかった。

　街がい灯とうに照てらされた細い路ろ地じへと続く裂さけ目が、犠ぎ牲せい者しやを待ち構かまえていた。

　荒あれる空が、連続で閃ひらめいた。

　雷光を受けたバドーがコマ送りの動きで、凶きよう器きを振ふり上げた。

　ぐあぁあああああ！

　絶ぜつ叫きようが、雷鳴を凌りよう駕がした。

　宙ちゆう高く舞まい上がる、片かた腕うで。

　不意打ちに翻ひるがえったバドーの左腕が、返す刃やいばで斬きり落とされる。

　男が、バドーの前に幽ゆう鬼きの如ごとく立っていた。利きき手に、背中を裂さいた敵の得え物ものを握にぎり締しめている。

　止とどめの一ひと太た刀ちは、しかし、浴あびせることはできなかった。男は刃を下げたまま、バドーへ体当たりを食くらわせた。

　クソがあぁあああ！

　汚きたない言葉で、バドーが吠ほえた。

　もろともに裂け目へと落ちる間ま際ぎわ、男はユリを見つめ、寂さびしげに微笑ほほえんだ。

　ユリは屋上の縁から身を乗り出し、手を伸のばした。届とどくはずもなかった。

　十八の夏。最後の夏。全すべてが止まり、死んだ夏。

　街灯の壊こわれる音が響ひびき、路地が闇やみに染そまった。

　ユリは一いつ瞬しゆん息いきを止め、そして、男の名前を叫さけんだ。




　　　　◆




「──ショウゴ！」

　自分の声で、ユリは夢から目め醒ざめた。

　煙草たばこのヤニが付着した黄色い天てん井じよう。薄うす汚よごれた蛍けい光こう燈とうの横で、扇せん風ふう機きのプロペラがのろのろと回っている。

「……ショウゴ……」

　ユリはもう一度、今度は小声で名を呼よんだ。

「ここにいる」

　あるはずのない返事に、ユリは思わず上体を起こした。

　鈍どん痛つうが背中を熱くし、冷気が裸はだかの胸むねを撫なでた。

「傷は塞ふさいだが、まだ寝ねてなきゃダメだ」

　大きく見開かれたユリの目に、声の主ぬしが映うつし出される。

　失望と自じ嘲ちよう、そして、怒いかり。

「何で、君が──！」

　ユリはベッド横の床ゆかに座すわる少年を睨にらみつけた。

「呼ばれたから答えたまでだ」

　少年が言った。上半身は裸で、左胸と腹部にかけて包ほう帯たいが巻まかれている。床に敷しかれたマットの上にいるのは、恐おそらく、ただひとつのベッドを自分に譲ゆずってくれたからだろう。ユリは少し悪い気がして、睨にらむのをやめた。

「よ、呼んでなんかいないわよ」

「だが、ショウゴと」

「それは、私の──」

「俺おれも、ショウゴと呼ばれている」

　そう言われ、ユリは初めて、少年の名前を知らなかったことに気がついた。

「何で……今ごろになって」

「一度も聞かれなかったしな。正しよう直じき、ここまで付き合わされるとは思ってなかった」

「な、何よ？　付き合ってくれなんて一言も……」

　言い掛かけ、ユリは口くち籠ごもった。

「……ありがとう。助けてくれて」

　消え入りそうな声で続けて、目を逸そらす。

「お互たがいさまだ」

　ショウゴも目を逸らした。

「やり場に困こまる。いい加か減げん、しまってくれないか？」

　言って、ショウゴは自分の胸を叩たたいてみせた。

「えっ……？　ああっ！」

　ユリは慌あわててブランケットを引き寄せると、胸に抱いだいた。背中が曲がり、傷の縫ぬい目がぴんと張り詰つめる。

「痛いたっ」

　鋭するどい痛みに、顔が歪ゆがんだ。

　ショウゴが立ち上がり、ユリの肩かたを支ささえて、横向きに寝ねかせる。

「おとなしくしてろ。傷が開くと痕あとが残る」

「ここ……病院なの？」

「そんな立りつ派ぱなもんじゃない」

「──ナンだってえ？」

　しわがれた声が部へ屋やを仕切るカーテンの向こうから響ひびいてきた。

「異い民みん街がいじゃ、一番の設せつ備びと人材を備えたＡクラスの病院だよ？　予約もなしに飛び込んできて、よくもまあ、そんなクチを！」

　カーテンを分け、おかっぱ頭の老ろう婆ばがひょこひょこと入ってくる。

「ドクター・シードだ。モグリだが、医者としての腕うではいい」

「一流って言いな！　ったく、久ひさしぶりに顔を見せたと思ったら、憎にくまれ口ばかり叩たたきおってからに！」

　入れ歯を鳴ならし、老婆が言った。割かつ烹ぽう着ぎに、エプロン。服ふく装そうからは、とても医者には見えない。

「あ、ありがとうございます」

　迫はく力りよくに圧おされ、ユリはおどおどと礼を言った。

「おや、ボインちゃんの方は礼れい儀ぎをわきまえているじゃないかえ？　ま、傷口が安定するまでゆっくりしてくといい。ショウゴ！　あんたは、後で家事やってもらうよ？」

「わかったよ、おタネさん」

「くぉら！　本名で呼よぶなと言っとるだろう、あがあが」

　老婆の入れ歯が外はずれた。

「興こう奮ふんしすぎだ、ドクター」

　ショウゴは老婆の背をさすった。

「がふ、がふ……年寄り扱あつかいするなっ、バカタレが！」

　悪あく態たいをつきつつも、老婆はうれしそうだ。

　ユリもつられて頰ほおが緩ゆるんだ。

「ふぇ、ふぇ、このボウズはアタシの息子むすこにそっくりでねえ」

　ユリの視線に気づいた老婆が照てれ臭くさそうに言った。

「俺は、ハゲちゃいないぜ？」

「バカタレ！　子供の頃ころの話じゃ！」

　老婆が怒おこった。

「わかった、わかった」

　ショウゴが老婆の手を引き、退出を促うながす。

「何じゃい、邪じや魔ま者もの扱あつかいしおって！」

　ブツブツ言いながら、老婆はカーテンに手を掛かけた。去りぎわ、くるりと振ふり返り、ユリに向かってニヤリと笑った。

「変なコトされそうになったら、大声をあげるんじゃよ？」

　ショウゴが天てん井じようを仰あおぎ、首を振った。

　ユリはうつむき、クスクスと笑った。

「……楽しい女性ひと。仲がいいのね」

「くされ縁えんのひとつさ。昔、タダ働きさせられたことがあってね。報ほう酬しゆうがわりにいつでも診みるってことで、チャラにしたんだ。だから遠えん慮りよすることはない。ほとぼりが冷めるまでここにいるといい」

「ほとぼり？」

「クージョの手下どもが街まちのあちこちをうろついている。汚お職しよく警けい官かんもいるようだから、大病院ではなく、ここを選んだ。まあ、クージョの免めん罪ざいが確かく定ていするまでの辛しん抱ぼうだ」

　ユリの顔から笑えみが失うせた。

「まだ……生きてるの？」

　すぐに答えず、ショウゴはマットに腰こしを下ろした。ユリが生死を訊たずねているのは、クージョではなく、あの男だ。《宇宙そら還がえり》の《力》も、〈鵺ヌエ〉の能力も通用しない、不ふ可か思し議ぎな技わざの使い手。あの男が死んだとは到とう底てい考えられない。

「ねえ？」

　ユリが返事を請こうた。

「わからない」

　ショウゴはユリを見ずに、寝ね転ころんだ。

「……クージョへの執しつ行こうにこだわっていたのは、奴やつの側そばにいるあの男を殺やるためだったのか」

　呟つぶやきに近い口く調ちようで、ショウゴが訊きいた。

「……そうよ」

　絞しぼり出すように、ユリが答えた。

「あいつは──バドー・キョウシュンは、いつもクージョの傍かたわらにいて、私には手を出すどころか、近づくことさえできなかった。けれど、《復ふく讐しゆう法ほう》の執しつ行こうに参加できれば、他の代理人たちに混まじって、あいつに接せつ近きんできる……」

「どさくさに紛まぎれ、あの男を殺す、か。《復讐法》じゃ、執行の際の巻まき添ぞえ殺人は免罪されるしな……シロウトの考えそうなことだ」

　切れ長の目が横へ流れ、顔色を変えたユリを捉とらえる。

「どうして、私が素しろ人うとだと？」

「あんなデタラメのガン捌さばきを見せられたら、誰だれだって疑うたがう……それに、あんたの持ってるライセンス……俺と同じ名前が刻きざんであった」

「黙だまって、見たのっ？」

「手術で服を脱ぬがせた時、ドクター・シードがね」

　ショウゴは天てん井じようへ目を戻もどした。

「……私」

　上うわ擦ずり気味に、ユリが言った。

「罪つみを免まぬがれようなんて思ってない」

　戦慄わななきで、語ご尾びが震ふるえる。

「まだ、あいつが生きているなら、私──」

「馬ば鹿かなことは考えるな」

　遮さえぎりの言葉に、ユリは身を固かたくした。

　あの人と同じ台詞せりふ──それを口にしたのは、同じ名前の少年。

　動どう悸きが早くなり、口の中が乾かわく。

（止やめろって、言うの？）

　ユリは記き憶おくの中のショウゴに問うた。

「もう終わったんだ」

　現実のショウゴが答えた。

「あんたの手に負おえる相手じゃない。次は確実に犬死にだ。それを望むような男性ひとじゃなかったんだろ？」

　我ながら陳ちん腐ぷな言い回しだ、とショウゴは思った。しかし、詳くわしい事情を知らない以上他に言葉が見つからない。かと言って、彼女の過か去こを問いただしてみようとも思わなかった。所しよ詮せん、行きずりの関係だ。深く知らずに別れた方がいい。

「残された人生を無む駄だにするもんじゃない」

　ショウゴは目を閉じた。

「もう、何も、残ってないのよ……」

　涙なみだ声ごえ。

「彼が……私の全すべてだったの……迎むかえに来ると約やく束そくした父さんの代わりに、彼がやってきた、あの夏の日からずっと……私を独ひとりぼっちから救すくい、護まもり、一いつ緒しよに生きてくれた……ずっと続くと思ってた……けど、彼は……私の目の前で──私を護るために──」

　嗚お咽えつに、言葉が吞のまれた。

「……もう、何もない……私、ひとり……」

　ユリはうわごとのように繰くり返し、濡ぬれた視界を何度も拭ぬぐった。震ふるえが止まらなくなっていた。悪お寒かんと熱が、交こう互ごに背中を駆かけ上った。

「眠ねむったほうがいい」

　声が上から降おりてきた。

　少年とは異ことなる、男の声。けれど、あの人とも違ちがう声。

　手のひらが髪かみを撫なで、額ひたいに触ふれた。

（あ……暖あたたか……い）

　心ここ地ちよい波動が、頭の中に広がっていく。悲しい思い出が、ひとつひとつ記き憶おくの奥おく底そこへ沈しずんでいく。

（だ、れ……？）

　ユリは顔を傾かたむけ、上を見上げた。

　まぶたが閉じる直前、涙に揺ゆれる視界の中に、想おもい人びとの顔を見たような気がした。

「……眠った、か」

　ショウゴは右手の指を喉のどに当て、声の音おん域いきを元に戻もどした。次いで、ユリの額から左手を離はなし、弱じやく電でん磁じパルスの放ほう射しやを停てい止しする。

「記き憶おくも消してやれるといいんだがな」

　独りごち、ショウゴは機械仕じ掛かけの手のひらをそっと握にぎり締しめた。




　　　　◆




　耳みみ障ざわりな機械音が、遠くから近づいてきた。

　身体からだのまわりを一周し、最後にコツンと頭を小こ突づいた。

　質感のある唸うなり。

　ショウゴは跳はね起き、身み構がまえた。

「なーに、寝ね呆ぼけてんだい？」

　突つき出しかけた拳こぶしの先で、ドクター・シードが言った。その傍かたわらには、年代もののクリーナー。

「いつまで寝とるつもりだえ？　彼女はとっくに出掛けたよ」

　クリーナーが吸すい込んだマットの端はしをつま先で押おさえ、強ごう引いんに引き離はなす。

「出掛けた？」

　ショウゴはベッドへ目をやった。

　無人。枕まくらがたたまれたブランケットの上に載のせてある。

「いつ？」

「お昼前だよ。行くとこがあるとか言ってたね」

　クリーナーのスイッチを切り、老女医が言った。

「何で、寝過ごしたんだ？」

　ショウゴが頭を振ふって、自問する。

「当たり前さ。あの娘こより痛み止めの麻ま酔すいの量を多くしといたんだ。何せ、お前さんの傷の方がひどかったからね。サービスいいだろ？」

　ドクター・シードはカラカラと笑うと、クリーナーを引きずって踵きびすを返した。

「そうだった」

　思い出したように立ち止まり、エプロンのポケットを探さぐる。

「──あいよ」

　片かた腕うでだけ後ろへ伸のばし、手の中のものをショウゴへ差し出した──レアメタル製の認にん識しき票ひようと、サードニクス（紅べにシマメノウ）を連つらねたネックレス。

「……これは？」

「お前さんにやってくれって。お礼だとさ」

　ドクター・シードが気きの毒どくそうな口く調ちようで告つげた。

「礼……？」

　ショウゴははっとして、病室の窓へ駆かけ寄った。ガタついたサッシを開き、身を乗り出して外を見る。

　駐とめてあったエレキ・カローラがなくなっていた。

「やっぱり、手切れ金かい？」

　後ろから、ドクター・シードが訊きいてきた。

「……ああ、そんなところだ」

　陽炎かげろうの立つ午後の裏庭を見つめ、ショウゴが答えた。








七　フェルナンデスの島









　九月十日。

　午後五時七分。

　キサーズシティ、西九区。

　臨りん海かい区の最さい北ほく端たんから半キロほどの沖おき合あいに位置する人工島。古くは第十八次産さん業ぎよう廃はい棄き物ぶつ処しよ理り場じよう、四年前まで税ぜい関かんの港こう湾わん司し令れい部ぶが在あったその島は、現在、一企き業ぎようの所有地となっていた。名義は、フェルナンデス・シートランスポーテーション。フェルナンデス・コーポレーションの子会社で、海運事業を手がけている。だが実じつ態たいは、クージョ・フェルナンデスの私的本ほん拠きよ地ちであり、彼の故こ国こくでゲリラ戦を続ける旧政府軍への武ぶ器き輸ゆ出しゆつ基き地ちであった。

　島と陸地を繫つなぐのは一本の鉄橋のみ。処理場時代の防ぼう風ふう壁へきと、かつて港湾司令部が設置した三つの灯とう台だいには常時見張りが立っている。さながら、要よう塞さいか刑けい務む所しよといった趣おもむきだ。

　バドー・キョウシュンは、防風壁に沿そって、要塞島の西側を歩いていた。

　頭上から、地上から、幾いくつもの監かん視しの目を向けているのは、フェルナンデス・シートランスポーテーションの〈正社員〉。近い将来祖そ国こくへ戻もどり、革かく命めいの戦いに復帰するため英気を養やしなっている職業軍人たちだ。

　彼らは、バドーを快こころよく思っていなかった。怪あやしげな占うらないによってクージョの歓かん心しんを買い、革命のための資金を搾さく取しゆしていると信じているからだ。恐おそらく、キリーが吹ふき込んだのだろうが、邪じや心しんがない分、彼女よりはマシといえる。

　バドーは視線の雨に背せを向け、短い堤てい防ぼうへ足を向けた。

　海はオレンジ色に満ち、凪ないでいた。その様よう子すを、一人の男が、堤防の突とつ端たんで眺ながめている。肩かた掛がけしているのは、在日米軍兵より横流しされた型落ちの電でん子し制せい御ぎよライフル。〈正社員〉の一人だ。

「一服どうだ？」

　合い言葉を口にして、バドーは男を振ふり向かせた。

　無ぶ愛あい想そうな男の顔が、にわかに緩ゆるみ、ライフルの銃じゆう口こうが下がった。

「いただきます」

　と、男が言った。完かん璧ぺきなイントネーションの日本語。

「──トラブルがあったそうだな？」

　煙草たばこを受け取る男の言葉遣づかいが、不自然に変わった。

　両方とも、この男の言葉ではなかった。

　精せい神しん感かん応のう力りよくを応用した、〈憑ひよう依い〉。目の前にいる男の中身は、全くの別人なのだ。

　シライだな、とバドーは思った。遠えん距きよ離りの〈憑依〉を行なえるのは、〈九キユウ尾ビ〉の中でも彼くらいしか思い浮うかばない。

「……負傷しているのか？」

　今喋しやべっているのは、シライではない。彼の《力》に乗せて言葉を紡つむぐ、〈九尾〉の高位。

「大したことはありませんよ、オキタさん」

　バドーが、名を口にする。

「頭のひとつが鈍にぶっただけです」

「予知が外はずれたのか？」

　男が煙草をくわえる。火は点ついていない。

「いえ、視みえませんでした。初めから」

「誰だれだ？」

「小こ娘むすめ……それと、もう一人」

「少年だな？」

　男がバドーの言葉を先取りした。

「視えておられたのですか」

「いや……彼を視通すことのできる者は、〈九尾〉にはいない」

「その少年が、瞳ひとみを赤くした途と端たん、予知ができなくなりました。やはり、例の《宇宙そら還がえり》で？」

「──証しよう拠こを始し末まつして、撤てつ退たいしろ」

　問いに答えず、男が言った。

「撤退？　フェルナンデスと手を切れと？」

「資金源は他ほかにもある。潮しお時どきだ。危き険けんを冒おかしてまで、エセ革命家に固こ執しつすることはない」

「危険？　待ってくださいっ。お言葉ですが、奴やつはとるに足たらぬ存在。次は必ず仕し留とめて──」

「彼に手を出すな」

　男がぴしゃりと遮さえぎった。

「彼のことは全すべて、あの人の管かん轄かつだ。常に彼の側そばにいて、我われ々われの視通しが利きくよう、コントロールしてくれている」

「しかし、今回は例外では」

　譲ゆずらず、バドーが詰つめ寄よった。

「不ふ確かく定てい領りよう域いきには、不ふ可か避ひの危険が潜ひそんでいる」

　男の声に、唸うなりが生しようじた。

「これは命令だ。明朝までに撤退を完かん了りようしろ」

　言って、男が笑えみを消した。〈憑ひよう依い〉の終了。

　男が惚ほうけた表情で、バドーを見つめる。

　バドーは右手を突つき出し、ライターの火を煙草たばこに点つけた。

　男が覚かく醒せいし、煙けむりを吸すい込む。

　バドーは踵きびすを返した。

　後ろで、〈ありがとうオブリガード〉と声が聞こえた。




　　　　◆




　午後五時四十分。

　フェルナンデス・シートランスポーテーション。中央社しや屋おく、幹かん部ぶ専用ラウンジ。

　フランス、ボルドー、〈災厄前ビフオーハザード〉二十年もの──ほどよく冷ひやされた赤ワインのボトルを手に取り、蘇そ我がは、悪くないとほくそ笑えんだ。

「社長はじきに参まいります。先におくつろぎになっていて下さいとのことです」

　体格のいい髭ひげ面づらの秘ひ書しよが告つげ、回れ右をする。

（手て酌じやくしろってのかよ？）

　蘇我は心中でぼやき、高級酒の封ふう印いんを無む造ぞう作さに解といた。

　まあ、兵隊に接せつ待たいマナーを期待するほうが無理か──装そう備びで着き膨ぶくれした秘書を見送り、グラスに液体を注そそぐ。

　たった一人の祝しゆく杯はい。クージョ・フェルナンデスは、当分、来そうにない。

　蘇我は香かおりを楽しむことなく、グラスの中身を一気に飲み干ほした。

　甘あまったるい。皿さらに盛もられたキャビアをクラッカーですくい、口の中へ放ほうりこむ。

「気の利きかない連中だ。日本人には、吟ぎん醸じよう酒しゆだろうが……」

　愚ぐ痴ちをこぼしつつも、空のグラスへ二杯目を注いでいく。

「イカレちまった、元ボスに乾かん杯ぱい」

　蘇我は、板いた垣がきの死しに様ざまを想そう像ぞうしながら、グラスを掲かかげた。

　不意に、扉とびらが蹴け破やぶられた。

　赤く満たされたグラスの端はしに女が映うつり、そして砕くだけた。

「酒さか盛もりとは、いいご身分だねえ」

　グラスを薙ないだ鞭むちを引き寄せ、女が言った。

　真しん紅くのレザードレスに、シースルーのシルクガウン。黄金比率の美び貌ぼうをもつ、クージョの愛人キリー。

「随ずい分ぶんと手て荒あらな歓かん迎げいだな？」

　蘇我は支ささえだけとなったグラスを置くと、ナプキンを手に取った。

「貴き様さまのせいで、私の部下が大勢死んだ」

　キリーが鋼はがね入りの鞭をギリギリと巻まいていく。

「私のせいだって？」

「イタガキのところに残した執しつ行こう代だい理り人にんは、クズばかりだと──」

「言い掛がかりは止よしてほしいな」

　苦く笑しようを浮うかべ、蘇我が言った。ナプキンでカムフラージュしながら、袖そで口ぐちに隠かくした得え物ものを探さぐる。

「連中とて、殺しのプロだ。ナメてかかれば、痛い目をみる」

「言い遺のこすことは、それだけかい？」

　キリーが鞭を巻き終わった。

　蘇我も右手にデリンジャーを握にぎった。

「止やめるんだ、キリー」

　反対側の扉が開いた。クージョ・フェルナンデス。黒のダブルスーツに、山やま吹ぶき色いろのワイシャツ、宝石をちりばめた紫むらさきのネクタイ。どれもブランドものだが、センスは最悪だ。

「どうしてです？　この男の情報が不正確だったのは事実。そのために危あやうくクージョ様まで──」

　キリーの抗こう議ぎを、クージョが手のひらを向けて制する。

「済まない、同志ソガ。いや、日本式に兄キヨウ弟ダイと言った方がいいかな……彼女は部下を失い気が立っておるのだ。許ゆるしてやってくれ」

「いえ。セニョーラ・キリーの心しん痛つう、察さつしております」

　心にもない台詞せりふを返し、蘇我はデリンジャーを袖口へ戻もどした。

（ＳＭ女め、そのうち殺してやるぞ）

　キリーを軽く睨にらんで、ナプキンを置く。

「クージョ様っ！」

　美しい顔をわざとらしく歪ゆがめ、キリーが己おのれの心情を訴うつたえる。

「おお、キリー。わかっている、わかっているよ」

　クージョはキリーへと歩み、腰こしに手を掛かけ抱だき寄よせた。

「……ソガには、イタガキの会社の整理という仕事が残っている。今は我が慢まんしておくれ」

　耳元で囁ささやくと、キリーの顔から憂うれいが失うせた。

「お気き遣づかい感かん謝しやいたしますわ、クージョ様」

　唇くちびるをクージョの首くび筋すじに押おしつけ、キリーが言った。

　アラームが、天てん井じようの四よ隅すみから下った。

　クージョは抱ほう擁ようを解くと、時計をした右みぎ腕うでを壁かべに掛かる風景画へ向けた。赤外線を感知した電子パネルが絵画を消し、四分割の画面を表示する。

「何があった？」

『──侵しん入にゆう者しやです』

　右上の画面の中で、〈正社員〉が答えた。

　左下の画面に、炎えん上じようする乗用車。その隣となりの画面には、テトラポットに乗り上げた古いタイプの軍用ゴムボートが映うつし出されている。乗用車を囮おとりに使い、海からの侵入を試こころみたのだろう。

「殺したのか？」

『いえ、捕とらえました』

　左上の画面が、二人の〈正社員〉に抱かかえられ、ぐったりしている侵入者をクローズアップする。

「この女──！」

　クージョと蘇我が、同時に声をあげた。

「ご存じですの？」

　キリーが訊きいた。

「私を二度も襲しゆう撃げきした女だ」

　言われて、キリーは思い出した──マーガレットが仕し留とめ損そこなった小こ娘むすめの執しつ行こう代だい理り人にん。

『始し末まつしますか？』

「うむ──いや、待て」

　クージョが決定を覆くつがえした。

「きれいにして、私のオフィスへ連れてこい」

　キリーの目の色が変わった。黄金比率の一部を崩くずし、醜みにくい嫉しつ妬との表情を顕あらわにする。

「私が、仕立てますわ」

　キリーが言った。

「いいですわよね？」

　縮ちぢんだ瞳ひとみで、クージョを窺うかがう。

　クージョはぞっとした。嫉妬に狂くるった時のキリーほど恐おそろしく、手てに負おえぬものはない。それに彼女は、ソガの一件でひとつ我が慢まんをしている。可愛かわいいペットの猛もう獣じゆうに、褒ほう美びを与あたえなくては。

「……わかった」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で、クージョがうなずいた。

「その女を、Ｂ２倉そう庫この地下へ」

　画面の〈正社員〉へ命じ、キリーは微び笑しようを作る唇くちびるをぺろりと舐なめた。




　　　　◆




　午後九時三十分。

　キサーズシティ、北二十二区。

　灯あかりのない中低層のビル街に横たわる暗い坂道を、ショウゴは散さん歩ぽでもするかのようなのんびりとした足取りで上っていた。

　通つう称しよう・異い民みん街がいと呼ばれるスラム地区でも、もっとも治ち安あんの悪いとされる通りだった。しかし、うだるような熱ねつ帯たい夜やのせいか、無む軌き道どうに暴ぼう走そうする車両の群むれも、獲え物ものを求めて徘はい徊かいするならず者たちも、ショウゴとすれ違ちがうことはなかった。

　独ひとりきりの静せい寂じやくと闇やみ。記き憶おくの最さい奥おうにしまっておいた想おもい出でを映うつすには、いい夜だ。ショウゴは車を持ち去ったユリに少しだけ感かん謝しやし、暗い視界へ想いを投射した。

　と、光が瞬またたき、闇を払はらった。不ぶ粋すいな人工の輝かがやき。

　坂道の頂いただきで、街がい灯とうが点ついたのだ。

　この辺あたりの公共物は軒のき並なみ破は壊かいされたと思っていたが、難なんを逃のがれたものもあったらしい。ショウゴは想い出をしまいこみ、羽虫の集まりだした水すい銀ぎん燈とうを見上げた。

　にわかに、気け配はいを感じた。下げた視界に、人ひと影かげが映った。年若い男。熱帯夜にも拘かかわらず長なが袖そでの白衣を羽は織おっている。腰こしまで伸のびた長い髪かみが、微び風ふうを受けそよいでいる。

　こんな夜に、こんな場所で、あんな格かつ好こうで突つっ立っているのは、まともな人間とは言い難がたい。ショウゴは男から視線を外はずすと、後は一いち瞥べつもせずに、街灯の前を通り過ぎた。

「……もしもし」

　後ろから、声が掛かけられた。

　ショウゴは構かまわず、下り坂に入った。

「無視しないでくださいよ」

　含ふくみ笑いのこもった声が、背中を叩たたく。

　ちっと舌を打ち、ショウゴは足を止めた。いい夜だと思ったが、最低になりそうだ。

「メンテナンスを頼たのんだ覚おぼえはないが？」

　ショウゴは振ふり返り、美しき顔見知りを睨ねめあげた。

「ずっと待っていました」

　両のまぶたを閉じたまま、男──ユラユイが言った。質問の答えになっていない。こういうところは、彼の上司である牧まき村むらまなみにそっくりだ。

「今日、ここを通ることはわかっていましたから」

「ノストラダムスか」

　エイジ風に、ショウゴが返した。

　ユラユイの《力》は、予知と透とう視しの特性を併あわせ持つ、〈預言プロフエシー〉。絶対に外れることのない、未み来らい認にん識しき能力だ。

「けれど、いつになるかまでは、わからなかった……僕ぼくの《眼め》をもってしても、《宇宙そら還がえり》のあなたを完全に視み通とおすことはできませんから」

「下へ手たなおべっかは止やめろ。そのために待っていたわけではあるまい？」

　盲もう目もくの預よ言げん者しやに一歩近づき、ショウゴは先を促うながした。

「正直、驚おどろいているんです」

　街灯にもたれていたか細い身体からだが、ふらりと前へ出る。

「あなたが彼女のことを見捨てるなんて」
















　どうやら、ユリのことを言っているようだ。

「勘かん違ちがいするな、ユラユイ。彼女には武器を売った。それだけの関係だ。契けい約やくもしてないし、これ以上、付き合ってやる義理もない。今後をどう生きるかは、彼女の自由だ」

「もう、生きていないかもしれません」

「どういう意味だ？」

「昼すぎに彼女と会いました。ちょうど、そこです」

　ユラユイは通りの向かい側を指差した。

「僕をハイカーと思ったのでしょう。乗っていくか、と声を掛かけてくれました。もちろん丁てい重ちように辞じ退たいしましたが……その親しん切せつに報むくいたくなりましてね」

「彼女に何をした？」

　ショウゴの声が低くなる。

「何も。ただ、占うらないをしてあげただけです。さがしものの在あり処かと、そこへ辿たどり着くための方法を。そこまでは辛うじて視みえましたからね」

「辛かろうじて、だと？」

「彼女には、あなたと同じ《力》がある。不ふ思し議ぎです」

　言って、ユラユイは暗がりを差していた人差し指を、顔の前に立てた。白く長い指先に斑まだら模も様ようの蛾がが下りる。

「行かせたのか──あの男のところへ？」

　ショウゴはユラユイヘ詰つめ寄よった。消毒用アルコールの匂においが鼻はなを突ついた。

「双そう頭とうの馬……〈上〉は、彼をそう呼んでいます」

「知っているのか、奴やつを？」

「……〈九キユウ尾ビ〉という名めい称しようは、ご存じですか？」

　質問に、質問で返してくる。

「もったいぶるな」

　ショウゴは苛いら立だち、語気を強めた。

「簡かん単たんに言うと、予知能力者の作った政治結社のようなものです。無論、〈上〉の認めるものではありません。建たて前まえ上は……」

　人差し指を白衣の胸に置き、蛾を留とまらせる。

「〈九尾〉には、〈右〉の一部の方々が深く関かかわっている──〈左〉の方々はそうみています」

　ユラユイの口にした〈右〉とは、現日本の最高意志決定機関、通つう称しよう〈上〉の中で急進派とされる勢力。世界暴動の最中に成人した若い世代を中心とし、パワーバランスで勝まさる保守派の〈左〉とは対立関係にある。

「子こ飼がいの戦争犬ウオードツグ、か」

　うんざりしたように、ショウゴが言った。

「犬というより、狐きつねでしょうか。〈九尾〉は、〈鵺ヌエ〉と同じく、日本古来の妖よう獣じゆうの名から採とられているそうですから」

　指先の鱗りん粉ぷんをふうっと吹ふき、ユラユイが笑えんだ。

「〈九尾〉の実態については不明な点が多いのですが、資金や物資の調達を主おもな活動としていることはわかっています。革かく命めいは何かと物入りですから……当然、〈右〉の方々は全面否定──ならば潰つぶしても文もん句くはあるまい、ということで、さっそく狩人かりゆうどが狐狩がりに……」

「仕し掛かけたのか？」

「二か月前に。あなたはちょうど宇宙そらで忙いそがしかった。それで、別の男に白しら羽はの矢が立った。あなたと同じ《宇宙そら還がえり》の英えい雄ゆうに」

「《宇宙還り》……」

　ショウゴが呟つぶやく。

「帰き還かん後は、〈鵺童ヌエワラシ〉六番隊。〈キョウト危機〉で生き残った数少ない〈鵺〉の血統──サガミ・ショウゴ。名前まで同じだなんて、因いん縁ねんめいたものを感じませんか？」

「……同じじゃないさ」

　左手で己おのれの顔を探さぐり、ショウゴが言った。

「俺おれのは、借かりものだ」

　この顔も、身体からだも、目に見えるもの全すべて──頰ほおから下ろした手のひらが、きしりと呻うめく。

「〈上〉は狐狩りの手始めとして、馬ば堂どう経きよう駿しゆんを選んだ。クージョ・フェルナンデスに寄き生せいし、多額の軍資金を吸い上げている調達係……彼の処しよ分ぶんを、サガミ・ショウゴに依い頼らいした。結果は──」

　不意に、ユラユイの声が遠ざかり、別の声がショウゴの脳のう裏りをよぎった。

　私の目の前で──私を護まもるために──。

「くっ」

　短く唸うなり、ショウゴは白衣に背を向けた。

「彼女の所へ行くのですね？」

　ユラユイが言った。

「誰がっ！」

　吐はき捨てるように、否定する。

「お前の魂こん胆たんはわかっている。あわよくば、タダ働きさせる……それで今まで、コソコソと様よう子すを窺うかがっていたんだろ？」

「サガミ・ショウゴは、あなたの代わりに狩人となり、獲え物ものに喰くわれた。たった一人の家族を遺のこして……その彼女もまた──」

「良心に訴うつたえてるつもりか？」

　ショウゴは嘲せせら笑った。声が、動どう揺ようでかすれている。

「〈上〉は失敗しくじった者には報ほう酬しゆうを出しません。サガミ・ショウゴが受け取る予定だった全額は宙ちゆうに浮ういたまま……タダ働きなどさせませんよ」

　ユラユイが白衣のポケットから、プラチナ仕様のカードを取り出す。政府発行のデビットカード。

「下げ衆すがっ」

　ショウゴは歩きだした。

「あなたが向かうのは、西九区の人工島。だが、その前に聞いておきたいことがあるはず。双そう頭とうの馬──馬堂のふたつめの《力》の秘ひ密みつを」

（ノストラダムスめ！）

　心中で悪態をつき、立ち止まる。何もかも、お視み通とおしか──ショウゴは、忌いま忌いましい預言者へ横顔を向けた。

「あなたは、最強の《力》とは何だと思いますか？」

　この期ごに及およんで、謎なぞ掛かけ。

　ショウゴは黙だまっていた。戯たわむれに付き合うつもりはない。

「〈九尾〉は、予知能力こそ、全すべての《力》の頂ちよう点てんに立つものと考えています」

　ユラユイが続ける。

「〈ナイトヘッド〉や〈スタンリー〉が聞いたら怒おこるでしょうね。けれど、僕も彼らと同意見です。予知は未来を視通し、選せん択たくできる。つまり、時間に干かん渉しようすることができるのです。もしも、視て選んだ未来を待つだけでなく、すぐにそこへ行くことができるとしたら……？」

　今度の謎掛けは、簡単すぎた。しかし、あまりに非現実的な答えに、ショウゴは口に出すのを躊ちゆう躇ちよした。

　時空間移動。前世紀に生きた米国のＳＦ作家フィリップ・Ｋ・ディックは、その小説の中で、究きゆう極きよくの予知能力者とは時間を移動できる者だと書き記しるした。だが、十六年前の《災さい厄やく》で、多くの超ちよう能のう力りよくがフィクションから現実のものとなって以来、時はおろか空間を越こえるなどという《力》を覚かく醒せいさせた人間の記録はない。

「馬ば鹿かげている」

　否ひ定ていするショウゴの口く調ちようは、弱々しい。馬鹿げているが、バドーの不ふ可か思し議ぎな移動術の説明は、それでつく。

「信じがたいでしょうが、事実です」

　ユラユイが断言した。

「しかも、彼のふたつめの頭は、流星の光を浴びて覚醒したものではありません。そのことは、戦ったあなたもご存じでしょう？　馬堂は元々それができたのです」

「《先天能力者ナチユラル》、か」

　ショウゴの、その呟つぶやきについては、ユラユイは何のコメントも返さなかった。

「なぜ……そこまで詳くわしいんだ？」

　言葉を止めたユラユイに、疑ぎ惑わくを投げ掛かける。

「誤ご解かいしないでください。僕は彼らの仲間じゃない。お誘さそいはありましたけどね」

　クスクス笑いに白衣が揺ゆれ、胸むな元もとの蛾がが飛ひ翔しようする。

「これは、サガミ・ショウゴとの戦せん闘とう記き録ろくから推すい測そくしたことなのですが」

　ユラユイが笑えみを消した。

「馬堂の時空間移動能力はごく短時間の、不完全なものと思われます。さらに、移動に入れば〈出口〉を変えることはできない。それを補おぎなうのが、もうひとつの頭……予知で先を視み通とおし、最適な〈出口〉を選せん択たく、そこを目指して移動する」

「予知を封ふうじれば、奴やつに勝てるとでも？」

　皮ひ肉にくの口調で、ショウゴが言った。

「予知に頼たよらなくとも、時間を刻きざんで連続移動することで、〈出口〉のズレは小さくできる。出る度たびごとに位置を確かく認にん、間合いを詰つめつつ相手の動きを見み極きわめれば、最後には死角をとれる」

「でしょうね」

　ユラユイがうなずいた。

「しかし、その戦法だと、経けい験けんがものいうはず。馬堂は元レンジャーですが、入隊したのは世界暴動後。対サガミ戦を除のぞき、実戦経験はほとんどありません。但ただし、シミュレーション戦闘における成績は歴代トップ。未いまだその記録は破られていないそうです」

「天才と言いたいのか？　俺に言わせれば、青二才だ」

「その通り」

　ユラユイの唇くちびるに、再び微び笑しようが浮うかんだ。

「彼は、青二才です」

　意味ありげな強調。

　肩かた口ぐちから引き寄せた瑠る璃り色いろの髪かみを抱いだき、預言者が後あと退ずさる。

「残念ですが、一時間後のあなたは僕の《眼め》に映うつりません。どうか、ご無事で」

　本心とは正反対の言葉を告げ、ユラユイはクスクスと笑った。

「大きなお世話だ」

　瞳ひとみをわざと深しん紅くに染そめ、ショウゴはユラユイを視界から消した。

「最後にもうひとつ」

　坂道を下るショウゴに、声が追いすがる。

「あなたがどう思っているかわかりませんが、本当に信用していい予知能力者は僕だけだということを、ゆめゆめお忘わすれなきよう」

（戯ざれ事ごとを……）

　ショウゴは相手にしなかった。

　背後で街灯が消え、気配が失うせた。

　独りきりの静せい寂じやくと闇やみ。

　やはり、最低な夜になった。

　ショウゴは傾けい斜しやを蹴けりつけ、夜や気きを裂さいた。

　坂道に並ぶ壊こわれた街灯が、突とつ風ぷうに煽あおられ、軋きしみ音を連つらねた。








八　祈いのり









　九月十日。

　午後十時三十分。

　キサーズシティ、西九区、フェルナンデス・シートランスポーテーション。

　斜ななめに落ちてきた光線が、濡ぬれたまつ毛を青白く染そめた。

　ユリは朦もう朧ろうとした頭を左右に振ふり、差し込む光の源みなもとを見上げた。

　外を望のぞめる唯ゆい一いつの天てん窓まどに、雲の取れかけた月が浮うかんでいる。

（ここ、は──）

　そう考えた途と端たん、痛いたみが両りよう腕うでに蘇よみがえった。

　ユリは視線を天窓から外し、頭の上へと移動した。縛いましめでひとつにされた両手とそれを吊つるす鎖くさりを見つけ、置かれた状じよう況きようを思い出す。

「くっ」

　床ゆかすれすれに触ふれていたつま先に力を入れると、腕の痛みが多少和やわらいだ。

　ほっと息いきをつく。

　たちまち、別の痛みが復活した。

　焼けた鉄のブラシに背せ中なかを削けずられるような激げき痛つう。それが断続的に訪おとずれる度たび、肉を打つ鞭むちの音が耳の奥おくで再生される。

「うっ……くっ……ふっ──」

　激痛の大波を幾いくつか乗り越こえ、がっくりと頭を下げる。足元の床に、無数の染しみが重かさなっているのが見えた。自分の流した血と汗あせと唾だ液えき。それらを照らす光が不意に途と切ぎれた。

　月の雲くも隠がくれ。

　闇やみが、再び半地下の倉そう庫こに下りた。

　次の大波が近づいてくる。ユリは息を止め、備そなえた。光が戻もどったのは、すぐ後だった。

　天窓の月ではなく、背はい後ごからの灯あかり。

「──続きを始めるわよ？」

　女の声がした。

　恐きよう怖ふと痛みに、ユリは鎖を鳴らして身をよじった。




　　　　◆




　午後十時三十六分。

　暗雲が月に掛かかり、海うな原ばらが黒に染そまった。

　ライトアップされた鉄橋が際きわ立だち、西九区と人工島の間を流れる光の河の如ごとき様よう相そうを呈ていする。

　聞こえるのは、さざ波の音のみ。鉄橋へのゲートを護まもる二人の男が、遠い祖そ国こくの夜を思い出し、しばしの間、目を閉じる。

　内ない紛ふんなどまだなかった頃ころ、故こ郷きようの村では、月のない夜に決まって漁へ出たものだ。まぶたの裏の映像に続き、音声が耳に蘇よみがえる。暗く凪ないだ海に響ひびく、古いボートのエンジン音──

「──違ちがうっ！」

　男の一人が声をあげ、もう一人が回想から覚さめた。

　前方に広がる倉庫街から、本物のエンジン音が近づいてくる。

　男たちは、下げていた短たん機き関かん銃じゆうを両手持ちし、灯あかりもまばらな倉庫街へ目を凝こらした。

　コーナリングの摩ま擦さつ音おん。同時に閃ひらめいた光が、男たちの視界を眩くらませる。

　それは、閉じたゲートへ躊ちゆう躇ちよなく猛もう進しんしてきた。

　男たちが目を細め、接近するそれの進路めがけて威い嚇かくの銃じゆう弾だんを放った。瞬しゆん間かん、それは低い咆ほう哮こうをあげて跳とび上がった──巨きよ大だいな白銀の二輪車。二メートル近いゲートをすれすれで跳び越こえ、鉄橋へと着地する。

　追つい撃げきの銃弾を尻しり目めに、バイクは鉄橋を駆かけ始めた。

　男の一人が銃撃を止め、通信機を手に取った。




　流線フォルムの大型バイクが、猛スピードで鉄橋を疾しつ走そうしていた。

　ゲート突とつ破ぱの緊きん急きゆう通報を受けた人工島から、幾いくつものサーチライトが照しよう射しやされ、煌きらめきをふりまく銀の車体に重なる。

　灯とう台だいの横腹から迫せり出してきた電でん子し制せい御ぎよの１０５ミリハウザー砲ほうが、その照準画面にライダーの姿を捉とらえた。ミッドナイトブルーのシャツとエナメルパンツに身を包んだ少年。ノーヘルの黒くろ髪かみが後方へ靡なびいている。

「けっ、まぁた〈特とつ攻こう〉かよ」

　鉄橋へ押おし寄せてきた〈正社員〉の一人が、嚙かみ煙草たばこを吐はき出した。ほんの数時間前に乗用車で同じことが行なわれているので動じていない。

「けど、今度のは本物みたいだぜ？」

　エレクトリック・ライフルのスコープを覗のぞきながら、別の〈正社員〉が歯を見せる。

『──警けい備び兵へいは、それ以上前へ出るな』

　灯台に詰つめる指し揮き官かんの音声が、インカムを装そう着ちやくする〈正社員〉たちの耳に届とどいた。

　鉄橋へ面した東の防ぼう風ふう壁へきの上で、偽ぎ装そうを取り払はらわれた二基のファランクス型バルカン砲台が、六連装の銃身を下方へ向ける。灯台のハウザー砲と同じく、高性能の射撃指揮システムを搭とう載さいしたオートウェポンだ。

「ちぇっ、俺おれたちにもやらせろよ」

　年若い〈正社員〉がぼやいた。

「何もかも自動化じゃ、腕うでが鈍にぶっちまう」

「だったら、今、お前の持ってる武器も使うわけにはいかんな？」

　エレクトリック・ライフルを指差し、ひとまわり年上の同どう僚りようが言った。

「違ちがいねえ！」

〈正社員〉たちの間にどっと笑いが起き、バルカン砲の嬌きよう声せいが彼らの頭上を通過した。

　狙ねらいは、正確さを極きわめていた。２０ミリ機き銃じゆう弾だんの集中豪ごう雨うがバイクへ降ふり注そそぎ、銀の車体を数秒で叩たたき伏ふせた。

　炎ほのおが、橋上に飛び散った。

「あれじゃ、ズタボロだ」

　年若い〈正社員〉がスコープから目を外はずし、火に眩くらんだ目を夜空へ向けた。流れる雲の切れ目から、月が顔を覗のぞかせた。歪いびつな白い天体を、小さな影かげが縦たてに流れていく。

「人……？」

　鉄橋へと降おりた影を見つめ、青年兵が呟つぶやいた。

「ばっ、馬ば鹿かなっ！」

　驚きよう愕がくの声が、橋のたもとで湧わいた。

　燃えるバイクを背に、少年が立っていた。左ひだり腕うでを掲かかげ、ゆっくりと歩きだす。

「野や郎ろうっ」

　数人がエレクトリック・ライフルの引き金を絞しぼった。

　──〈ＥＭＰＴＹ〉。

　スコープ画面に文字が浮うかんだ。だが、左下に表示された弾数メーターはマックスだ。

「ど、どうして射うてないっ？」

「満タンだぞ？」

　警備兵たちが狼ろう狽ばいの声をあげる。

「電子の言葉を共有する全すべての兵器モノ──」

　少年が、英語で言った。

「──〈主天使ドミニオン〉の前に沈ちん黙もくし、その歌声を拒こばむことはできない」

「ガキがっ、訳わけの分からぬことを！」

　数人が役立たずのライフルを放ほうり、拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

　バルカン砲ほうの発射はそれよりも早かった。

　警備兵がまとめて吹ふっ飛び、海へ落ちた。

『な、な、何で味方をっ？』

　オートウェポンを管理する指し揮き官かんの慄おののく〈声〉が、残った警備兵たちの耳に届とどく。

「武器を捨てて、海へ飛び込め。抵てい抗こうは犬いぬ死じにと知れ」

　少年が降こう伏ふくを勧かん告こくする。

「悪魔ヂアーボめ！」

　怒ど声せいと共に、撃げき発はつ音おんが渦うず巻まいた。

　少年の左腕が空を切り、飛来した拳銃弾だんを叩たたき落とす。

「ならば聞け、葬そう送そうの調べを！」

　左腕が上じよう昇しようし、頭上で弧こを描えがいた。

　サーチライトが兵を照てらし、ファランクスの白い頭が左右に振ふれた──バルカン砲の地上掃そう射しや。

　少年の左手は動きを止めることなく、宙ちゆうを泳およいだ。まるでオーケストラのコンダクター。

　灯台のハウザー砲が、防ぼう壁へきの内側から飛び出してきた装そう甲こう車両の頭を潰つぶし、そこから転ころがり落ちたホーミングランチャーが自分勝手に起動して、灯台へ報ほう復ふくのミサイルを放つ。

　少年──ショウゴを構かまう者は、もう誰だれもいなかった。まだ動ける兵たちは、地に伏ふす仲間を踏ふみ付けて、我われ先さきに海の中へと飛び込んだ。

　コンサートは、早くも終わりつつあった。

　ショウゴは最後に宙を一ひと薙なぎすると、左手を胸に引き寄せ拳こぶしを作った。

　防風壁の上で、バルカン砲が向かい合い、互たがいを射うってうな垂だれた。

「た……助け、て……」

　橋のたもとに着いたショウゴの脚あしに、負傷した青年兵がすがりついた。

　ショウゴは膝ひざを落として、青年を診みた。大だい丈じよう夫ぶだ。傷はそれほど深くない。

「先に女が来たはずだ。どこにいる？」

「お……女？」

　顔を上げた青年の胸むな元もとに、白い塊かたまりとダイオードの明めい滅めつが見えた。

　ショウゴはとっさに膝を伸のばして、後ろへ跳とんだ。

　閃せん光こうが青年を包み、血ち煙けむりが噴ふき上がった。

　木こっ端ぱ微み塵じん。青年の倒たおれていた場所が、赤く抉えぐれて燻くすぶっている。

「オー、グレイト！　私のワザを見み抜ぬくなんて！」

　はしゃぎ声が、爆ばく心しん地ちの向こうで湧わいた。

　ジャングル迷めい彩さいのアーミースーツを着た女が、血ち溜だまりを越こえてくる。

　丸顔に金きん髪ぱつのショートレイヤー。一見、愛らしい印いん象しよう。だが、今の所業を見れば、本ほん性しようが正反対であるのは明白だ。

「はーい、私、アリッサ。あなた、キレイな顔してなかなかやるじゃない？　私、強いオトコって大好きよ」

「……同どう胞ほうじゃないのか？」

　ショウゴは鋭するどく目を細め、女に問いただした。

「ジョーダン！」

　女──アリッサが首を振ふり、血溜りにペっと唾つばを吐はく。

「やられちゃった奴やつなんて、みーんなクズよ。私がオトコと認めるのは、強いヒトだけ」

　小首を傾かしげ、ショウゴを見つめる。

「私をトコトン追い詰つめてくれるような……」

　ピンクの舌が唇くちびるを舐なめずり、愛らしい顔が淫いん猥わいに歪ゆがむ。

「……そんなステキなオトコを、私の手でブチ殺す。考えただけで、もう──」

　自分の胸を抱だき締しめ、艶なまめかしく腰こしを揺ゆらす。

「だから、がっかりさせないでね？　頑がん張ばって、責めてきてちょうだい」

　痴ち態たいを中断し、アリッサがゆらりと前へ出た──疾しつ走そう。

　ショウゴもそれに反応し、身を反そらせて地を蹴けった。

　疾しつ駆くするアリッサの両手が蛇へびの動きで先行し、バック転するショウゴをかすめる。

　三度目のバック転の途と中ちゆうで、ショウゴは片かた腕うでを軸じくに身を捻ひねった。開かい脚きやくの蹴りが迫せまりくるアリッサの顔へ伸のび、空振りした。

　アリッサは横へ跳び、橋の欄らん干かんへ移っていた。さらにそこから跳び上がり、ショウゴの頭上を急きゆう襲しゆうする。驚きよう異い的てきな体術。

　ショウゴは落ちてくるジャングル迷彩を見上げると、左さ拳けんで地を打った。反動で身体からだが上じよう昇しようし、ジャングル迷彩と交差する。

　挙こぶしと蹴りが高速でかすめ合い、最後の一手──アリッサの蹴りとショウゴの右拳が互たがいを逆方向へ弾はじき飛ばした。

「あーあ」

　着地したアリッサが、大げさにため息をついた。

「期待してたのに、残念至し極ごく」

　お手上げのポーズをして、右手に握にぎった起き爆ばく装そう置ちのリモコンを見せびらかす。

「……何のつもりだ？」

　ショウゴが訊たずねた。

「リモコンバクダーン！　あなたの身体にいっぱーい！」

　アリッサがおどけた。

「期待ハズレの罪つみは重いわよん？　じっくり殺したげるから、イイ声あげて死んでちょうだい」

　飛び切りの笑え顔がおで、アリッサが処しよ刑けいを宣せん告こくした。

「まずは、地べたに這はいつくばってもらおうかしら」

　言いながら、起爆装置のリモコンボタンのひとつを押おした。

　ボム！

　四し肢しのひとつが、身体から千ち切ぎれ飛んだ。

　路面にどさりと落ちたのは、脚あしではなく、腕。手のひらが何かを握っている。

　ショウゴは足元に転がる腕の先から、小さな箱をもらい受けた。

「あ、あ、あ……」

　アリッサは茫ぼう然ぜん自じ失しつで立ち尽つくしていた。爆薬を仕し掛かけ返されたことに全く気づかず、自分で自分の腕を吹ふき飛ばしてしまったのだ。あまりの出来事に、血を噴ふく傷の痛みも感じない。

「安心しろ」

　起爆装置のリモコンを指で挟はさみ、ショウゴが言った。

「なぶり殺しは主義に反する。たとえ、ろくでなしでもな」

　指を折り、リモコンを手の内に収める。

「一回で必ず逝いける」

　ショウゴの言葉に、アリッサは我に返った。カチカチと歯を鳴らし、自分の身体からだを見回した。

　残った腕うでと両足に、爆薬は見当らなかった。頭を探さぐり、首くび筋すじを撫なで、両りよう肩かたへ目をやり──そして、見つけた。背中に一面に付けられたパテ状のプラスチック爆ばく弾だんを、煌きらめく起爆装置のダイオードを。

「あ、はは、いいわぁ」

　ショウゴへ向き直り、アリッサが言った。左手で胸をまさぐり、上体を屈くつしてブルブルと震ふるえる。

「ホント、最っ、高ぉほお」

　語尾が上うわ擦ずった。

「いっしょに、イヒたくなっひゃうくらい一緒に、イキたくなつちやうくらい──」

　ダッシュの蹴けりを打ち、アリッサが顔を上げた。口には、ピンのとれた手しゆ榴りゆう弾だん。

　ショウゴは構かまえた両腕越ごしに女を睨にらみ、握にぎる拳こぶしに力を込めた。

　爆ばく炎えんが目の前で上がり、真横を走り抜ぬけた。

「──勝手にイッてろ」

　血と肉にく片へんと焼けた欠片かけらの張りついた腕を下げ、ショウゴが言った。

　後方で、黒こく煙えんを曳ひいて走る下半身が瓦が礫れきにつまずき、バタリと倒たおれた。




　　　　◆




　午後十時四十五分。

　フェルナンデス・シートランスポーテーション、北社しや屋おく三階、データ・通信管理室。

　喧けん騒そうと断続的な閃ひらめきが、防音・防弾加工の硬こう質しつガラスを抜けて、人工的に冷やされた室内へ届とどいた。

　モニターから顔を上げたのは、一人。他は全員、周囲の床ゆかの上で自らが流した血の海に横たわっていた。

　バドーは席を立つと、濡ぬれた床をぴちぴちと鳴らして、窓まど辺べへ歩いた。

　東の正門近くで、戦火があがっている。銃じゆう声せいは既すでにまばら。統とう制せいを欠く〈正社員〉たちの動きからみて、戦せん況きようは不利。それも圧あつ倒とう的てきにだ。

「──やはり、来たか」

　バドーは独ひとりごちた。《宇宙そら還がえり》の執しつ行こう代だい理り人にん──あの男に違ちがいない。予想より、かなり早い到とう着ちやく。撤てつ退たい期き限げんは、翌よく朝ちよう。時間は残されている。

　──彼に手を出すな。

　騒さわぐ血を戒いましめるように、〈声〉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

「……私なら、潰つぶせます」

〈声〉の主に返し、バドーは窓に背を向けた。

　作業終しゆう了りようを報しらせる電子音が、モニターから響ひびいた。

　──サテライト通信システムヨリ、全アドレスへ、〈バドー・キョウシュン〉関連データ強制消去プログラム、送信シマシタ。本データベースノ内容ヲ完全ニデリートシ、電源ヲ切リマス。ＹＥＳ／ＮＯ？

　モニター上の〈ＹＥＳ〉の文字を指先で触ふれ、バドーは撤収準備を完了した。

　時間は、まだ残されている。たっぷりと──唇くちびるの端はしをわずかに歪ゆがめ、バドーは〈自由時間〉の計画を練ねり始めた。




　　　　◆




　同時刻。

　フェルナンデス・シートランスポーテーション、Ｂ２倉庫、地階。

　美しき人の皮を被かぶった獣けものが、吊つるされたユリの周りを回っていた。

　かれこれ十分以上は経過しただろうか。ユリは女が手にする鞭むちの恐きよう怖ふに怯おびえながら、ひたすらつま先に力を入れて両りよう腕うでと背中の痛みに耐たえていた。

　スチール棚だなと埃ほこりを被かぶった大小の木箱が散さん在ざいする半地下の出入口は一か所のみ。そこに向かって泣き叫さけび、外にいる他の者の同情を買おうにも、頑がん強きような鉄てつ扉とびらによって内外の音は完全に分ぶん離り遮しや断だんされている。天窓も十メートル近い高さにあり、そこから下を覗のぞくのは、さらに高い空に在ある月だけだった。

　──馬ば鹿かなことは、考えるな。

　絶望に舌を嚙かみかけたユリの耳に、サガミ・ショウゴの〈囁ささやき〉が聞こえてくる。

　ユリは舌を縮ちぢめた。唾だ液えきを乾かわいた喉のどに流し込み、正面へ来た女をわざと睨にらみつけた。自じ決けつが許されないのなら、いっそのこと早く楽にしてほしかった。

「──何だい、その目は？」

　女が挑ちよう発はつにのった。黄金比率の美び貌ぼうが近づき、ユリの目を覗き込む。

「まだ、死んじゃいないようだねえ」

　手の内で、丸めた鞭がギリリと鳴った。

　思わず身を引く、ユリ。

　形のよい女の唇に、嘲ちよう笑しようが浮うかぶ。

「安心おし。これはもう使わない」

　女──キリーは、鞭をレザードレスの腰こしから突つき出たフックに掛かけた。

「殺さずに、仕立てろ……」

　レザーの手て袋ぶくろを外し、キリーが呟つぶやく。

「そう、あの人が言ったから、殺しはしない。けど──」

　素すの右手を、ユリの襟えり元もとへと伸のばす。

「──心は壊こわさせてもらうよ」

　襟に掛かった右手が、アーミースーツを縦たてに引き裂さき、ユリの上半身をあらわにした。

「フン……何て、ふしだらな身体からだなの？　これで、あの人を誘ゆう惑わくするつもりだったんでしょっ？」

　左の乳ち房ぶさを鷲わし摑づかみ、鋭するどく尖とがった爪つめを食い込ませる。

「くっ──」

　ユリは唇を嚙んだ。悔くやしさと痛みで涙なみだがこぼれた。

「……お前も、あの娘むすめと同じだ。クージョ様を私から奪うばいに来た」

　キリーの手が戦慄わななきを伝える。

「な、に、ワケのわかんない、こと……！」

「お前は、私にないふたつのモノを持っている。あの娘……イタガキ・カスミもそうだった。若さと──そのふたつに、クージョ様は惹ひかれてた。あの娘は、クージョ様に何て言ったと思う？」

　キリーが目を剝むき、瞳ひとみを縮ちぢめた。狂きよう気きの色が増している。

「助けてくれるなら、自由にしてくれてもいい、ですって！　淫いん乱らんなメスブタよ！」

　乳房を摑む右手にさらなる力が生じ、柔やわ肌はだに血が滲にじんだ。

「私っ……違ちがう……そんなこと、絶対……するもんですかっ」

「違わないわ！　だから、あの娘と同じにしてあげる」

　唇くちびるの両りよう端はしを吊つり上げ、キリーが言った。

　ユリの乳房から痛みが消え、代わりに、何かが身体の中で膨ふくらんだ。

「うぐっ……？」

　突とつ如じよ、こみあげた吐はき気けと呻うめきが喉のどを塞ふさいだ。

　今までに経験したことない、不ふ快かい極きわまる被ひ侵しん入にゆう感かん。それが胸むねの辺りで蠢うごめいている。

　ユリは窒ちつ息そくに喘あえぎながら、胸むな元もとへ目を向けた。

　乳房を摑んでいたはずの女の手のひらが消えていた。自分の身体の中に──。

「んん──！」

　悲鳴をあげようにも、声せい帯たいが震ふるえなかった。

　女の手は、完全に乳房の内へ沈しずんでいた。流血はなかった。痛みも感じない。ただ、少しだけ熱くむず痒がゆい。

「ウフフ、驚おどろいてもらえた？　私の右手は、物質を構成する分子の結合を解いて半流動体に変えることができるの。金属とかは面めん倒どうだけど、生体ならこの通り。十五年前にお星さまがくれた、ステキな《力》よ。でも珍めずらしいらしくて、名前がないの。だから勝手にこう呼んでる。〈挿入インサート〉ってね」

　赤い舌で赤い唇を濡ぬらし、キリーがゆっくりと右手を動かし始める。

　まるで、練ねったばかりのコンクリートに手を突つっ込んでかき回しているみたいな光景だった。動かしても、身体からだは裂さけず、何の痕こん跡せきも残らない。
















「……ここが、心しん臓ぞうね」

　キリーが言った。

　ユリの胸の奥おくで圧あつ迫ぱく感かんが生しようじ、鼓こ動どうが早はや鐘がねを打った。指先で心臓を摘つままれたのだ。

「でも、ここをもいだら、すぐ死んじゃう。もぎとっても、しばらく大だい丈じよう夫ぶなところ……」

　心臓を解放し、キリーは手のひらを下げた。

　柔やわらかな五匹ひきのイモムシが、内臓を撫なで、摑つかみ、搔かき分けながら、ユリの体内を縦たてに下って犯おかしていく。

「これは要いらないわよね？」

　イモムシが胃にまとわりついた。

　嘔おう吐と感かんが増大し、ユリの顔が蒼あおざめる。

「──そうだ、忘れてた」

　キリーは独ひとりごち、胃を離はなした。指先を揃そろえて手のひらを細くし、下腹部へと進行させる。

「うえぇ……」

　突つき上げてきた痛みが詰つまった気道を開放し、胃液と悲鳴がユリの口から吐はき出された。

「見ぃつけた。一番、要いらないモノ」

　キリーが笑えんだ。

　手のひらが、ユリの子し宮きゆうを握にぎっていた。ぐいぐいと引っ張られる度たびに、激痛が背骨を走り、痙けい攣れんが全身を震ふるわせた。

「私にはない、クージョ様の望むモノ……憎にくい、憎いわ。ただ女というだけで、これがお腹なかにあるなんてっ」

　キリーは握ったそれに、指先を食い込ませた。

「──？　こっ、これは？」

　キリーの笑みが固まり、崩くずれ、醜みにくい怒いかりの形ぎよう相そうと化した。

「私への当て付けかい？　この中にもう命を宿やどしてるなんて！」

　キリーは喚わめき、手の中の臓ぞう器きを引きずりだそうと力を込めた。途と端たん、右手が感覚を失いユリの中から弾はじき出された。

「ち、《力》が消えた？」

　体液に塗まみれた右手を見つめ、キリーがうろたえた。

　ユリの脚あしが振ふり上がったのは、その時だった。膝ひざの先が、キリーの脚の間に入った。

「ぎゃっ！」

　キリーが短く叫さけび、身体からだを折って後あと退ずさった。

「あなた……男っ？」

　膝ひざに残る独特の感かん触しよくに、ユリは思わず口走った。

「な、なによぉ」

　と、キリーが呻うめいた。

「女だからって……子供が産めるからって……」

　股こ間かんを押おさえて、上体を起こす。

「私だって、女に生まれたかったわよぉ。そうしたら、クージョ様だって──」

　左手が股間を離はなれ、腰こしへまわった。鞭むちを摑つかみ、先せん端たんをだらりと垂らす。

「お前なんか、お腹の子供と一いつ緒しよに叩たたき殺してやるっ！」

　キリーが叫び、鞭を持つ手を振り上げた。

　直後、頭上で、天窓が悲鳴をあげた。

　青い影かげが、降り注ぐガラス片へんを追い越こし、ユリとキリーの間に降り立った。

「だっ、誰だれっ？」

　キリーは横よこ跳とびし、ガラス片を躱かわした。

「ろくでなしに教える名前はない」

　半はん裸らの俘ふ囚しゆうを抱いだいた少年が、鋭するどい線の横顔を向けた。

　女を吊つるしていた鎖くさりが千切れている。あの短時間でどうやって──キリーにはわからなかった。

「連れは返してもらう。異存がなければ、退ひけ」

　ユリの代わりに被かぶったガラス片を足元へ落とし、少年──ショウゴが言った。

「メスブタのオトコってわけねっ？　妬やかせてくれるわ、ジリジリと！」

　キリーは鞭を振り、床ゆかを打った。感覚の戻もどった右の手のひらに《力》を溜ため、少年を睨にらむ。

「ならば、来い。女とて容よう赦しやはしない」

　キリーと向き合い、ショウゴは左手を正せい眼がんに構えた。

「……違ちがう、そいつ……男、よ」

　ショウゴの後ろで、ユリが呻いた。

「男って言うなあぁああ──！」

　キリーが怒ど鳴なった。

　鋼はがね入りの鞭がショウゴの左ひだり腕うでに絡からまり、レザードレスが懐ふところへ飛び込んだ。

「〈挿入インサート〉ォオ！」

　キリーの右手がショウゴの胸むな板いたに沈しずみ、急所を探さぐった。

「──俺のハートはそこじゃない」

　紅あかい眼めがキリーを見下ろした。たちまち右手が痺しびれ、胸の内から押おし出される。

「ま、また《力》が──？」

　キリーは鞭むちを緩ゆるめ、少年から跳とび退のいた。

「今回は、珍めずらしい《力》ばかりに出くわすな」

　何の損そん傷しようもない胸を撫なで、ショウゴは独ひとりごちた。

「なっ、何なのよぉ、あんたたち？」

　鞭を巻き、キリーが問うた。

「行きずりの関係だ」

　口元を緩ゆるめ、ショウゴが答えた。

「……シテない、けどね」

　力なく、ユリが続けた。

「きい……見せつけてくれるじゃないのぉ！」

　キリーは鞭を振ふり上げた。頂点でグリップを捻ひねり、仕込まれた無数の刃やいばを迫せり出させる。

「鋸鞭ソーウイツプ──受けとめられやしないわよぉおお！」

　左腕をかざして前へ出たショウゴへ、うねる刃が襲おそいかかった。

「──受けとめたぞ？」

　声が、キリーへぐんと近づいた。

　目の前に、鞭を摑つかんだ少年がいた。そこでようやく、キリーは自分が少年に引っ張られたのだと気がついた。

「仲間の元へ逝いくがいい」

　鞭を離はなした少年の左手が拳こぶしと化して、キリーの顔面へ繰くり出された。

「かっ、顔はやめてぇえええええ！」

　キリーは金切り声をあげた。

　グローブに包まれた少年の拳が鼻先で消え、衝しよう撃げきがキリーを突つき抜ぬけた。

「や……優やさしい、の、ね？」

　直前で拳の軌き道どうを変えた少年に、キリーが言った。

「もっと、前に……出会ってたら……絶対……愛しちゃってた、わ──」

「よしてくれ」

　もたれ掛かかってきたキリーへ、ショウゴが返した。

「そんな趣しゆ味みはない」

　左手が、貫つらぬいた男の身体からだをゆっくりと逆ぎやく戻もどりした。




　　　　◆




　午後十時五十五分。

　フェルナンデス・シートランスポーテーション、中央社屋四階、プレジデントルーム。

　天然木のデスクの後ろに設置された三十六のモニター画面が、次々と砂すな嵐あらしに見み舞まわれていた。

　島内の状じよう況きようを映す二十四の監かん視しカメラ画面と、社内の機密情報を表示する十二のコンピューター管理画面が、ひとつ、またひとつと消えていく。

『──警備システム……暴走して……殺され……ッ』

『侵しん入にゆう者しやは、何人いるのかわかりませんっ。警備兵の大半が、もう──』

『データ管理室です。何者かによってシステムがクラッシュモードに……ダメだ。手の施ほどこしようが……』

　錯さく綜そうする音声にめまいを覚えながら、クージョ・フェルナンデスは画面群から後あと退ずさり、革かわ張ばり椅い子すに座すわり込んだ。

　寝しん室しつでうたた寝ねしていたところを警備からの緊きん急きゆう連れん絡らくで叩たたき起こされ、夜着のままプレジデントルームへ駆かけ付けると、最悪の状況が三つそろって出で迎むかえた。警備システムの暴走、数不明の侵入者、管理コンピューターのダウン──一体、何がどうしてこうなったのか、さっぱりわからない。

「クソ、クソ、クソ」

　汚きたない言葉を呟つぶやき、広がる砂嵐を、虚うつろな目で見上げる。

「……イタガキは死んだ……市警察──いや、彼らは手出ししない約束だ。他ほかに……対たい抗こう勢力が残っていたというのか？」

　パニックの原因をあれこれと考えてみるが、答えは出ない。

「──こんな話を知っているか？」

　不意に、背後から声が掛かけられた。

　びくりとして椅い子すを回すと、入り口の扉とびらに男がもたれていた。バドー・キョウシュン。この状況に顔色ひとつ変えず、煙草たばこをふかしている。

「バドー、貴様っ！　こうなることを──どうして教えなかったっ？」

「教えたくても、視みえなかったのでね」

「どういうことだっ？」

「こんな話を知っているか？」

　始めの質問をバドーが繰くり返した。

　クージョは何のことかわからず、役立たずの占うらない師しを憎ぞう悪おのこもった目で睨にらんだ。

「数年前から、この街で──この国で過ぎた悪さをしようとした連中が、ある日突とつ然ぜん、姿を消している……非合法の駐ちゆう留りゆうを目的に上陸した米国の覆面軍隊アンダーカバーアーミー、チャイナタウンを空くう爆ばくして日中関係の崩ほう壊かいを計はかったテロリスト……あなたのライバルだった、ガンドックとかというマフィアのファミリーも──。彼らは全すべて、日本政府が極ごく秘ひ裡りに放った暗殺者によって処分された。たった一人の男によって……そいつは《宇宙そら還がえり》の執しつ行こう代だい理り人にんで、外見は少年だそうだ」

「少年だと？」

　クージョは聞き返した。

「そう……私たちは、もう会っている」

　バドーは煙草を指に挟はさみ、数秒後に備そなえた。

「あ、あの少年が、か、かっ──？」

　クージョの声が大きく震ふるえた。

　建物全体を揺ゆるがす振しん動どう。

　火のついた灰が、バドーの煙草から落ちる。

『……倉庫で爆ばく発はつが……荷が誘ゆう爆ばく、おぐぅああ──……』

　音声が途と切ぎれ、モニター画面が三つ、砂すな嵐あらしに吞のまれた。

　四つめの最悪。倉庫の荷とは、祖国の反政府ゲリラへ供きよう給きゆうするためクージョが買い集めた武器・弾だん薬やくだ。

「あなたには世話になった」

　最悪のうち、ふたつを仕し掛かけたバドーが、扉とびらから背を離はなした。

「だから忠ちゆう告こくしてやろう──逃にげるなら、今のうちだ」

　煙草たばこをくわえ、バドーは踵きびすを返した。

「まっ、待て！」

　クージョの引き止めに応じることなく、白い影かげが廊ろう下かへ消えた。

「──クソッ、こんな島国でくたばってたまるかっ」

　クージョはデスクのロックを解かい除じよし、引き出しからカードキーを取り出した。

「キリー！　キリー！」

　インターカムの短たん縮しゆくボタンを押おし、愛人に呼び掛かける。

　地下倉庫からの返事はなかった。

「クソ、クソ、クソ」

　クージョはインターカムに悪あく態たいをつき、カバーの付いた赤いボタンを押し込んだ。

　部屋の隅すみで飾かざり棚だなが横よこ滑すべりし、隠かくし扉が現われる。

「私だ。飛行の準備をしろ。緊きん急きゆうだ」

　インターカムに告げ、クージョは立ち上がった。

『──了りよう解かい』

　カードキーで地下直通エレベーターの扉を開いたクージョの背中へ、インターカムが〈声〉を返した。




　　　　◆




　午後十一時。

　外へ出るなり、Ｂ２とペイントされた建物の屋根から火柱が立ち上った。

　ショウゴはユリを抱だき寄せると、建物に背を向け、低い態たい勢せいで爆ばく風ふうをやり過ごした。

　顔を上げて見回すと、島内のあちこちで同じような爆発と火か災さいが発生していた。

　妙みようだな、とショウゴは思った。〈主天使ドミニオン〉の歌声を聞かせたオートウェポンには、武装した者への攻こう撃げきしか命じていない。事故か、それとも自爆か。

「──急ごう」

　ショウゴはユリを支えて立ち上がった。

　拷ごう問もんと失しつ血けつでユリは衰すい弱じやくしきっていた。出血の止まらない背中の傷はもちろん、あの変態《能力者パワーズ》に体内を蹂じゆう躙りんされたダメージが大きかった。

　今はともかく、ユリを安全な場所、治ち療りようできる施し設せつへ連れていくことが先決だった。バドー・キョウシュンのことなど後回し、否いな、ショウゴにとってそれは始めからどうでもいいことであった。バドーを抹まつ殺さつしたいのなら、ユラユイが自分でやればいい。

　ショウゴは誘ゆう爆ばくの続く建物の近くを避さけつつ、出口を目指した。

「止まれっ！」

「侵しん入にゆう者しやめ、見つけたぞ！」

　右う往おう左さ往おうしていた警備兵たちが、二人に気づいて取り囲んだ。皆みな、殺気立っている。警告の通じる雰ふん囲い気きではなかった。

　ショウゴはちらと右方を見上げた。防ぼう風ふう壁へきに据すえられたファランクス型バルカン砲ほう台だいがくるりとこちらを向き、六連装の銃じゆう身しんを回転させた。

　オートウェポンの正確な射撃が、銃を構える何人かを地べたに這はわせた。途と端たん、残りの兵たちは戦意を喪そう失しつし、悲鳴をあげて周囲へ散った。

「──おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ぐったりとうな垂だれるユリに、ショウゴが声を掛かけた。

「……ごめん……重い、でしょ？　フ、フフ……」

　とんちんかんな答えが返り、ユリが身体からだを震ふるわせた。

　意識の混こん濁だくが始まっている。ショウゴは腰こしを落とすと、ユリを背に負った。

「今晩は」

　この場に不似合いな挨あい拶さつの声がした。

　逃にげ惑まどう兵士たちの向こうに、白ずくめの男が立っていた。

「……バドー」

　ショウゴは男の名を呟つぶやいた。

「決着をつけようか、ミスター〈鵺ヌエ〉」

　ミラーグラスを傾かたむけ、〈九キユウ尾ビ〉が金色の眼めを覗のぞかせた。




　　　　◆




　午後十一時五分。

　肺を灼やくような航こう空くう燃ねん料りようの燃ねん焼しよう臭しゆうが、地下格かく納のう庫こに充じゆう満まんしていた。

　甲かん高だかいターボエンジンの唸うなりをまとい、主あるじの到とう着ちやくを待つのは、Ｆ－１５ＦＶ。〈災さい厄やく〉前に、米国空軍が開発した戦せん闘とう機きＦ－１５シリーズの最終バージョンで、〈自由フリーダム〉のニックネームを持つ。英国のハリアー、ロシアのフォージャーに次いで、垂すい直ちよく離り着ちやく陸りく機き能のうの付加に成功した米国初のＶＴＯＬ戦闘機だ。

　Ｆ－１５ＦＶは、現在でも空軍に代かわって海軍が空母艦かん載さい機きとして使用しており、同どう盟めい国こく以外に流出することはまずない。

　米軍の中古兵器を熱心に購こう入にゆうしてきたクージョ・フェルナンデスも、使い古された空軍時代の一機を手に入れるのがやっとだった。但ただし、これはあくまで彼個人のコレクションであり、祖国で戦う反政府軍へ供給するつもりはさらさらなかった。地上ではなく、地下に格かく納のうしていたのは、そのためだ。

「──上で、戦闘が行なわれているとか？」

　復ふく座ざ式しきのコクピットからクージョの姿を認め、パイロットが声を投げた。

「上と連れん絡らくをとったのかっ？」

　口元を押おさえながら、クージョが怒ど鳴なった。

「ええ、でも、すぐに不通に──何があったんです？」

「火か災さいだ。大したことはない。消火もじきに終わる」

　クージョは苛いら立だちをこめた口く調ちようで答えた。

（間ま抜ぬけめ！　脱だつ出しゆつが他の連中に知れたら、どうなると思う？）

　己おのれの仕事が極ごく秘ひ待たい機きであることも忘れ、地上と連絡をとった部下の愚おろかさに呆あきれた。

「行き先は？」

　後部席に入ったクージョへ、パイロットが訊たずねた。

「キサーズベースだ」

　ヘッド・マウント・ディスプレイシステムを内蔵したヘルメットを被かぶり、クージョが告げた。下りてきたバイザーに、各種情報が表示され、マスクの装着を促うながす文字が目の前で点てん滅めつする。

『米軍に、ですか？』

　パイロットの音声が耳で震ふるえた。

『こういう場合の話はついている。発進だ』

　マスクを装着し、クージョが命じた。

　サイレンが鳴り、黄色の回転灯が四よ隅すみで光った。

　閉じていくコクピットハッチの前方で、噴ふん出しゆつした蒸じよう気きが斜ななめに交差し、格かく納のう用ようエレベーターが上じよう昇しようを始める。

『発進スタンバイ、完──』

　パイロットの〈声〉が耳をつんざくハウリングと化し、血ち飛沫しぶきがコクピットガラスに張り付いた。

「ど、どうした？　何が──？」

　クージョはバイザーを上げ、身を乗り出した。

　頭を砕くだかれうな垂だれるパイロットの向こう、立ち籠こめる蒸じよう気きの中に、銃じゆう弾だんを放った人ひと影かげが見え隠かくれしている。

「──水みず臭くさいぞ、兄弟！」

　大声をあげ、男が歩み出た。

「ソ、ソガッ？」

　ライフルを手にした蛇へび顔の日本人を見て、クージョは狼ろう狽ばいした。

　どうして、奴やつがここに──？　その答えは、蘇そ我がの持つ得え物ものでわかった。

　Ｍ１６Ａ４。米国陸軍の最新式アサルトライフル。Ｆ－１５ＦＶ同様、クージョがコレクションとして入手し、プレジデントルームの飾かざり棚だなに保管していたものだ。

　クージョは慌あわてる余り、格納庫への直通エレベーターの偽ぎ装そうを解除したままにしてしまったのだ。

「さっさと部下の死体を放ほうり出せ。代わりに俺が乗る」

　ライフルを構え、蘇我が近づいてくる。

「無理だっ。パイロットがいなくては、発進できない！」

　ごまかしつつ、クージョは操そう縦じゆうシステムを前部席から後部席へ切り替かえた。

「噓うそをつくな！」

　蘇我がわざと外して、発はつ砲ぽうした。回転灯が吹ふき飛び、跳ちよう弾だんの音が木こ霊だました。

「操縦が得意なのは知っている！」

　蘇我の言葉に、クージョは酒の席で饒じよう舌ぜつに自分の特技を自じ慢まんしたことを悔くいた。

「ここで死んでも、つまらんぜ？　俺たちでまたやり直した方が、全然得だ！」

　蛇顔が醜みにくく笑った。

　冗じよう談だんじゃない、とクージョは思った。あんな裏切り者の東洋人と手を組むなど、考えただけでヘドが出る。

　クージョは操そう縦じゆう桿かんを握にぎり、ラダーペダルに足を掛かけた。コクピットハッチを開いて蘇我の油ゆ断だんを誘さそい、ライフルの銃口を下げさせる。

（──今だ！）

　クージョは歯を剝むき、ラダーペダルを踏ふみ込んだ。

　Ｆ－１５ＦＶが大きく尻しりを振ふったのを見て、蘇我は慌あわててライフルを射うった。

　幾いくつもの火花がグレーの機体に咲さき乱れた。

　しかし、機の回転は止まらなかった。

　熱風がライフルを煽あおり、灼しやく熱ねつを灯ともすエンジンノズルが蘇我へ振り返った。

　絶ぜつ叫きようが炎ほのおに溶とけて、吹き飛んだ。

「クソめ！」

　クージョは嘲あざ笑わらった。

　機体の回転を止め、ヘルメットのバイザーを下ろした。

　──離り陸りくマニュアル／オート？

　目の前に文字が浮うかび、命令を催さい促そくしてきた。

　クージョは〈オート〉を五秒間見つめ、操縦桿を握る手を緩ゆるめた。

『──同志フェルナンデス！』

『我々を見捨てるつもりか、クージョ！』

　異い口く同どう音おんに自分を呼ぶ〈声〉が、メット内に響ひびいた。

　クージョは思わず頭上を仰あおいだ。

　開き始めた発進口の縁へりに、今にも飛び降りてきそうな同どう胞ほうたちの姿が見えた。




　　　　◆




　同時刻。

　──決着をつけようか、ミスター〈鵺ヌエ〉。

　忘れもしない声こわ音ねが、ユリの意識に立ち籠こめる霧きりに風かざ穴あなを開けた。

　風穴の彼方かなたに、忘れもしない姿があった。金属と水すい晶しようで飾かざられた顔面と、煌きらめきをまとう両りよう腕うで。

「……バドー、キョウシュン……」

　垂たれ下っていたユリの右腕が動き、手のひらがショウゴの脇わきに吊つるされた得え物ものを摑つかんだ。

「ほお……あの女に壊こわされずに済すんだようだな」

　視線をユリヘ固定し、バドーが言った。ピアスの光る唇くちびるの端はしが、にやりと歪ゆがむ。

　ユリの目に怒いかりという名の生気が戻もどり、指先が電子制御銃ブラスターのトリガーを絞しぼった。

　音速の壁かべを越こえた連れん弾だんがバドーを捉とらえた──瞬しゆん間かん、気け配はいがショウゴたちの真後ろに立った。

「──壊れずに逝いけること、幸せに思え」

　声と共に、手しゆ刀とうがユリヘ下った。

　肉が裂さけ、鮮せん血けつが煌きらめきと絡からみ合った。

　振ふり向き様に上げたショウゴの右腕が、バドーの攻こう撃げきを受けとめていた。

「偶ぐう然ぜんとはいえ、見事な読みと言っておこう」

　バドーのグラスの奥おくで、金色の眼めが輝かがやいた。冷たい手刀がショウゴの生身の腕に食い込み、ガリガリと骨を削けずる。

「こっ、この……！」

　ショウゴの背中でユリが呻うめき、白ずくめの敵へ電子制御銃ブラスターを押おしつけた──回かい避ひ不能の至し近きん距きよ離り。

　銃口がフラッシュし、バドーが失うせた。

　ショウゴはその機に横へ跳とび、身体からだを捻ひねって背中のユリを振り落とした。花か壇だんを埋うめ尽つくすサルビアの花にユリを預あずけて着地すると、火の盛さかる倉庫へ向かって疾走はしりだした。

「私を女から遠ざけるつもりか……乗ってやろう」

　どこかで声がし、すぐに消えた。

　ショウゴは目を閉じた。爆はぜる炎ほのおの音が間近になるや、右足でブレーキをかけ翻ひるがえった。まぶたを上げ、深しん紅くを宿す《宇宙そら還がえり》の眼めを周囲へ走らせた。

「──甘あまい」

「よ、ミスター──」

「──〈鵺ヌエ〉」

　台詞せりふが断続的に耳を流れ、視界の中でバドーの姿が瞬またたいた。

　激痛──炎に護まもられているはずの、背後よりの攻撃。

　ショウゴはとっさに前へ倒たおれ、右みぎ肩かたを抉えぐる手刀を引き抜ぬいた。

「炎を背にしても無む駄ださ。焼かれるよりも速く、私は空間に出入りできる」

　ショウゴのすぐそばに、バドーが現われた。

「それに、あなたの《力》で予知を封ふうじられても、ふたつめの頭は無効とはならない。移動を刻んで修正を重ねれば、相手の死角をとるのは容よう易いだ。眼を紅あかくしてもダメさ、ミスター」

「──くっ」

　ショウゴは跳はね起き、左手で薙なぎを見み舞まった。

「フフ──」

　薄うす笑わらいが消え、続きが数メートル前方で沸わき起こる。

「かなりの深手を負おわせたようだね。技わざにキレがない」

　バドーが血に濡ぬれた手しゆ刀とうを口元へ近づけ、舌先を這はわす。

「たった一人でキョウトを護まもった《宇宙そら還がえり》の男……〈鵺ヌエ〉の英えい雄ゆう……あなたの伝説はここで終わり、私が引き継つぐ──次は骨を喰くらわせてもらうよ？」

〈九尾〉が血の付いた歯を剝むき、姿を消した。

　ショウゴは再び地を蹴けった。

　燃え上がる倉庫の間を駆ぬけ、出現と消失を繰くり返す気配を振ふり切ろうと試こころみる。

「──終わりさ」

　声が側面から突つっ込んできた。

　繰り出された煌きらめきが、よろけたショウゴの身体からだをかすめた。

「ちっ──」

　舌打ちが消えた。

　行き止まりの壁かべ──そびえたつ防ぼう風ふう壁へきが、ふらふらのショウゴの背中を受けとめた。

「──フフ、運も尽つきたな？」

　バドーが現われ、笑えみ、そして搔かき消えた。

　ショウゴはもう動かなかった。傷ついた右みぎ腕うでを前方へ垂たらし、虚うつろに目を細めた。

　空間が、至し近きんで開いた。

　煌めきが生じ、動かぬショウゴの身体を──空突きした。

「──な、ぜ？」

　蒼そう白はくの顔面からミラーグラスがずり落ち、金色の瞳ひとみが縦たてに縮ちぢんだ。

「簡単だ」

　ショウゴはバドーを睨ねめあげた。左腕が、創そう痍いの右腕と交差し、側面に立つバドーの胸に伸のびていた。

「経験のない者は、先せん達だつの教えでそれを補おぎなう──敵と正面から戦やり合うべからず。攻こう防ぼうにおいては相手の側後方をとるべし。負ふ傷しよう箇か所しよは最大の死角なり──お前にとって、背中を壁に正面を向いた俺の死角は、左右か頭上の三さん択たく。青二才の狐きつねが選ぶのは、十中八九、エサのある右側面……簡単な消去法だ」

　わざと傷つけさせた右腕を掲かかげ、ショウゴが言った。

「ぞん、な、ごと──」

　えふ、えふ、えふとバドーが喘あえぎ、血ち反へ吐どが口から溢あふれ出た。

「向こうで、経験を積むんだな」

　ショウゴは、左さ拳けんが砕くだいた胸骨をバドーの心臓へ押おし込んだ。

「グッ、ゾォオオオ」

　血の泡あわを吹ふき、バドーがもう一方の手しゆ刀とうを放った。
















　煌きらめきがのろのろと下り、ショウゴの右手がそれを摑つかんだ。

「土産みやげをやる──アリッサとかいう女の忘わすれ形がた見みだ」

　ショウゴは〈鵺ヌエ〉の力を右腕に注ぐと、大きく振ふり上げた。

　バドーは、防ぼう風ふう壁へきに沿そって、為なす術すべもなく上じよう昇しようしていった。自分の手首に粘ねん土ど状じようの塊かたまりと点てん滅めつするダイオードが付けられていることになど、気づく余よ裕ゆうもなかった。

　爆ばく炎えんは、防風壁の頂で沸わき起こった。

　歩きだした〈鵺ヌエ〉が、滅ほろびの〈狐きつね火び〉を仰あおぐことはなかった。




　　　　◆




「ユリ、ユリ──」

　呼び掛かけると、まぶたが動いた。

　眩まぶしそうに目を細め、しばしの間、覗のぞき込む顔を見つめる。

　と、黒い瞳ひとみがわずかに縮み、唇くちびるがはっと開いた。やがて、泣き笑いの表情が浮うかび、両りよう腕うでが少年の首に掛けられた。

　上体が引き寄せられ、サルビアの花に埋うもれた身体からだと重なり合う。

「──ショウゴ！」

　ユリが名を呼んだ。

「違うよ」

　優やさしく、ショウゴが否ひ定ていした。

　ユリの両腕がぴくりと震ふるえ、抱ほう擁ようの力が緩ゆるむ。

「……ごめん。間ま違ちがえちゃった……」

　覚かく醒せいしたユリが、耳元で呟つぶやいた。

「立てるか？」

「うん」

　ショウゴは腕を掛けさせたまま、花か壇だんからユリを起こした。

　返事とは裏腹に、ユリは満足に立てなかった。柔やわらかな身体をショウゴへ押おしつけ、何とか倒たおれずに済んだ。

「腕を肩かたに──」

　ショウゴは言葉を吞のんだ。

　ユリが倒れていた場所が濡ぬれている。サルビアの花弁よりも濃こく、赤く。

「眠ねむるんじゃないぞ？」

　いつ昏こん睡すいに陥おちいってもおかしくないユリに言い聞かせ、ショウゴは創そう痍いの身体を抱だき上げた。




　硝しよう煙えんと血ち煙けむりの渦うず巻まく格納用エレベーターが、地上へ到とう達たつしつつあった。

　──目標、殲せん滅めつ。

　血ち糊のりの付いたバイザーに文字が浮うかんだ。

　クージョ・フェルナンデスは、ようやく操そう縦じゆう桿かんのトリガーから指を離はなし、ラダーペダルを踏ふむのを止やめた。

「──げはっ」

　咳せきこみ、口中に溜ためていた血ち反へ吐どを吐はく。食らった弾だん丸がんのひとつが、内臓に達しているようだ。

「……畜ちく、生しよう」

　クージョは銃じゆう撃げきで割られたコクピットハッチを見回し、その向こうで屍しかばねをさらす同どう胞ほうたちを呪のろった。彼らは、クージョが一人で脱だつ出しゆつしようとしていたことに逆上して、エレベーターへ傾なだれ込み、銃弾を浴びせてきたのだ。

　機体が大事に至らなかったのは、奇き跡せきだった。しかし、神は同じ奇跡を、コクピットにいる愚おろか者にはもたらさなかった。

「畜生……畜生……畜生」

　呟つぶやく度たびに、異ことなる複数の痛みが上体で疼うずいた。

（こんなところで、終わってたまる、か）

　クージョは操縦桿を握にぎり直し、スロットルレバーに手を掛かけた。

　──動体反応、接近。

　ヘッド・マウント・ディスプレイがノイズ混じりに報しらせた。

「まだ、来やがる、か」

　クージョは血走った目を前方へ凝こらした。

　歩いてくる人ひと影かげを認めた。二人だ。一人がもう一人を抱だき抱かかえている。兵ではなかった。だが、どちらにも見覚えがあった。

「……奴やつが、みんな……」

　バドーの話を思い出し、クージョは唸うなった。少年の姿をした《宇宙そら還がえり》の執しつ行こう代だい理り人にん。この国で出すぎたマネをした者へ差し向けられる、政府の暗殺者。

「奴が、私の、全すべてを──！」

　クージョは少年から視線を外すと、バイザーの右みぎ端はしに表示された〈ＷＥＡＰＯＮ〉の文字を五秒間見つめた。

　──火器管制システム、オープン……。

　文字の羅ら列れつが視界を覆おおった──主しゆ翼よく下かに装備されたミサイル兵器の一いち覧らん。

　──ＡＳＭ、スコーピオン。

　瞳ひとみに選ばれた文字が明めい滅めつし、画面が切り替かわった。ミサイルレンジがバイザーに浮うかび、ロックオンマーカーが少年たちへ近づいた。

　──目標、ロック……オン、攻こう撃げきＹＥＳ／ＮＯ？

「死ね！」

　ＹＥＳを睨にらみ、クージョが喚わめいた。

　両翼から発射された二基の空対地ミサイルが、地を這はうように宙を疾はしった。

　三秒後、着ちやく弾だん。

　爆ばく炎えんに〈ＨＩＴ〉の文字が重なった。

「──ポンコツめ！」

　クージョの拳こぶしが計器を叩たたいた。

　少年は全くの無傷で立っていた。どうやら、自動攻撃装置が、少年の後方にそびえる防ぼう風ふう壁へきを目標だと勘かん違ちがいしたらしい。

「ポンコツ、ポンコツ、ポンコツ」

　クージョは火器管制システムをセミオートに切り替えた。

　今度は確実に仕し留とめる──瞳の動きと連動したマーカーを見つめ、クージョは操そう縦じゆう桿かんのミサイル発射ボタンに親指を乗せた。




　地の底から現われた戦せん闘とう機きが、こちらに敵意を向けていることを知り、ショウゴは身を翻ひるがえした。

「ヒャーッハハハハハ！」

　高らかな笑い声があがった。ショウゴらが背にした戦闘機からではなく、それの放ったミサイルが大穴を開けた防風壁の上。血と焦こげに塗まみれた男が仁に王おう立だちして笑っている。バドー・キョウシュン。

「甘あまい、甘いぞ、〈鵺ヌエ〉ぇ！　あれしきで私を仆たおしたつもりとはなぁ！」

　振ふり上げ、下ろした両りよう腕うでが、肘ひじからずるりと崩くずれ落ち、煌きらめきを顕あらわにした。

　両腕に内蔵されていた硬こう度どテンオーバーのアダマンド・ブレード。〈災さい厄やく〉前、国際宇宙ステーションの実験モジュール内で合成された人工ダイヤの刀とう身しんは、どんな小さな光も捉とらえて増ぞう幅ふくし自らを輝かがやかせる。

「貴様の言った経験とやらを、今、ここで積ませてもらうぞ！」

　煌めきを交差させ、〈九キユウ尾ビ〉が吠ほえた。

「──ユリ」

　名を呼び、ショウゴはユリを立たせた。

　よろめく身体からだを右腕で抱だき寄せ、もう一度呼び掛かける。

「……ショウ、ゴ」

　ユリが返して、頭をもたげた。

「あそこに、あんたの仇かたきがいる」

　告げられ、ユリは防ぼう風ふう壁へきを見上げた。憎にくむべき男の姿を認め、ショウゴのシャツを握にぎり締しめる。

「まだ、祈いのる力は残っているか？」

　震ふるえるユリに、ショウゴが訊たずねた。

「……え？」

　向き直り、自分を映うつす鳶とび色いろの瞳ひとみを見つめ返す。

「想おもいを果はたしたいのなら、俺に託たくすがいい」

　グローブに包まれた左手が、ユリの前に差し出された。

「共に、祈るか？」
















　ショウゴの問いに、ユリは唇くちびるをきゅっと結び、揺ゆれ動く瞳でイエスと答えた。

　ショウゴはユリの左手をそっと摑つかむと、ゆっくりと頭上へ掲かかげた。

　二人の指先が伸のばされ、天空に浮うかぶ月を指す。

「──我われ、慟どう哭こくにより目覚めたり」

　ショウゴが言った。その声は周囲の喧けん騒そうに埋うもれることなく、ユリの耳に確実に響ひびいた。

「故ゆえに我請こう、安き眠ねむりのため、汝なんじの声を」

　指先を見上げながら、ユリも同じ言葉を後に続けた。

「歌え──」

　ショウゴの左手に力がこもり、人差し指が青せい磁じ色いろの光を灯ともした。

　ユリは視線を振ふり下ろし、壁かべの上の仇を見み据すえた。

「バドォ────！」

　ユリの叫さけびと共に、青い光が天へ昇のぼった。




　──ロックオン、完かん了りよう。

　バイザーに映る文字が点てん滅めつした。

　クージョは命中を確信し、発射ボタンを押おし込んだ。

　次の瞬しゆん間かん、バイザーの表示がオールクリアとなった。

　システムの再起動は、二秒後。

　──緊急発進スクランブルモード。

　浮かんだ文字を見て、血走った目が飛びださんばかりに剝むかれた。

　マニュアルに切り替かえる間もなかった。

　スロットルがフル状態と化し、重力がクージョをシートへ押しつけた。

　──アフターバーナー、ＹＥＳ／ＮＯ？

　ノオオオオオオオオオオォ！

　クージョの絶ぜつ叫きようは声にならなかった。

　ＹＥＳの文字がバイザーを埋め尽つくし、さらなる重力Ｇがクージョの頰ほおを張はった。




　バドーは、放物線を描えがきながら降こう下かしていた。

　交差した煌きらめきの中心に、寄り添そうショウゴとユリを置き、バラバラとなる姿を頭に思い浮うかべた。

　直後、灰色の影かげが視界を覆おおい、煌めきが弾はじかれた。

　バドーの降下は終わっていた。腹を抉えぐるＦ－１５ＦＶの機首を抱いだきながら、逆方向へ上じよう昇しようしていた。

　目の前のコクピットの中に、泡あわを吹ふくクージョ・フェルナンデスの姿があった。

　──彼に手を出すな。

　オキタの声が、バドーの耳に蘇よみがえった。

　──不ふ確かく定てい領りよう域いきには、不ふ可か避ひの危険が潜ひそんでいる。

　バドーは心中で、オキタと同じ台詞せりふを呟つぶやいた。

　目が眩くらみ、映像が頭をよぎった──ジェット戦せん闘とう機きの行く手を塞ふさぐ灯とう台だい。己おのれの背後に迫せまる不可避の危険──それが、バドーの最さい期ごの予知だった。

　灰色の機体が、超ちよう音速で灯台へ突つっ込んだ。それでも飛行は止やむことはなかった。白黒の歪いびつな軌き跡せきを描えがいて上昇し、月をバックに三つに分かれた。

「……終わった」

　壁かべの向こう側へ墜おちていく火の塊かたまりを見つめながら、ユリは小さく吐と息いきを漏もらした。

「──これで、やっと」

　ユリの手のひらが返り、ショウゴの左手を握にぎった。

「……ありがとう……ショウゴ──」

　声がかすれ、手のひらから力が失うせた。

　ショウゴは何も言わず、重みを増した少女の身体からだを強く抱だき締しめた。

　掲かかげられた左ひだり腕うでの先で、グローブの手のひらが静かに閉じた。








九　帰き還かんの日









「もぉ、やだ！」

　階かい段だんの途と中ちゆうで、ユリはとうとう座すわり込こんでしまった。

「疲つかれちゃったよ、私」

　先を行く人ひと影かげを振ふり仰あおぎ、すねた口く調ちようで訴うつたえる。

　男が足を止め、横顔を向けて笑った。呆あきれたような、けれども暖あたたかな微ほほ笑えみ。

　懐なつかしさと切せつなさがユリの胸にこみあげ、うれしいのに泣けてくる。

「もう、先に行っちゃ、やだよ？」

　ユリは声を震ふるわせ、微笑みを返した。

　男が無む言ごんで伸のべた手が、すぐ目の前に現あらわれた。

　ユリはためらうことなく、手を差し出した。

「──何やってんだ？」

　割り込んできた手のひらが、ユリの手首を摑つかんだ。

「き……君はっ！」

　階段のひとつ上に、少年が立っていた。あの人と同じ名前の少年。切れ長の目を不ふ機き嫌げんそうに細め、ユリを見下ろしている。

「は、離はなしてよっ。私、彼と一いつ緒しよに──！」

「彼？」

　少年がユリの手を摑んだまま、脇わきへ退ひいた。

「誰だれもいないぞ」

　少年の言葉通り、見上げた先に人影はなかった。

「ちょっと、大変っ」

　ユリはいなくなった想おもい人びとを追い掛かけようと、立ち上がった。

「手を離してってば！　私、行かないと！」

　摑まれた手を振ふり、少年を睨にらむ。

「どうして？」

「どうしてって──ここにいたんじゃ、何もないからよ！　私には何も残ってない！　だから行かなきゃ！　もう、独ひとりぼっちはいやなのよ！」

　ユリは半ベソをかきながら、少年に食ってかかった。

「何もない？」

　少年が怪け訝げんの表情を浮うかべた。やがて、口元を緩ゆるめ、呆あきれたような笑えみを作った。

「あんたには、まだ残っているだろ？」

　少年が静かに言った。

「は……離してよ……」

　ユリのトーンも低くなる。

「──ほい」

　少年が突つき飛ばすように、手を離した。

「わっ、わわわ……」

　ユリはバランスを崩くずし、両手をバタバタと振り回した。つま先が上がり、踵かかとが階段を滑すべった。

「わ──────！」

　仰あお向むけに落ち始めたユリへ向け、少年が、バイバイと手を振った。




　柔やわらかな感かん触しよくが身体からだの後ろ半分に広がり、暗くなりかけた視界がぱっと開けた。

　衝しよう撃げきも痛みもない、軟なん着ちやく陸りく。視界いっぱいの白が、円を描えがく室内照しよう明めいを形作っていくのを、ユリはしばらくの間ぼんやりと見つめていた。

「──ヘイ！　看かん護ご婦ふさんよ！　お隣となりさんが目を覚さましたぜ！」

　賑にぎやかな声が、右方から聞こえてくる。

　ユリは視線をわずかに振ふってみた。

　半開きの間仕切り用カーテン。点てん滴てきのチューブを垂たらす数種のビニールパック。

　ここは病院だ、とユリは思った。背中が頼たよりなく感じるのは、仰あお向むけに寝ねかせても背面の傷を圧あつ迫ぱくしない、刳くり貫ぬき型ベッドだからだろう。

「ったく、どこ行ったんだよ、看護婦は？　サービス悪いぜ！」

　聞いたような口く調ちようと声こわ音ねが続いている。

　ユリは視線を振り切った。

　花か瓶びんをのせたチェストの向こうに、ベッドが見えた。

「ヘイ！　やーっと目ぇ覚ましたな、ジェーン」

　ベッドの上で、ミイラ男が片手を上げた。包ほう帯たいのすき間から覗のぞく黒い肌はだ、人ひと懐なつこい目とぶ厚あつい唇くちびる。

「……オレッチ？」

「だぁー！　俺おれっちは、キチンだって！　ボーイじゃねえんだから、覚おぼえてくれよ？」

　キチン・ポークが大げさに頭を抱かかえてみせた。

「おや？　何で生きてるのって顔してるな？　俺っちがあれくらいでくたばるかっての！　脱だつ出しゆつなんて、ちょちょいのチョイさ！」

　キチンの言葉に、ユリは包帯だらけの身体をまじまじと見つめた。

「まあ、この姿は名めい誉よの負ふ傷しようってことで。俺一人だったら、こんな大ヤケドはしちゃいないぜ？」

「──キー坊ぼうは、ワタクシを救たすけてくれたのさネ」

　女の声が、キチンの言いい訳わけを補ほ塡てんした。

「ヘイ、遅おそかったじゃねーか、ハニー！」

　キチンが上体を起こし、いてて、と呻うめいた。

「治なおりは早いだろうって医せん師せいに言われたさネ。キー坊のおかげさネ」

　看かん護ご婦ふに支ささえられた女が、ユリの視界に入る。

（あの時の──！）

　ユリは身を硬かたくした。驚おどろきで目が大きくなるのが自分でもわかった。間ま違ちがいない。板いた垣がき邸ていで遭そう遇ぐうした、クージョの殺し屋だ。

「おいおいジェーン！　ボーイとおんなじ反応しないでくれよ！　ブレアはもう、俺っちの相あい棒ぼうさ！」

　キチンが照てれ臭くさそうに紹しよう介かいした。

「その節せつは、どうも、ゴメンナサイ」

　ブレアが妙みようなイントネーションの日本語で謝あやまった。

「そちらの方、すっかり意識を戻もどされたんですね」

　ブレアを補ほ助じよしていた看護婦が、ユリを振ふり返る。

「さっきから呼んでたんだぜ、俺っち」

「そういう場合は、ナースコールさネ」

「ナースコールは必要ないですよ。意識さえ戻れば、もう安心ですから」

　看護婦がユリの方へ歩んでくる。

「ええと……うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　ベッドのフット部分に据すえられた計器をチェックして、看護婦がうなずく。

「母子ともに、安定してますよ」

「ワァオ！」

「やったさネ！」

　ブレアとキチンが口くち笛ぶえを吹ふいた。

「お静かに、お願いします」

　看護婦が軽く窘たしなめ、口をぽかんと開けるユリへにっこりと笑いかけた。

「──あら？　パパはどうしたのかしら？」

「ぱ──パパ？」

　開いた口をパクパクさせ、ユリが聞き返した。

「治ち療りようが済すんでからずっと、そこであなたの手を握にぎっていたのよ？」

　看護婦がベッド脇わきの丸イスへ視線を向ける。

「ボーイなら、少し前に出てったぜ。どこへ行くって訊きいたら、帰るって」

「キー坊ぼう！　何で止めなかったさネ！」

　ブレアが声を荒あららげた。

「な、何でって……？」

「きっと逃にげたさネ！」

「マジ？　けど、そこに封ふう筒とう置いてったぜ？　連れん絡らく先さきとか書いてあるんじゃねーの？」

　言われて、ユリはチェストの上に目を凝こらした。

　看護婦が気を利きかせて封筒を探さがし、花か瓶びんの後ろにあったそれを見つけて、ユリへ手て渡わたす。

「スルことだけシテ、責任をとらない男は許ゆるせないさネ、キー坊」

「おいおい、俺っちはそんなことしねーって！」

　右方の喧けん騒そうを意い識しきから遠ざけ、ユリは封筒を逆さかさにした。

　ブランケットの掛かかった胸むな元もとに、ふたつの塊かたまりが乗った。

　ユリの瞳ひとみが大きく揺ゆれ、一いつ瞬しゆん、呼こ吸きゆうが停てい止しする。

　レアメタル製の認にん識しき票ひようとサードニクスのネックレス。武器の代金として少年に渡した、想おもい人びとの忘わすれ形がた見み。

　ユリは封筒を探さぐった。二つ折りの紙を引き出すと、カードがぽとりと落ちてきた。

「おい、それってプラチナマネーじゃん！　政府発行のデビットカードだぜ！」

　キチンが喚わめいた。

「少し、黙だまっててあげるさネ！」

　ユリを気き遣づかい、ブレアが言った。

　ユリは二つ折りの紙をじっと見つめた。数行の短い文章が透すけて見える。

　キチンとブレアと看護婦が、固かた唾ずを飲んでユリを見守る。

　──これは、あんたの仕事に対する正当な報ほう酬しゆうだ。

　開いた紙の一行めに、ぶっきらなぼうな言葉が並んでいた。

　──親子で生きていくには、当分、困こまらない額のはずだ。

　二行め。ユリの右手がブランケットを滑すべり、無意識に腹部をさする。

　──それと、もらったモノは返す。あれじゃ、大した金にもなりゃしない。

　三行めが霞かすんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、あなた？」

　涙なみだぐむユリに、看護婦がまず声を掛けた。

「ひどい男さネ。妻さい子しを路ろ頭とうに迷まよわすなんて！」

「……ううん、違ちがうの」

　ユリは首を振ふった。潤うるんだ目が最後の行を読む。

　──Ｐ．Ｓ．あんたの持ってたライセンスカードはもらっておく。こっちの方がよっぽど金になるからな。これで、あんたは普ふ通つうの母親だ。バイバイ、ユリさん。

「彼は、この子の父親じゃないわ」

「ほぇ？　俺っちはてっきり、いい仲だと……じゃ、あのボーイとは、一体、どーいう？」

「ただの──噓うそつきな、私の恩おん人じんよ」

　涙を拭ぬぐい、ユリは笑ってそう答えた。




　　　　◆




　九月十一日。

　午後四時。

　キサーズシティ近きん郊こう、再開発予定区。

　象ぞうの雄お叫たけびのようなホーンが、暑あつく淀よどんだ海うみ辺べの空気を震ふるわせた。

　桟さん橋ばしの突とつ端たんで釣つり糸を垂たれていた青年がのろのろと上体を捻ひねり、たもとに横付けした大型トラックを見て眉まゆをひそめる。

　白地にブルーのイルカがペイントされた車体。ＴＶＣＭでよく見かける運送会社のトラックだ。

　こんな所へ引ひっ越こしとは珍めずらしい、と青年は思ったが、暑さと面めん倒どう臭くささと空腹とで、どうでもいい気分になり、再び海うな原ばらと向き合った。

「あぁ─────っ！」

　すぐ脇わきに建つ廃はい宿やどの二階から、小さな同どう居きよ人にんが腹に響ひびく嬌きよう声せいを放はなった。ドタドタと階段を下り、桟橋へ飛び出してくる。

「ショーくん、お帰りぃ～～～～！」

「なヌっ？」

　青年──エイジは立ち上がり、身を翻ひるがえした。

　四日前から行方ゆくえ不ふ明めいとなっていたもう一人の同居人が、トラックのイルカを背にして桟橋を歩いてくる。

「ショオゴオォオオオオオオ！」

　エイジはバケツを蹴け飛とばして、猛もう然ぜんと桟橋を駆かけた。が、先行するリンコを追い抜ぬいたところで、めまいを覚え、失しつ速そくする。

「て、て、てめへええぇ……！」

　エイジはどうにかその場に踏ふん張ると、決まり悪そうな笑えみを浮うかべる家出少年へ、制せい裁さいのパンチをへろへろと繰くり出した。

「何すんのよ、馬ば鹿かエイジ！」

　抜き返したリンコがショウゴに抱だきつきながら、後ろ蹴げりをエイジに見み舞まう。

「ぐふぉ……お、おめーら──」

　蹴りを食らったすきっ腹を押おさえ、エイジが膝ひざを落とす。

「あ～ん、ショーくん、ケガしてるぅ。大だい丈じよう夫ぶ？　痛くない？」

「ああ、大したことはない」

「そ、そりゃあ、よかったじゃねえか、ショウゴ。こっちは、相変わらず死にそうだったぞ？　そんな俺が心の支ささえにしてたお宝を持ち出しやがって……」

　エイジの恨うらみ節ぶしが始まる。

「食料届とどいたろ？」

　話を逸そらすように、ショウゴが訊きいた。

「うん、届いたよ」

「とっくに尽つきちまってるよ！　こいつがまとめて黒コゲに──だから、魚さかな釣つりしてたんだろーが！」

　エイジは桟さん橋ばしの突とつ端たんを指差した。

「何さ！　ヤケ食いするからたくさん焼けって言ったの、エイジじゃない！」

「俺は調理しろって言ったの！　何でもかんでもオトコ料理にしてんじゃねーよ！」

「うるさい、バカ！」

　リンコが振ふり向き、踵かかとを振り落とした。

「ぐぉっ！」

　呻うめきをあげたエイジの足に体重をかけつつ、リンコはショウゴの手を引いた。

「こんなのほっといて、行こ、ショーくん」

「あ、ああ」

「ちょっと、待ったあぁ！」

　エイジがショウゴの腕うでを摑つかんだ。

「俺の……俺のコレクションは～～～？」

「え？　ああ、アレね」

　顔を寄せて迫せまるエイジから目を逸そらし、ショウゴはぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

「もう、手元にない」

「なヌっ？　全部売れたってのかっ？」

「というか、盗とられちまったんだ、車ごと」

　沈ちん黙もく。

　エイジが自分の顔を両手で挟はさみ、口を開ける。

「ノォオオオオオオオオオオ！」

　夏空に、叫さけびが木こ霊だました。

「──んじゃあ、一いつ銭せんにもならなかったってことか？　買い戻もどしもムリなのか？　それで食いモンも買えねえで、魚も釣つれなくて、それで、それで……」

「お、落ち着けって」

「これが落ち着いていられっかぁあああ！」

「食費は別の方法で工く面めんした」

　耳を塞ふさぎながら、ショウゴは桟さん橋ばしのたもとを振り返った。

「──へ？」

　エイジが惚ほうけた顔をして、それに倣ならう。

　駐ちゆう車しやしたままのトラックの横腹が開き、中から車体と同じデザインのユニフォームを着た男たちがわらわらと降りてくる。

「二階だ」

　やってきた作業員たちに、ショウゴが告げた。

「失礼しまーす」

　イルカロゴを背負った団体が、廃はい宿やどを改装した住居へと突とつ入にゆうしていく。

「ショーくん、何なの、あの人たち？」

　リンコが訊きいた。

「あれか？　あれは、その……」

　口くち籠ごもるショウゴ。

　約十分後、作業員たちがぐにゃぐにゃした大きなのり巻きを担かついで出てきた。

「ああ──っ？」

　リンコが大声をあげた。

「アタシのベッドぉお？」

「リサイクルショップで買い取ってもらったんだ。とりあえず、一、二週間は食うのに困らない」

　超ちよう高級ハイテクベッドの売ばい却きやく代金にしては、かなり薄うすい札さつ束たばを取り出し、ショウゴが言った。

「ワハハハハハハハハ！」

　エイジが自分の不幸も忘れて、大笑いを始めた。

「ひどいよ、ショーくぅん！」

　リンコが喚わめき、作業員たちを追い掛かけようとした。

「ダメだ、リンコ！」

　ショウゴがやや強い口く調ちようで制した。

「元々、あんな高くてデカイもの買うのがいけないんだぞ？」

「うっ、うっ、うっ」

　リンコがべソをかき、うるうるした目でショウゴを見つめる。

「……ちゃんと部屋に入るやつ買ってやるから──今日は、その……我が慢まんしてくれよ？」

「──え？　ホント？」

　今泣いたカラスの顔が、ぱっと明るくなる。

「ああ、約束する」

「なるべく、おっきなやつだよ？」

「ああ」

「一いつ緒しよに寝ねてくれる？」

「ああ」

「おい！　何で一緒に寝てやるんだよっ？」

　エイジが真顔でツッコんだ。

「口出さないでよ、馬ば鹿かエイジ！」

「ずりぃんだよ、お前だけ！　なあショウゴ、俺もいいだろ？　新しい車！」

「そ、そうだな、車は要いるな」

「それと新しい銃じゆうも！　今度のネットオークションでまた掘ほり出しモノが出るんだよ！」

「何でそうなる？」

「だって、全部、盗とられちまったんだろ？　誰かのせいで」

「う……」

　そう言われると、ショウゴは強く出られない。

「わかったよ。ほどほどにするなら、文もん句くは言わない」

「それから、俺も寒い夜には、一緒のベッドに──」

「──何でそーなるっ？」

　リンコとショウゴが口を揃そろえて、エイジを睨にらんだ。

「ちぇっ」

　と、エイジが唇くちびるを尖とがらせた。
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　おかしい……なぜ、こんな年の瀬せ（二〇〇一年十二月現在）に『ジャッジ』が？　前回のあとがきでは「近いうち」とか言ってたはずなのに……。いや、それはいつものことだし、百歩譲ゆずってよしとしよう（よくない？）。だが、一月も遅おくれるとは……！　おかしいなあ。ギリギリで間に合うはずだったんだけどなあ。まったく一体誰だれのせい──それは私です。いやあ、何事もギリギリはよくありませんねえ、はっはっはっ……ごめんなさい。以後、言動には気をつけます。とほほ。

　さて、今回の『ジャッジ』は、再びキサーズが舞ぶ台たいであります。前作でいきなり宇う宙ちゆうにまで遠えん征せいし、次は火星か木星かと期き待たいされた（或あるいは危き惧ぐされた）方もいらしたかもしれませんが、原点に戻もどりました。かのスパイ映画００７シリーズも十作目を越こえたあたりで宇宙へ飛び出してしまい、「あーあ、行くトコまでいっちゃったよ」と私を含ふくめたファンを不安にさせたものでしたが、次の作品ではしっかり原点回帰してました。ちなみに私の中では、その作品（『ユア・アイズ・オンリー』）はシリーズ屈くつ指しの名作となっております（特にオープニングがファンの秘ひ孔こうを突つきます！　もしごらんになるのであれば、『女じよ王おう陛へい下かの００７』を先に観みておくことをオススメします）──ああっと！　だからと言って、今回の『ジャッジ』がそうだ、などとほざいているのではありませんよ！　００７を出したのは、単なる私の趣しゆ味みですので、ゆめゆめ誤ご解かいなきよう。

　そもそも『ジャッジ』を執しつ筆ぴつする際さいは、一作ごとに毛色を変えるようにしていますので、読者の好みも分かれるだろうなあ、と思っています。今回の『ジャッジ４』は、スケールこそ前作に及およびませんが、その分、〈ショウゴ〉の活かつ躍やくが作者比１・５倍となっております。

　ショウゴをはじめとした多種多様な執しつ行こう代だい理り人にんたち、南米からやってきた残ざん忍にんな女コマンドー部隊、政府絡がらみの秘ひ密みつ結けつ社しや〈九キユウ尾ビ〉、そして謎なぞを秘ひめたヒロインのボインちゃん（愛あい称しよう）が繰くり広げるハード・アクション！──と言っても、今回は結けつ構こう甘口（？）なので、読後に、「青田も四作目で、すっかり丸くなりやがって」と思われる方もいるでしょう。けど、そこはそれ、長い目でみてやってください。ほっといても、今後は怒ど濤とうのごとき悲ひ惨さんな展──どごっ！……（気絶）……はっ、余よ計けいなことを口走ったおかげで何者かの警けい告こくの当て身が！　ふぅ、口は災わざわいの元でござるな、ニンニン。

　ところで、わたくし青田は、読者の〈声〉は可能な限かぎりチェックしています。ＤＭの読者ページなども『ジャッジ』が載のってたりすると買っています。そして執しつ筆ぴつ中ちゆうに挫くじけそうになった時（例／クライマックスの執筆直前で愛用のワープロが天に召めされた時）など、読者の皆みなさんの〈声〉を読み返しては、エネルギーを再充じゆう塡てんさせてもらっています。

　私がまだ地下深くで蠢うごめいていた頃ころ、作家さんや漫まん画が家かさんの「読者のみんなにパワーをもらった」なんてコメントをみるたび、ほんまかいな、社しや交こう辞じ令れいちゃうんか、などと訝いぶかったものでしたが、デビューさせていただいてから、あれは噓うそ偽いつわりのない真実の言葉だったのだなあと思い知りました。レターを下さった方々、ＤＭに投とう稿こうしてくれてる皆さん、そして『ジャッジ』を読んでくれている全すべての人たちにありがとう！　これからも、皆さんの〈声〉をお待ちしております。

　あれ？　字が多いわりにまだページが埋うまらない。というワケで、ここからは他愛のないお話を……先にも書いたように、今夏、愛用ワープロが若くしてお亡なくなりになったので、わたくし青田は、渋しぶ々しぶノートパソコンなるものを購こう入にゆうしました（互ご換かんの利きくワープロは既すでにこの世に存在しないらしい。というより、ワープロ自体ほぼ消しよう滅めつ。ジーザス！）。いつかは買わねばと思っていましたが、急なことだったので、私の貯ちよ金きんは全て吹ふっ飛びました。ハッキリ言って、高い。私の持ち物の中で一番……。しかし、悲ひ劇げきはそれだけではなかった！　ダメもとで修しゆう理りに出したワープロが、ノーパをどうにか使えるようになった途と端たんに、完全復活──なめとんのか、ワレ！　その後時間がおしていたこともあり、使い慣なれたワープロで四作目を仕上げたことはいうまでもありません。

　そして現在、我わがノーパ様は、その力の八割近くを使われぬまま、〈プ○ンセス○ーカー〉を内蔵した超高級ゲームマシンとして深い眠りについて……って、ダメじゃん！　などと軽いノリツッコミをしつつ、次回作はノーパで臨のぞむ決心をした青田なのでした。

　ふ～、どうでもいいこと書いてたら、いつの間にかページが埋まりました。え？　今回は悟ご空くうやクイズがないって？　いやぁ、調子に乗ってたら、遂ついに〈上〉がおむずかりに……ちぇっ。けど、クイズはいいみたいなので、今回は本格的な『ジャッジ』クイズを。

　本作には、かつて登場したことのある名もなきヤラレ役が見事なカムバックを果はたしています。さてそれは何巻目の誰でしょう？

　編集のＭさんは、こりゃわかんないよ、とおっしゃっていましたが、そんなことないよね？（すっごく、わかりやすく書いたつもりなのですが）わからないという人は読み返してみよう！　持ってない人は買ってみよう（営業？）！

　てなコトやってるうちに、字数もいっぱいとなりました。それでは、ＳＥＥ　ＹＯＵ　ＮＥＸＴ　ＪＵＤＧＥ！
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